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中
世
歌
合
諸
本
の
研
究

(
四
)

『
仙
洞
十
人
歌
合
』

に
つ
い
て
・
附
校
本

は

じ

め

に

後
鳥
羽
院
歌
壇
成
立
の
年
で
あ
る
正
治
二
年
ご
二

O
O
)
中
に
、
近

接
し
て
催
さ
れ
た
二
つ
の
院
主
催
の
歌
合
に
つ
い
て
、
(
ニ
稿
と
(
二
)

稿
に
お
い
て
検
討
を
加
え
た
(
『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
お
・
お
輯
)
。
本
稿

で
対
象
と
し
た
い
と
考
え
る
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
は
、
同
じ
く
院
主
催
で
、

時
期
的
に
そ
の
二
つ
の
歌
合
を
跨
い
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、

歌
合
と
し
て
の
性
格
や
、
伝
本
の
流
布
状
況
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

前
二
者
が
書
陵
部
に
伝
本
が
存
す
る
も
の
の
、
そ
の
残
存
数
が
極
め
て
少

な
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
歌
合
は
伝
本
数
が
少
な
く
な
い
に
も

係
わ
ら
ず
書
陵
部
に
完
本
が
伝
わ
っ
て
は
い
な
い
。
歌
合
の
性
質
と
伝
本

佐

木

孝

r告

々

の
流
布
に
相
関
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、
そ
う
し

た
問
題
を
含
め
て
、
本
稿
で
は
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
の
書
誌
的
事
項
を
中

心
に
検
討
を
加
え
て
、
正
治
二
年
の
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
お
け
る
歌
合
の
特

性
と
、
そ
の
流
布
状
況
に
纏
わ
る
諸
問
題
を
考
察
し
て
み
た
い
。

概
要

ア

次
第

本
歌
合
の
概
要
を
知
る
上
で
最
も
参
考
に
な
る
資
料
は
、
や
は
り
鎌
倉

前
期
歌
壇
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
定
家
の
『
明
月
記
』
で
あ
る
。
正
治

年
秋
記
自
筆
本
は
現
在
大
阪
青
山
女
子
短
期
大
学
の
所
蔵
と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
冬
記
は
分
割
さ
れ
諸
所
に
伝
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
記
。



同
記
に
初
め
て
こ
の
歌
合
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
の
は
、
九
月
十
二

日
条
で
あ
る
。
本
歌
合
の
奉
行
役
で
あ
っ
た
右
中
弁
長
房
(
九
月
二
十
七

日
条
に
「
被
献
題
奉
行
人
」
と
あ
る
)
よ
り
の
奉
書
で
、
十
首
を
早
く
提

出
す
る
様
に
命
じ
ら
れ
た
定
家
は
、
明
朝
持
参
す
る
旨
の
請
文
を
送
っ
た
。

後
述
す
る
様
に
、
本
歌
合
諸
本
の
殆
ど
の
内
題
に
は
こ
の
日
の
日
付
が
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
日
記
の
後
の
記
述
か
ら
し
て
も
、
こ
の
十
首
こ
そ
が
、

や
が
て
十
人
分
が
集
め
ら
れ
て
、
五
十
番
の
歌
合
に
仕
立
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
十
首
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
正
治
百
首
が
各
作

者
か
ら
詠
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
で
、
十
首
和
歌
会
を
催
す
必
然
性
も
特

に
は
考
え
づ
ら
く
、
当
初
か
ら
歌
合
の
料
と
し
て
集
め
ら
れ
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
、
っ
。

一
日
足
ら
ず
で
十
首
を
詠
進
さ
せ
る
の
は
あ
ま
り
に
も
性
急

で
あ
る
か
ら
、
命
じ
ら
れ
た
の
は
や
は
り
そ
れ
以
前
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
こ
と
は
、
「
和
歌
大
辞
典
」
で
大
伏
春
美
氏
が
こ
の
日
を
催
促
の
日
と

さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
。
正
治
百
首
詠
進
の
折
の
日
記
に
何
も
一
一
一
一
口
及

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
し
で
も
、
給
題
は
定
家
が
百
首
を
詠
進
し
た
八

月
二
十
五
日
以
降
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
出
題
者
に
つ
い
て

は
情
報
が
無
い
が
、

題
の
性
格
に
つ
い
て
は
後
に
検
討
し
て
み
た
い
。

翌
十
三
日
、
定
家
は
式
子
内
親
王
御
所
大
炊
殿
に
参
上
し
た
後
、
院
御

所
春
日
殿
に
参
り
、
長
一
房
に
十
首
を
託
し
て
い
る
。
大
炊
殿
よ
り
参
院
の

可
否
等
を
尋
ね
る
為
に
長
房
に
送
っ
た
勘
返
状
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、

佐
藤
恒
雄
氏
が
「
正
治
二
年
九
月
十
三
日
定
家
長
一
房
勘
返
状
」
(
「
日
本
古

典
文
学
会
々
報
』
問
、
平
5
・
1
)
で
紹
介
解
説
さ
れ
た
通
り
で
あ
り
、

特
に
書
き
出
し
に
「
期
日
漸
近
毎
事
不
審
候
」
と
あ
る
こ
と
を
、
「
判
の

あ
り
よ
う
や
結
番
・
披
講
の
方
法
な
ど
が
、
事
前
の
情
報
で
十
分
に
判

り
か
ね
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
」
故
の
記
述
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

定
家
と
本
歌
合
の
関
係
を
把
握
す
る
上
で
注
目
に
値
す
る
見
解
で
あ
ろ

、つノ
O

こ
の
時
点
で
院
殿
上
を
許
さ
れ
て
い
な
い
定
家
は
、
そ
の
後
自
分
の
提

出
し
た
歌
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
知
ら
ぬ
僅
に
日
が
過
ぎ
る
が
、
二

十
三
日
に
な
っ
て
、
や
は
り
長
房
が
院
の
使
い
と
し
て
左
大
臣
良
経
邸
に

参
じ
、
十
首
題
を
進
め
て
急
ぎ
詠
進
す
る
よ
う
に
伝
え
た
こ
と
を
定
家
が

記
し
て
い
る
。
こ
の
時
間
的
な
差
を
、
人
数
増
等
の
歌
合
の
計
画
の
変
更

と
見
る
べ
き
か
、
何
ら
か
の
事
情
を
考
え
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
ろ
う
が
、

良
経
室
(
一
条
能
保
女
)
が
出
産
に
よ
り
七
月
十
三
日
に
逝
去
し
た
為
に

良
経
が
服
喪
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
給
題
が
遅
れ
た
理
由
と
し
て
解
せ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

二
十
四
日
に
除
服
し
て
出
仕
せ
よ
と
の
院
の
仰
せ
を
承
諾
し
た
良
経
は
、

二
十
七
日
に
正
治
百
首
と
共
に
、
槽
紙
に
清
書
し
た
こ
の
十
首
歌
の
懐
紙
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を
各
々
の
奉
行
人
に
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
で
十
人
の
詠
が
揃
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
院
周
辺
で
結
香
作
業
が
行
わ
れ
て
、
十
月
四
日
に
は
春
日
殿

に
参
院
し
た
定
家
は
、
「
十
首
歌
合
」
を
「
入
道
」
即
ち
俊
成
の
許
に
届

け
る
よ
う
に
と
の
命
を
受
け
る
。
そ
こ
で
翌
朝
に
再
び
参
院
し
た
定
家
は
、

「
大
府
卿
」
範
光
よ
り
「
歌
合
恒
十
一
巻
」
を
受
け
取
っ
て
俊
成
に
届
け
、

帰
院
し
て
父
の
「
畏
給
之
由
」
を
復
命
し
、
再
び
範
光
よ
り
「
令
申
給
事

等
」
、
即
ち
俊
成
へ
の
伝
言
ら
し
き
院
の
仰
を
聞
き
、
承
了
し
て
退
出
し

て
い
る
。
そ
し
て
九
日
に
参
院
し
た
定
家
は
、
長
房
よ
り
俊
成
に
歌
合
を

早
く
献
ず
べ
し
と
の
御
教
書
が
送
ら
れ
、
俊
成
が
直
ち
に
と
答
え
た
旨
を

聞
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
日
間
と
い
う
期
間
は
、
俊
成
の
役
割
を
考
え

る
上
で
重
要
な
情
報
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
も
後

述
し
た
い
。

以
上
が
『
明
月
記
」
の
本
歌
合
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
記
述
の
概
要

で
あ
る
が
、
途
中
九
月
三
十
日
に
院
殿
上
を
許
さ
れ
た
と
は
い
え
、
先
の

長
房
宛
て
書
状
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
定
家
は
あ
く
ま
で
も
一
出
詠
者
で

あ
っ
て
、
歌
合
そ
の
も
の
と
は
距
離
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
そ

れ
故
の
情
報
不
足
が
、
特
に
判
者
を
始
め
と
す
る
本
歌
合
の
成
立
の
問
題

を
今
一
つ
不
明
確
に
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
の
で
あ
る
。

猶
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
定
家
は
本
歌
合
を
『
拾
遺
愚
草
』
に
於
い
て

「
院
初
度
歌
合
」
と
記
し
て
い
る
。
「
和
歌
文
学
大
辞
典
」
に
お
い
て
、
谷

山
茂
氏
は
、
「
仙
洞
御
所
で
催
さ
れ
た
公
式
の
歌
合
と
し
て
は
、
こ
れ
が

最
初
の
も
の
か
」
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
(
一
)
(
二
)
稿
で
検

討
し
た
九
月
三
十
日
と
翌
十
月
一
日
の
両
仙
洞
歌
合
を
非
公
式
の
も
の
と

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
ま
た
山
崎
桂
子
氏
は
『
正
治
百
首
の
研

究
』
(
勉
誠
出
版
、
平
ロ
)
第
三
章
第
一
節
中
で
、
「
兼
日
の
歌
合
と
し
て

は
初
度
の
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
先
に
確

認
し
た
如
く
、
こ
の
時
期
院
周
辺
の
和
歌
活
動
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た

定
家
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
後
の
書
き
入
れ
で
あ
る
と
し
て
も
、
歌
壇
を
見

渡
し
た
記
述
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
も
の
と
し
て
、
後
鳥
羽

院
に
最
初
に
求
め
ら
れ
た
歌
合
の
為
の
詠
で
あ
る
こ
と
を
示
す
注
記
で
あ
っ

た
と
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

イ

題

本
歌
合
の
題
は
「
神
祇
・
若
草
・
落
花
・
菖
蒲
・
時
鳥
・
浦
月
・
山
嵐

暁
雪
・
水
鳥
・
庭
松
」
の
十
題
で
、
神
紙
一
題
、
雑
(
祝
・
賀
)
一
題
で
、

四
季
各
二
題
を
挟
み
込
む
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
題
は
、
「
神
祇
」
は
『
久
安
百
首
」
、
「
落
花
」

lま

『
永
久

百
首
』
、
「
菖
蒲
・
時
鳥
・
水
鳥
」
は
『
堀
河
百
首
』
に
見
え
る
題
で
あ
り
、

基
本
的
な
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
「
若
草
」
は
天
延
三
年
(
九
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七
五
)
吋
一
条
大
納
言
家
歌
合
』
や
『
六
百
番
歌
合
』
等
で
も
出
題
さ
れ

て
い
る
し
、
「
庭
松
」
も
「
承
安
三
年
七
月
右
大
臣
家
歌
合
」

で
の
出
題

歴
が
あ
る
(
夫
木
抄
・
二
子
七
一
四
・
俊
恵
法
師
)
。
「
浦
月
・
山
嵐
(
風
)
・

暁
雪
」
の
三
題
は
珍
し
い
題
だ
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
複
合
題
で
あ
り
、

他
の
題
の
文
字
数
と
合
わ
せ
る
為
の
設
題
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
「
暁
雪
」

は
、
「
散
位
源
広
綱
朝
臣
歌
合
長
治
元
年
五
月
日
」
の
「
暁
見
初
雪
」
、
高

倉
院
歌
会
で
の
「
暁
望
山
雪
」
(
新
古
今
集
・
六
六
八
)
等
に
通
ず
る
題
で

あ
る
と
言
え
る
し
、
「
山
嵐
」
も
、
『
永
久
百
首
」
や
コ
幌
子
内
親
王
家
歌

合
承
暦
二
年
』
の
「
嵐
」
題
の
変
形
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
「
浦
月
」

の
組
み
合
わ
せ
は
こ
の
頃
で
は
特
に
珍
し
く
は
あ
る
が
、
翌
建
仁
元
年
十

月
十
四
日
の
滝
尻
王
子
和
歌
会
で
「
浜
月
似
雪
」
題
が
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
し
で
も
、
取
り
立
て
て
特
殊
な
題
と
考
え
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。

以
上
の
様
に
、
複
合
題
に
や
や
珍
し
い
も
の
は
あ
る
も
の
の
、
全
般
的

に
は
そ
の
題
自
体
は
、
特
殊
で
も
複
雑
で
も
な
い
基
本
的
な
題
で
あ
る
と

評
せ
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
組
合
せ
に
は
極
め
て
特
異
な
要
素
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
最
初
に
「
神
祇
」
題
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
珍
し
い
こ
と
は
、
例
え
ば
慶
安
三
年
刊
「
明
題
部

類
抄
」
が
本
歌
合
を
「
正
治
後
鳥
羽
院
御
歌
合
十
首
」
と
称
し
て
、
「
四

季
雑
」
題
に
分
類
し
、
「
若
草
」
か
ら
始
め
て
、
「
神
祇

庭
松
」
と
整
理

し
て
い
る
こ
と
に
も
明
か
で
あ
ろ
う
。

本
歌
合
を
含
め
た
正
治
二
年
頃
の
院
主
催
の
歌
合
の
出
題
の
傾
向
と
し

て
、
「
恋
題
の
全
く
な
い
こ
と
、
神
祇
関
連
の
題
が
目
立
つ
こ
と
」
を

(
一
)
稿
で
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、
神

祇
題
も
し
く
は
祝
(
賀
)
題
が
最
初
に
配
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
で
あ
る
。

例
え
ば
、
七
月
〔
六
日
〕
「
北
面
歌
合
」
(
三
題
)
は
「
松
契
多
年
」
(
御

集
・
明
題
部
類
抄
)
が
、
八
月
一
日
「
新
宮
歌
合
」
(
三
題
)

社

で
は

頭
祝
」
(
御
集
他
)
、
十
月
一
日
「
当
座
二
首
歌
合
」
に
は

「
社
頭
霜
」

(
御
集
他
)
、
十
月
十
一
日
「
新
宮
当
座
歌
合
」
(
五
題
)

で
も
「
社
頭
タ

風
」
(
御
集
・
明
月
記
)
が
最
初
に
置
か
れ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
も
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
成
立
期
の
一
特
性
と
し
て
、
こ
の
時
期
の

後
鳥
羽
院
の
信
仰
の
在
り
方
や
性
質
と
絡
め
て
論
ず
べ
き
問
題
で
あ
ろ
う
。

猶
、
こ
の
十
首
題
は
、
三
条
西
実
隆
が
「
正
治
十
首
歌
合
」
の
題
と
意

識
し
て
、
永
正
八
年
(
一
五
一
二
二
月
二
十
五
日
の
お
そ
ら
く
姉
小
路

済
継
邸
の
歌
会
に
出
題
し
(
実
隆
八
ム
記
・
二
十
二
、
二
十
四
日
条
・
再
昌

草
(
私
家
集
大
成
)

一
九
四
九
i
一
九
五
八
)
、
同
十
一
年
十
一
月
二
十

五
日
の
自
邸
で
の
春
自
祭
法
楽
当
座
歌
会
に
も
再
び
用
い
て
い
る
(
公
宴

続
歌
一
四
五
六
一

i
一
四
六
O
八
、
雪
玉
集
六
一
六
二
1
六
一
七
一

再

回
目
草
に
も
)
等
)
。
こ
れ
ら
も
「
神
祇
・
庭
松
」
は
末
尾
に
並
べ
ら
れ
て
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い
る
が
、
と
も
か
く
も
本
歌
合
の
題
が
、

一
つ
の
十
首
題
の
定
型
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

ウ

作
者

本
歌
合
の
作
者
十
人
は
何
れ
も
名
の
あ
る
歌
人
で
あ
り
、
直
接
間
接
に

言
及
す
る
先
行
論
文
も
多
い
の
で
、
詳
述
は
避
け
た
い
が
、

一
応
そ
の
作

者
と
し
て
の
性
格
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
、

左
に
、
正
治
二
年
中
の
院
主
催
の
当
座
歌
会
と
現
存
す
る
院
主
催
の
歌
合

へ
の
参
加
、
両
度
の
正
治
百
首
へ
の
詠
進
状
況
と
、
『
新
古
今
集
』

の
入

集
歌
数
、
並
び
に
初
出
勅
撰
集
名
の
一
覧
を
作
成
し
て
み
た
。

寂蓮
慈 雅 家隆

家r疋A三， 隆 忠 通
良経 院 前名

円 経 信 良 親

62 46 31 43 39 59 37 52 32 21 歳

。 。会歌 座当
ム。。。。。。歌合 九月
。。 。歌十

合月

。。• 。。。。。。。百首 正治
35 92 22 43 46 3 5 6 79 33 

和歌集 古今新+ + 
1 3 

子載 千載 新古 千載 千載 千載 千載 千載 千載 古新 勅撰 初出

-
当
座
歌
会
正
治
二
年
前
半
中
後
鳥
羽
院
主
催
当
座
歌
会
(
複
数
度
)

・
九
月
歌
合
l
正
治
二
年
九
月
三
十
日
院
当
座
歌
合
。
ム
は
隠
名
で
の
参
加
0

・
十
月
歌
合
l
正
治
二
年
十
月
一
日
仙
洞
当
座
歌
合

・
正
治
百
首
l
初
度
作
者
は

O
、
第
二
度
の
み
の
作
者
は
・
、
両
度
の
作
者
は

O
0

・
新
古
今
和
歌
集
l
新
大
観
に
拠
る
。
異
本
歌
は
「
+
幾
」
で
示
し
た
。

こ
の
表
に
明
か
な
様
に
、
雅
経
だ
け
は
後
度
で
あ
る
が
、
皆
正
治
百
首

の
作
者
で
あ
り
、
当
時
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
っ
た
と
認
定
で
き
よ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
や
は
り
実
力
者
を
揃
え
た
と
考
え
ら
れ
る
九
月
三
十
日
当

座
歌
合
の
作
者
(
(
二
)
稿
参
照
)
が
多
い
こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
十

月
一
日
当
座
歌
合
は
定
家
の
能
力
を
見
る
べ
く
、
実
力
者
を
除
外
し
た
歌

合
な
の
で
(
(
二
稿
参
照
)
、
参
加
者
の
重
複
が
少
な
い
こ
と
も
そ
れ
を

追
認
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
良
経
が
仙
洞
歌
合
に
初
参
加
な
の
は
、
服
喪
中
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
問
題
と
す
る
に
当
た
ら
な
い
が
、
家
隆
に
つ
い
て
は
、
若

干
の
確
認
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
俊
成
が
「
正
治
二
年
和
字
奏
状
」
で
息
定

家
と
共
に
、
「
家
隆
も
寄
よ
ろ
し
く
仕
も
の
に
こ
そ
候
め
れ
」
と
百
首
作

者
に
推
薦
し
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
作
者
に
加
え
ら
れ
る
要
因
と
な
っ
た

も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
定
家
の
百
首
が
院
の
心
を
捉
え
て
、
両
仙
洞

当
座
歌
合
の
作
者
に
も
加
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
家
隆
の
詠
進
は
定
家

-263-



の
八
月
二
十
五
日
よ
り
後
と
い
う
こ
と
の
み
し
か
判
ら
ず
、
十
首
の
下
命

と
院
の
百
首
へ
の
評
価
と
の
相
関
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

寂
蓮
は
、
隆
信
・
慈
円
等
と
共
に
、
最
初
か
ら
正
治
百
首
の
下
命
を
受

け
た
歌
人
で
あ
り
、
九
月
の
仙
洞
歌
合
へ
の
不
参
加
の
理
由
を
検
討
す
べ

き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
正
治
百
首
作
者
で
あ
っ
た
季
経
・
経
家
等
の
所
謂
六
条
藤
家
の

歌
人
が
参
加
し
て
い
な
い

(
忠
良
母
は
六
条
顕
輔
女
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
権
門
歌
人
と
し
て
捉
え
て
お
き
た
い
)
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
九
月
・
十
月
の
両
歌
合
に
共
通
す
る
傾
向
で
あ
り
、
正
治
百
首
の
作
者

選
定
問
題
に
お
け
る
俊
成
奏
状
で
の
非
難
に
絡
ん
で
か
、
そ
の
百
首
の
出

来
映
え
の
故
か
は
と
も
か
く
、
当
時
の
院
が
同
家
の
歌
人
を
あ
ま
り
評
価

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
現
れ
と
も
考
え
ら
れ
よ
日
。

さ
て
、
こ
の
歌
合
の
作
者
中
に
お
い
て
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
後
度
の

み
の
百
首
作
者
に
し
て
、
未
だ
勅
撰
作
者
で
は
な
い
雅
経
の
存
在
で
あ
ろ

ぅ
。
極
内
輪
で
の
催
し
で
あ
る
院
当
鹿
歌
会
へ
の
参
加
が
熊
野
類
懐
紙
に

よ
っ
て
確
認
で
き
記
様
に
、
雅
経
は
定
家
よ
り
も
早
く
院
の
側
近
歌
人
と

な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
で
も
両
度
の
仙
洞
当
産
歌
会
に
も

出
一
諒
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
実
力
者
ば
か
り
を
揃
え
た
当
歌
合
に
も
加
わ
っ

て
い
る
こ
と
は
、
院
が
雅
経
を
側
近
中
第
一
の
歌
人
と
評
価
し
、
ま
た

番
の
学
友
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
よ
う
。

久
保
田
淳
氏
は
、
『
明
日
香
井
集
」
中
の
建
久
九
年
(

一
九
八
)

月
二
十
日
か
ら
詠
み
始
め
ら
れ
た
「
鳥
羽
百
首
」
や
、
「
詠
五
十
首
和
歌

正
治
元
年
九
月
四
日
」
等
の
存
在
を
理
由
に
、
「
後
鳥
羽
院
の
側
近
の
中

で
最
初
に
“
本
格
的
"
に
歌
い
出
し
た
の
は
飛
鳥
井
雅
経
で
は
な
か
っ
た

か
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
)
、
そ
う
し
た
雅
経
に
対
す
る
院
の
評
価
の
程

は
、
こ
の
歌
合
の
作
者
に
加
え
て
い
る
こ
と
に
顕
著
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

っか。

工

結
番
形
式
と
成
績

本
歌
合
は
左
右
二
疋
せ
ず
、
番
え
ら
れ
る
相
手
も
変
わ
っ
て
い
く
乱
合

の
形
式
を
採
っ
て
い
る
。

一
番
左
に
主
催
者
や
最
高
位
者
が
定
位
し
な
い

こ
と
も
含
め
て
、
九
月
十
月
の
両
仙
洞
当
座
歌
合
と
共
通
す
る
(
十
月
は

左
右
は
二
疋
)
こ
と
は
、
や
は
り
初
期
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
歌
合
の
一
特
徴

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
方
式
が
採
用
さ
れ
る
主
な
理
由
は
、

実
力
が
は
っ
き
り
出
や
す
い
こ
と
と
、
隠
名
に
し
て
判
者
の
意
見
を
述
べ

や
す
く
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
本
歌
合
も
そ
の
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

可
能
性
は
考
え
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

左
に
各
歌
人
の
他
歌
人
と
の
対
戦
数
を
一
覧
に
し
て
み
た
。

一
度
も
番

え
ら
れ
て
い
な
い
組
合
せ
が
九
組
、
二
一
度
も
番
え
ら
れ
た
も
の
が
二
組
存 五
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し
て
お
り
、
正
し
い
法
則
性
を
有
す
る
組
合
せ
方
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
で
は
全
く
の
鏡
引
き
的
な
方
法
に
因
る
の
か
と
い
う
と
、
特

に
「
神
祇
」
題
の
五
番
、
定
家
・
家
隆
、
雅
経
・
寂
連
、
良
経
・
通
親
、

慈
円
・
隆
信
、
女
房
・
忠
良
の
組
合
せ
等
は
、
あ
る
種
の
意
図
が
感
じ
ら

れ
る
よ
う
で
も
あ
る
。

寂 主dミ主a、雅 家隆 努r疋Fムム~・隆 良忠 通 良 院/ 蓮 円 経 親 経

1 。2 3 。2 。1 / 院
1 1 1 2 1 1 1 1 / 1 良経
1 1 1 1 。2 3 / 1 。通親
1 1 。。2 。/ 3 1 2 忠良
2 2 2 1 。/ 。2 1 。隆信
1 1 l 1 1/ 。2 。1 3 定家。 2 JL 1 1 。 2 2 家隆
2 1 / 2 1 2 。1 1 。雅経
1 ν 1 1 2 1 1 1 慈円
レ/ 2 。1 2 l l 1 寂蓮
7 5 4 7 4 2 4 3 6 6 左
ー・-- --・. ーー・・ーー ーーーー ‘・---- ー・-- --・ー. 押・. ーーーー ー・ー----・ E 白血

3 5 6 3 6 8 6 7 4 4 右

ま
た
各
歌
人
の
成
績
を
整
理
し
て
み
記
。

寂 草，~主A、雅 家 家r疋..... 乙 隆 ，良忠 通 経良 院
蓮 円 経 隆 親

5 4 6 5 4 6 。。3 勝
3 l 3 4 3 2 。8 5 5 負

ヤ一一ー

6 4 3 。2 4 4 2 5 2 持

院
や
良
経
・
通
親
の
三
名
が
極
め
て
悪
い
成
績
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
て
き
た
が
、
最
年
長
の
寂
蓮
も
振
る
わ
な
い
こ
と
も
注
意
を
要
し
よ
う
。

も
っ
と
も
、
翌
建
仁
元
年
の
『
老
若
五
十
首
歌
合
」
「
新
宮
撰
歌
合
」
『
和

歌
所
影
供
歌
合
』
等
の
俊
成
判
の
歌
合
で
も
、
寂
蓮
の
成
績
は
良
く
な
い

の
で
、
奇
異
と
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
忠
良
や
慈
円
の
成
績
の
良
さ
も
目
立
つ
が
、
そ
れ
と
共
に
、
正
治

百
首
の
作
者
に
漏
れ
て
い
た
定
家
・
家
隆
、
後
度
の
み
の
作
者
で
あ
る
雅

経
が
比
較
的
良
い
成
績
で
あ
る
こ
と
も
注
意
し
て
よ
い
で
ろ
う
。

組
合
せ
の
問
題
も
あ
り
、
こ
の
結
果
が
実
力
に
比
例
す
る
も
の
と
評
せ

な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
あ
る
い
は
判
者
の
評
価
を
示
す
と
も
考
え
ら
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れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
述
す
る
様
に
、
本
歌
合
は
判
者
に
問
題
が
あ
り
、

そ
う
し
た
立
場
か
ら
の
検
討
は
俄
に
は
行
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

オ

~J 
者

群
書
類
従
本
に
「
判
者
定
家
」
と
あ
る
こ
と
に
最
初
に
疑
義
を
呈
し
、

俊
成
説
を
提
示
し
た
の
は
『
大
日
本
史
料
』

で
あ
り
、
小
島
吉
雄
氏
は

「
仙
洞
十
人
歌
合
の
判
者
に
つ
い
て
」
(
「
国
語
圏
文
」

叩

1
4
、
刀口

p
b

n
H
"
t
E
i
 

2
、
『
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
』
(
星
野
書
庖
、
昭
m
w
)

収
載
)
に
お
い
て
、

『
明
月
記
』
に
定
家
が
判
を
下
し
た
と
の
記
述
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、

定
家
歌
が
五
勝
し
て
い
る
上
に
、
判
詞
で
も
誉
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
こ
と
等
か
ら
、
定
家
判
を
否
定
さ
れ
、
「
歌
合
五
十
番
一
巻
」
が
俊
成

の
所
に
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
よ
り
、
俊
成
判
者
説
を
支
持
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
谷
山
茂
氏
は
「
仙
洞
十
人
歌
合
は
衆
議
判
か
|
少
く
と

も
そ
の
初
判
は
後
鳥
羽
院
を
中
心
と
す
る
衆
議
判
で
あ
っ
た
か
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
|
」
(
『
国
語
国
文
」
幻

|
2
、
昭
お
・

2
、
後
に
「
谷
山
茂
著

作
集
四

新
古
今
時
代
の
歌
合
と
歌
壇
』
(
角
川
書
店
、
昭
臼
)
に
収
載
)

に
お
い
て
、
院
・
良
経
・
通
親
の
成
績
が
甚
だ
悪
い
こ
と
、
上
賀
茂
神
社

三
手
文
庫
蔵
本
の
外
題
に
「
勅
判
」
と
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
院
・
良
経
・

通
親
の
三
者
に
よ
る
衆
議
判
が
な
さ
れ
た
と
の
説
を
提
示
さ
れ
、
俊
成
の

元
に
一
巻
が
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
感
想
か
追
判
を
求
め
る
た

め
で
あ
っ
て
、
若
し
甚
だ
し
く
修
正
し
た
追
判
本
が
あ
っ
た
と
し
て
も
流

布
せ
ず
に
終
わ
っ
た
、
と
の
見
解
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

更
に
樋
口
芳
麻
呂
氏
は
「
後
鳥
羽
院
』
(
集
英
社
、
昭

ω)
で
、
院
を

最
後
の
番
に
位
置
さ
せ
る
「
神
祇
」
題
五
番
の
作
者
配
列
や
、
各
歌
人
の

成
績
な
ど
か
ら
も
、
単
独
の
勅
判
で
あ
り
、
判
・
判
詞
が
初
め
て
の
経
験

で
あ
っ
た
院
が
、
俊
成
に
妥
当
性
の
判
断
と
修
正
を
頼
み
、
俊
成
が
憧
つ

て
院
の
成
績
を
良
く
す
る
程
度
の
最
小
限
の
加
筆
を
行
っ
た
も
の
が
現
存

本
で
あ
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。

以
上
の
説
は
、
辞
典
の
項
目
に
記
述
さ
れ
、
関
連
す
る
研
究
に
も
引
用

さ
れ
る
等
し
て
通
説
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
石
が
、
解
決
し
き
れ
な
い
問

題
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
和
歌
を
学
び
初
め
て
間

も
な
い
こ
の
時
期
に
、
院
が
判
者
た
ら
ん
と
し
た
理
由
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
樋
口
氏
は
「
若
く
意
気
さ
か
ん
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
「
積
極
的
に
歌
合
の
判
者
も
体
験
し
て
み
た
も
の
」
と
も
説
か
れ
る

が
、
具
体
的
な
理
由
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
院
自
身
が
、

は
る
か
後
年
の
嘉
禎
二
年
(
一
二
三
六
)
七
月
に
隠
岐
で
催
し
た
『
遠
島

歌
合
」
の
一
番
判
詞
で
、
「
凡
歌
を
判
ず
る
事
は
、
道
に
と
り
て
ゆ
る
さ

れ
た
る
者
を
え
ら
ぴ
て
、
な
に
は
え
の
よ
し
あ
し
を
わ
か
ち
、
わ
た
っ
海

の
ふ
か
き
あ
さ
き
を
さ
だ
め
し
む
」
と
記
し
た
内
容
は
、
清
輔
の
『
袋
草

-266-



紙
』
「
判
者
の
骨
法
」
で
も
、
故
人
(
父
顕
輔
カ
)
の
言
葉
と
し
て
、
「
和

歌
の
判
者
は
、
:
・
一
に
は
家
重
代
の
者
、
も
し
く
は
道
に
達
す
る
者
、
次

に
は
高
貴
に
し
て
権
威
有
る
人
な
り
」
と
見
え
て
い
る
様
に
、
当
時
の
常

識
で
あ
っ
た
。
同
年
前
半
中
に
主
催
し
て
い
た
専
門
・
権
門
歌
人
の
い
な

い
、
側
近
達
の
み
に
よ
る
歌
合
で
の
こ
と
な
ら
と
も
か
く
、
こ
れ
程
の
一

流
歌
人
を
揃
え
て
の
歌
合
で
、
自
身
を
「
道
に
と
り
て
ゆ
る
さ
れ
た
る
者
」

と
自
認
す
る
程
に
、
院
は
自
身
の
万
能
さ
を
信
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
良
経
と
通
親
も
加
わ
っ
た
衆
議
が
あ
っ
た
と
想
定
せ
ざ
る
の
を
得

な
い
の
も
、
こ
の
両
名
の
成
績
の
あ
ま
り
の
悪
さ
故
な
が
ら
、
そ
れ
以
上

の
積
極
的
な
理
由
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
歌
合
を
除
い
て
最
初
に
確
認
で
き
る
後
鳥
羽
院
の
勅
判
は
、
建
仁
二

年
(
一
一
一

O
二
)
六
月
十
五
日
の
『
水
無
瀬
釣
殿
当
塵
六
首
歌
合
』
で
あ

り
、
こ
れ
は
自
身
と
定
家
の
二
人
だ
け
の
六
番
歌
合
で
、

一
番
に
「
判
者

親
定
申
し
て
い
は
く
」
と
し
て
、
隠
名
を
使
つ
て
の
も
の
で
あ
り
、
最
後

の
六
番
の
み
を
「
右
歌
、
難
無
指
事
、
又
さ
し
た
る
と
が
な
く
は
、

番

な
ど
は
可
勝
候
歎
」
と
、
定
家
一
人
に
対
し
て
も
あ
く
ま
で
も
謙
っ
た
態

度
で
判
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
続
い
て
は
、
同
年
九
月
二
十
六
日
の

『
若
宮
撰
歌
合
』
(
十
五
番
)
で
あ
る
。
九
名
の
作
者
の
内
六
名
が
本
歌
合

と
一
致
す
る
歌
合
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
院
は
最
終
番
判
調
末
尾
に

「
依
神
事
故
加
判
之
処
、
愚
歌
五
首
中
勝
字
二
首
、
頗
胎
後
見
瑚
欺
」
と
、

謙
虚
さ
を
示
し
、
判
者
と
な
っ
た
理
由
ま
で
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

未
だ
怖
い
も
の
知
ら
ず
だ
っ
と
言
え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
俊
成
の
追

筆
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
三
勝
し
、
自
歌
の
判
詞
に
「
さ
か
ひ
に
い
れ
る

さ
ま
也
」
等
と
記
さ
れ
た
歌
合
の
証
本
を
、
院
が
何
も
記
さ
ず
に
そ
の
ま

ま
に
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
三
手
文
庫
蔵

本
と
そ
れ
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
伊
達
文
庫
蔵
一
本
に
は
、
外
題
に

「
勅
判
」
の
文
字
が
見
え
て
い
る
も
の
の
、
同
じ
本
奥
書
を
有
す
る
同
系

の
内
閣
文
庫
本
に
は
そ
の
記
述
も
な
く
、
ま
た
そ
れ
ら
三
本
が
群
書
類
従

本
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
(
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
後
述
)
等
か

ら
す
る
と
、
そ
の
信
濃
性
に
つ
い
て
は
、
群
書
本
の
判
者
を
定
家
と
す
る

記
述
と
同
程
度
の
も
の
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
様
な
複
雑
な
状
況
に
陥
る
最
大
の
原
因
は
、
繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、

三
勝
の
み
の
院
と
、
勝
が
一
つ
も
な
い
と
い
う
良
経
・
通
親
の
両
権
門
の

成
績
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
り
樋
口
氏
も
「
良
経
・
通
親
に
勝
を
一
首
も

あ
た
え
な
い
と
い
う
き
び
し
い
判
定
は
、
定
家
・
俊
成
の
よ
く
な
し
得
る

と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
判
者
と
し
て

の
最
有
力
の
二
人
の
可
能
性
を
消
し
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
確

か
に
同
氏
が
「
定
家
が
判
者
な
ら
、
自
分
の
歌
に
勝
を
多
く
あ
た
え
す
ぎ
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て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
お
ら
れ
る
様
に
、
定
家
の
可

能
性
は
低
い
と
は
い
え
る
が
、
そ
の
成
績
状
況
の
み
か
ら
、
『
明
月
記
」

に
は
っ
き
り
と
し
た
根
拠
を
求
め
う
る
俊
成
の
可
能
性
ま
で
否
定
し
き
っ

て
し
ま
う
の
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
な
ら
ば
、
先
の
難
問
を
俊
成
判
で
解
き
う
る
道
は
あ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
も
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は
や
は
り
『
明
月
記
」

に
あ
る
よ
う
に
考
え
る
。
概
要
で
記
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
十
月
五
日
に

「
十
首
歌
合
」
を
俊
成
の
許
に
届
け
て
帰
院
し
た
定
家
は
、
再
び

メ』
μ 

申

給
事
等
」
即
ち
俊
成
へ
の
院
の
仰
を
承
っ
て
い
る
。
歌
合
を
渡
し
た
後
に

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

例
え
ば
そ
れ
は
、
作
者
を
付
度
せ
ず
に
、
純
粋
に
歌
の
出
来
の
み
で
判
を

下
せ
と
の
命
で
あ
っ
た
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
る
の
は
、

こ
の
直
前
に
院
が
催
し
た
九
月
三
十
日
と
十
月
一
日
の
両
歌
合
の
あ
り
方

に
因
る
。
(
一
)
(
二
)
稿
で
記
し
た
通
り
、
通
親
主
導
に
よ
る
衆
議
判
で

自
身
の
考
え
を
存
分
に
主
張
で
き
・
な
か
っ
た
定
家
に
対
し
、
院
は
翌
日
急

建
、
定
家
に
思
い
の
盤
に
意
見
を
述
べ
さ
せ
る
為
に
老
者
を
除
い
た
若
手

ば
か
り
に
よ
る
歌
合
を
催
し
、
定
家
に
対
し
「
所
存
無
レ
樺
可
レ
申
」
と
命

じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
能
力
あ
る
歌
人
の
素
直
な
意
見
を
耳
に

し
た
院
が
、
当
代
随
一
の
歌
人
で
あ
り
、
し
か
も
自
身
は
出
詠
し
て
い
な

い
俊
成
の
本
音
の
判
詞
を
読
ん
で
み
た
い
と
考
え
た
と
の
想
定
も
、
強
ち

無
謀
な
妄
想
と
片
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

の
為
に
こ
そ
、
先
述
し
た
よ
う
な
複
雑
で
法
則
性
の
捌
み
辛
い
結
香
を
し

た
の
だ
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
俊
成
判
者
説
の
説
得
力
を
増
す
た
め
に
は
、
や
は
り
判
詞

の
内
容
の
具
体
的
な
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
こ
で
、
以
下

に
本
歌
合
判
詞
の
特
徴
的
な
表
現
を
取
り
上
げ
て
、
判
者
が
明
確
な
歌
合

の
そ
れ
と
の
比
較
を
行
い
、
判
者
を
特
定
す
る
作
業
を
試
み
た
い
。
以
下

の
本
歌
合
の
引
用
は
、
末
尾
に
附
し
た
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
翻
刻
に
拠
る
。

A 

謙
遜
表
現

最
初
に
注
目
し
た
い
の
は
、
謙
遜
的
な
表
現
で
あ
る
。
二
十
四
番
の

「
短
慮
迷
て
み
侍
者
也
」
・
三
十
二
番
の
「
愚
意
お
よ
ひ
か
た
し
」
の
ニ
例

を
具
体
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
こ
れ
は
勅
判
に
こ
の
様
な
表
現

が
用
い
ら
れ
る
か
と
い
う
素
直
な
疑
問
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
は
後

鳥
羽
院
判
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
判
詞
に
も
見
出
さ
れ
る
表
現
も
あ
る
。

『
千
五
百
番
歌
合
』
六
百
一
番
に
「
愚
意
の
お
よ
ぶ
と
こ
ろ
」
と
も
あ
り
、

歌
合
判
詞
で
は
な
い
が
、
吋
道
助
法
親
王
家
五
十
首
』
巻
末
に
添
え
ら
れ

た
、
点
を
加
え
た
本
を
道
助
に
返
す
際
の
勅
書
に
も
、
「
悉
加
愚
点
畢
」

「
愚
意
所
及
」
等
と
見
え
、
「
愚
意
」
に
関
し
て
は
、
勅
判
で
も
お
か
し
く
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は
な
い
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
俊
成
・
定
家
判
調
に
良
く
見
受
け
る
言
葉

で
も
あ
る
。
俊
成
で
は
『
六
百
番
歌
合
』
秋
下
十
一
番
「
短
慮
思
ひ
え
が

た
き
」
、
『
御
室
撰
歌
合
」
十
八
番
「
愚
意
迷
雌
雄
之
篇
品
、
短
慮
忘
優
劣

之
奥
枢
」
、
『
千
五
百
番
歌
合
」
百
三
十
六
番
「
愚
意
難
及
侍
れ
ど
」
・
二

百
三
十
九
番
「
愚
意
お
よ
び
が
た
く
侍
り
」
と
、
「
ま
よ
ふ
」
「
お
よ
び
が

た
し
」
等
と
の
続
き
も
良
く
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
家
で
は
、
『
宮

河
歌
合
』

一
番
「
短
慮
易
迷
」
、
『
内
裏
百
番
歌
合
建
保
四
年
」
(
衆
議
執

筆
定
家
)
五
十
五
番
「
短
慮
易
迷
て
」
、
「
内
裏
歌
合
建
保
元
年
間
九
月
』

二
番
「
愚
意
い
と
し
も
心
え
侍
ら
ね
」
、
『
内
裏
歌
合
建
保
二
年
』
十
一
番

「
愚
意
わ
き
ま
へ
し
り
が
た
く
侍
れ
」
、
『
光
明
峰
寺
摂
政
家
歌
合

建
保

五
年
九
月
」
(
衆
議
・
定
家
後
日
判
詞
)
九
十
三
番
「
愚
意
不
通
」
等
と

多
く
確
認
で
き
る
他
、
土
御
門
・
順
徳
・
長
綱
の
百
首
へ
の
評
で
も
「
愚

意
」
の
使
用
が
目
に
付
く
。
俊
成
父
子
に
限
っ
た
表
現
で
は
な
い
も
の
の
、

こ
れ
ら
は
両
名
が
判
詞
で
普
通
に
用
い
て
い
た
言
葉
と
し
て
認
定
で
き
そ

う
で
あ
る
。
無
論
、
院
が
そ
れ
に
倣
っ
て
用
い
た
と
の
考
え
方
も
成
り
立

つ
の
で
は
あ
る
が
。

B 

慣
用
表
現

続
い
て
、
特
徴
的
な
慣
用
表
現
を
幾
つ
か
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
先
ず

七
番
の
「
む
げ
に
お
も
へ
る
と
こ
ろ
な
し
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
俊
成
判

執
筆
定
家
の
『
院
当
座
歌
合
正
治
二
年
九
月
」

で
の
、
暁
更
聞
鹿
四
番

「
む
げ
に
お
も
へ
る
と
こ
ろ
な
き
う
へ
に
」
・
同
五
番
「
む
げ
に
お
も
へ
る

と
こ
ろ
な
し
」
と
全
く
の
同
表
現
を
見
出
せ
る
。
近
接
し
た
催
し
の
例
と

し
て
注
意
さ
れ
よ
う
。
続
い
て
同
じ
七
番
の
「
戯
こ
と
」
に
も
、
俊
成
は

『
民
部
卿
家
歌
合
建
久
六
年
」
三
番
で
の
「
戯
ご
と
な
る
や
う
に
ぞ
侍
る

べ
き
」
と
の
使
用
例
が
あ
る
し
、
五
番
「
そ
の
よ
せ
」
に
も
、
『
六
百
番
」

秋
上
廿
六
番
で
の
「
そ
の
よ
せ
な
く
や
」
、
「
千
五
百
番
」
二
百
九
十
四
番

「
そ
の
よ
せ
な
く
て
は
」
が
確
認
で
き
る
。

「
さ
か
ひ
に
い
れ
る
」
は
十
一
・
二
十
九
番
と
二
箇
所
に
見
え
る
表
現

で
あ
る
が
、
や
は
り
俊
成
の
『
住
吉
社
歌
合
嘉
応
二
年
」
三
番
「
ふ
か
く

さ
か
ひ
に
い
れ
る
に
や
」
、
同
二
十
五
番
「
巳
に
入
幽
玄
之
境
」
が
あ
り
、

定
家
に
も
『
名
所
月
歌
合
貞
永
元
年
』
二
十
四
番
「
殊
入
幽
玄
之
境
」
が

あ
る
。
十
二
番
の
「
迷
惑
」
に
も
、
「
六
百
番
』
恋
七
・
十
四
番
「
証
義

決
迷
惑
歎
」
が
あ
る
。
ま
た
二
十
番
「
あ
ま
り
に
や
侍
ら
む
」
も
俊
成
判

に
目
立
つ
表
現
で
、
『
六
百
番
』
恋
七
・
十
三
番
「
水
あ
ま
り
に
や
侍
ら

ん
」
、
恋
九
・
十
二
番
「
心
あ
ま
り
に
や
侍
ら
ん
」
、
『
民
部
卿
家
歌
合
建

久
六
年
』
四
番
「
述
懐
の
心
あ
ま
り
に
や
侍
ら
む
」
が
あ
り
、

父
子
の

『
院
当
座
歌
合
正
治
二
年
九
月
』
暁
更
間
鹿
八
番
「
千
こ
ゑ
あ
ま
り
に
や
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侍
ら
む
」
、
定
家
の
『
千
五
百
番
」
八
百
二
番
「
こ
と
ば
も
す
こ
し
あ
ま

り
に
や
侍
ら
ん
」
と
、
定
家
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

以
上
俊
成
・
定
家
に
分
の
あ
る
表
現
ば
か
り
と
な
っ
た
が
、
二
十
八
番

「
い
く
ほ
と
の
勝
劣
」
に
は
、
俊
成
に
『
千
五
百
番
」

八
十
一
番
「
両
首

い
く
ほ
ど
の
勝
劣
な
く
侍
れ
ど
?
二
百
八
十
七
番
「
い
く
ほ
ど
の
勝
劣

い
か
が
」
と
確
認
で
き
る
が
、
院
に
も
後
年
の
『
遠
島
歌
合
』
三
十
七
番

に
「
い
く
程
の
勝
劣
な
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、
四
十
七
番
「
物
に
か
つ
べ

き
」
も
、
院
の
「
石
清
水
若
宮
歌
合
一
冗
久
元
年
十
月
」
八
番
に
「
物
に
勝

つ
べ
き
さ
ま
に
も
あ
ら
ず
」
と
の
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
十
三
番
「
事
た
ら
ず
」
も
、
『
六
百
番
」
恋

-
二
十
八
番
右
寂
蓮

歌
(
六
五
六
)
に
対
し
「
事
た
ら
ず
き
こ
ゆ
」
、
恋
四
・
十
六
番
左
季
経

歌
に
「
初
五
字
事
た
ら
ず
間
ゆ
」
と
の
先
例
が
あ
り
、
定
家
も
後
の
「
石

清
水
若
宮
歌
合
寛
喜
四
年
」
で
の
三
十
三
番
右
信
忠
歌
(
六
六
)
を
で
」

と
た
ら
ず
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
通
親
に

時
期
的
に
極
め
て
近
接
し
た
「
石
清
水
若
宮
歌
合
正
治
二
年
』

で
の
、

一

十
三
番
右
寂
信
歌
(
六
六
)
を
「
こ
と
た
ら
ず
や
」
と
批
判
し
た
例
が
あ

る
こ
と
で
あ
る
。C 

内
rす."，

廿

続
い
て
は
判
詞
の
内
容
に
も
少
々
及
ん
で
み
た
い
。

先
ず
十
八
番
に
「
ち
か
き
世
に
ひ
と
ひ
さ
し
さ
す
と
い
ふ
寄
侍
に
や
か

れ
は
草
庵
の
心
に
て
は
へ
る
や
う
に
思
給
」
と
あ
る
の
は
、
具
体
的
な
例

と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。
そ
の
歌
と
は
『
続
詞
花
集
」
に
見
え
る
仁
和
寺

宮
(
覚
性
)
歌
「
草
の
庵
の
軒
に
あ
や
め
を
ふ
き
た
れ
ば
ひ
と
ひ
さ
し
さ

す
心
ち
こ
そ
す
れ
」
(
九
五
八
・
出
観
集
二

O
五
「
ふ
き
つ
れ
ば
ひ
と
ひ

さ
し
ま
す
」
)

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
嘉
応
元
年
(

一
六
九
)
に
莞
じ

た
鳥
羽
院
皇
子
の
詠
は
、
た
し
か
に
「
ち
か
き
世
」
で
は
あ
る
も
の
の
、

俊
成
の
発
言
と
し
て
相
応
し
い
も
の
の
様
に
思
わ
れ
る
。

二
十
一
番
左
の
慈
円
歌
「
さ
り
と
も
と
こ
、
に
を
ま
た
む
ほ
と

J
さ
す

き
の
ま
ろ
と
の
、
た
そ
か
れ
の
こ
ゑ
」
に
対
し
て
、
「
左
は
ち
か
き
比
少
々

き
こ
え
侍
風
情
な
れ
と
も
こ
れ
は
っ
、
き
あ
し
か
ら
す
み
え
侍
り
」
と
表

し
た
の
は
、
後
に
新
古
今
に
採
ら
れ
た
天
智
天
皇
御
歌
「
あ
さ
く
ら
や
き

の
ま
ろ
ど
の
に
我
が
を
れ
ば
名
の
り
を
し
つ
つ
行
く
は
誰
が
子
ぞ
」
(
一

六
八
九
)
を
本
歌
と
す
る
歌
が
最
近
多
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
確
か
に
『
正
治
百
首
』
で
院
が
「
あ
さ
く
ら
や
き
の
ま
ろ
ど
の
に
す

む
月
の
光
は
名
の
る
こ
こ
ち
こ
そ
す
れ
」
と
詠
み
、
通
親
も
「
時
し
も
あ

れ
鳥
ぞ
な
の
れ
る
朝
く
ら
や
き
の
ま
ろ
殿
を
う
た
ふ
明
ぽ
の
」
(
五
六
七
)

と
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で
の
同
百
首
の
流
布
度
は
さ
ほ

ど
で
は
無
い
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
う
い
う
状
況
を
知
っ
て
い
る
立
場
と
し

ハU



て
は
院
が
相
応
し
い
と
は
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
や
や
範
囲
を
広

げ
れ
ば
、
久
安
六
年
(
一
一
五

O
)
成
立
の
『
久
安
百
首
」
に
も
、
公
能

が
詠
じ
た
(
一
一
一
)
他
、
親
隆
が
「
朝
倉
や
と
は
ぬ
に
な
の
る
ほ
と
と

ぎ
す
木
の
丸
ど
の
の
名
を
た
か
し
と
や
」
(
六
二
五
)
と
、
時
鳥
歌
で
取

り
込
ん
で
お
り
、
そ
の
共
通
性
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
ち

ら
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
俊
成
で
も
問
題
は
あ
る
ま
い
。

さ
ら
に
、
同
じ
二
十
一
番
の
「
又
未
聞
時
鳥
の
寄
は
ふ
る
き
寄
合
に
は

本
意
な
き
ゃ
う
に
さ
た
侍
に
や
」
と
あ
る
部
分
は
、
『
遠
島
歌
合
』
十
七

番
で
、
自
歌
「
さ
の
み
や
は
心
あ
る
べ
き
時
鳥
ね
覚
の
空
に
一
声
も
が
な
」

(
三
三
)
を
評
し
て
、
「
左
歌
、
時
鳥
の
題
に
い
ま
だ
聞
か
ざ
る
心
は
、
本

意
な
く
や
侍
ら
ん
、
そ
の
う
へ
歌
が
ら
も
無
下
に
見
ゆ
」
と
、
突
き
放
し

つ
つ
、
同
様
の
事
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
ふ
る
き
寄
合
」

と
あ
る
の
は
、
『
袋
草
紙
』
に
寛
治
七
年
(
一

O
九
三
)
「
聾
方
門
院
根
合
」

の
三
番
右
雅
俊
歌
が
、
判
者
源
顕
房
に
「
ま
だ
郭
公
聞
か
ず
」
と
の
理
由

も
あ
り
負
け
に
さ
れ
た
と
も
見
え
る
こ
と
や
、
同
八
年
(
一

O
九
四
)
八

月
十
九
日
の
『
高
陽
院
七
番
歌
合
』
で
判
者
源
経
信
が
、
郭
公
題
三
番
右

の
顕
綱
歌
「
あ
く
る
ま
で
ま
ち
か
ね
や
ま
の
ほ
と
と
ぎ
す
け
ふ
も
き
か
で

ゃ
く
れ
む
と
す
ら
ん
」
(
一
一

O
)
に
対
し
、
「
右
の
は
、
ま
だ
き
か
ね
ば
、

さ
き
ざ
き
も
き
き
た
る
を
ぞ
、
ま
さ
る
と
は
申
す
め
る
」
と
判
じ
た
こ
と
、

天
治
元
年
(
一
二
一
四
)
の
『
永
縁
奈
良
房
歌
合
』
で
判
者
源
俊
頼
が
、

郭
公
題
・
一
番
左
の
大
納
言
君
歌
「
ほ
と
と
ぎ
す
ま
き
の
と
ば
か
り
ま
ち

つ
れ
ど
な
か
で
あ
け
ぬ
る
夏
の
し
の
の
め
」
(
一
五
)
に
対
し
、
「
左
歌
は
、

:
・
あ
く
る
し
の
の
め
と
よ
め
る
は
、
あ
か
つ
き
が
た
よ
り
ま
ち
そ
め
け
る

に
や
と
き
こ
ゆ
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
き
か
ぬ
う
た
、
ふ
る
う
た
あ
は
せ
に
そ

の
か
ず
見
ゆ
め
り
、
さ
れ
ど
、
き
き
た
ら
ん
う
た
の
と
が
な
か
ら
ん
に
は
、

い
か
が
侍
ら
ん
」
と
評
す
等
の
例
を
踏
ま
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
こ
こ
で
も
俊
成
に
は
、
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
十
五
番
で

「
ふ
る
き

歌
合
の
例
は
、
花
を
た
づ
ぬ
る
に
も
見
た
る
を
ま
さ
る
と
し
、
郭
公
を
ま

つ
に
も
聞
く
を
猶
勝
と
す
る
事
な
れ
ど
」
と
の
先
例
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
が
、
判
者
確
定
の
十
分
な
資
料
に
な
る
と
は
考
え
て
は
い

な
い
が
、
そ
の
文
章
や
内
容
の
記
者
と
し
て
は
俊
成
が
最
も
相
応
し
い
と

は
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
こ
の
時
期
の
院
が
判
者

と
な
っ
た
と
し
て
も
、
俊
成
の
判
詞
を
学
ん
で
書
く
で
あ
ろ
う
し
、
俊
成

の
加
筆
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
言
葉
の
一
致
も
不
審
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
ち
ら
も
こ
こ
ま
で
俊
成
的
な
要
素
は
強
く
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
、
っ
か
。

ま
た
、
院
の
成
績
が
悪
い
と
い
う
も
の
の
、
負
け
て
い
る
場
合
で
も
そ

の
判
調
で
は
勝
歌
の
み
に
言
及
す
る
も
の
が
殆
ど
で
、
唯
一
十
六
番
右
歌



の
み
が
「
お
は
結
句
こ
は
/
¥
し
く
や
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ

り
、
全
体
と
し
て
院
歌
に
対
し
て
は
手
柔
ら
か
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
も
、
俊
成
が
院
に
献
納
し
た
判
詞
で

あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

院
や
通
親
・
良
経
の
成
績
の
悪
さ
の
決
定
的
な
理
由
が
提
示
で
き
た
わ

け
で
も
な
く
、
判
詞
か
ら
も
確
実
な
証
拠
を
見
出
せ
た
わ
け
で
も
な
い
が
、

や
は
り
今
一
度
俊
成
判
者
説
も
復
権
し
て
よ
い
様
に
思
う
の
で
あ
る
。

カ

呼
称

本
歌
合
は
鎌
倉
期
写
の
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
を
始
め
と
し
て
、
内
題
を
有

す
る
伝
本
が
多
く
、
歌
合
と
し
て
は
安
定
し
た
通
称
を
有
す
る
も
の
で
あ

り
、
歌
合
目
録
や
近
世
期
の
蔵
書
目
録
な
ど
で
も
そ
の
名
で
見
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
但
し
内
題
の
下
に
附
記
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
正
治
二
年
九

月
十
二
日
」
と
の
年
記
を
含
め
て
、
こ
れ
が
本
来
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か

は
問
題
が
残
る
。

そ
も
そ
も
「
明
月
記
」
で
も
、
「
十
首
歌
合
」
「
歌
合
駈
十
」
等
と
あ
る

の
み
で
、
「
十
人
」
の
呼
称
は
見
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
吾
妻
鏡
」
建
保

二
年
(
一
一
二
四
)
八
月
二
九
日
条
に
、
「
去
十
六
日
、
仙
洞
秋
十
首
寄

合
、
二
条
中
将
雅
経
朝
臣
写
進
、
将
軍
家
殊
令
レ
賞
一
一
翫
之
一
給
云
々
」

と

あ
る
の
は
、
秋
と
の
時
期
や
歌
数
か
ら
し
で
も
本
歌
合
を
指
す
可
能
性
が

高
く
、
鎌
倉
期
の
呼
称
の
一
例
と
し
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
歌
合
歌
を
撰
入
す
る
諸
歌
集
を
見
渡
し
て
も
、
勅
撰
集
で
は
、
『
新

古
今
集
」
で
「
十
首
歌
合
」
(
一
八
九
一
)

と
あ
り
、
「
続
後
撰
集
』

「
正
治
百
昔
歌
」
(
一
二
八
九
)
と
誤
ら
れ
て
い
る
他
は
、
「
正
治
二
年
十
首

歌
合
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
(
続
古
今
集
七
二
六
・
新
後
撰
集
二
二
二
、

一
八
四
・
続
千
載
集
二
二
八
、
六
八
五
・
新
続
古
今
集
六
回
)
の
で
あ
る
。

私
撰
集
で
も
、
『
万
代
集
』
は
「
後
鳥
羽
院
御
時
歌
合
」
(
一
四
四
八
)
、

円
居
昔
葉
集
」
で
は
「
十
首
歌
合
」
(
一
ニ

O
五
)
と
「
正
治
二
年
十
題
歌
合
」

(九
O
七
)
、
『
夫
木
抄
」
で
も
「
正
治
二
年
仙
洞
十
首
歌
合
」
(
六
O
二
・

七
O
コ
二
・
七
O
五
一
)
、
「
十
題
歌
合
」
(
七
O
O
八
)
と
あ
る
。

参
加
歌
人
の
家
集
で
は
、
「
月
清
集
』
で
は
「
院
十
首
歌
合
」
(
一

O
六

七
・
一
一
ニ
五
・
二
一
七
回
・
一
四
O
三
)
、
『
拾
遺
愚
草
」
に
は
「
正
治

二
年
九
月
」
ま
で
共
通
し
以
下
「
歌
合
十
首
」
(
二
四
九
四
)
、
「
院
初
度

歌
合
(
十
首
)
」
(
多
少
表
記
の
揺
れ
が
あ
る
)
(
一
二
三
一
・
二
二
四
六
・

二
二
五
七
・
二
四
五
九
・
二
四
四
二
、
「
十
首
歌
合
」
(
一
二
七
八
)
、

「
院
北
面
に
て
講
ぜ
ら
れ
し
二
首
」
(
一
一
一
一

O
七
・
八
)
等
と
見
え
、
「
壬

二
集
」
で
は
「
正
治
二
年
仙
洞
十
題
歌
合
」
(
表
記
の
揺
れ
あ
り
)
(
一
一
一
一

O
コ
二
・
二
二
三
コ
了
二
四
六
二
・
二
六
一
九
・
一
一
二
七
二
、
「
仙
洞
御

歌
」
(
二
九
二
七
)
、
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
で
も
「
(
正
治
二
年
)
九
月
御
歌 で



合
」
(
一
四
八
四
、
五
)
、
『
隆
信
集
」
は
「
和
歌
所
に
て
十
首
御
歌
合
」

(
七
七
・
一
一
四
・
ニ
コ
二
・
三

O
六
)
、
「
和
歌
所
歌
合
」
(
二
六
九
)
、

「
建
保
元
年
和
歌
所
歌
合
」
(
一

O
五
)
等
と
あ
る
の
で
あ
る
。

唯

「
仙
洞
十
人
歌
合
」
の
名
が
確
認
で
き
る
の
は
、
『
明
日
香
井
集
」

(一

O
二
九
)
で
あ
り
、
永
仁
二
年
(
一
二
九
四
)
に
孫
の
雅
有
が
編
纂

し
た
頃
に
は
、
こ
の
名
称
が
生
ま
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
「
幾
人
歌
合
」
と
い
う
命
名
法
は
、

一
般
的
な
歌
合
と
し
て
は
珍

し
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
或
い
は
「
明
日
香
井
集
』
が
編
ま
れ
、

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
が
書
写
さ
れ
た
鎌
倉
中
後
期
頃
に
な
っ
て
、
そ
の
新
古

今
時
代
を
代
表
す
る
歌
人
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
三
十
六
人
歌
合
』

等
の
歌
仙
歌
合
の
命
名
法
に
倣
っ
て
、
呼
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
述
し
た
如
く
、
作
者
の
一
人
雅

経
に
写
本
を
献
じ
ら
れ
た
鎌
倉
将
軍
実
朝
が
、
殊
に
賞
翫
し
た
と
『
吾
妻

鏡
』
に
見
え
る
の
は
、
本
歌
合
尊
重
の
一
端
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

猶
、
正
式
な
名
称
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
二
条
西
実
隆
が
姉
小

路
済
継
が
持
参
し
た
同
歌
合
を
「
正
治
十
首
歌
合
」
と
称
し
た
例
も
あ
る

(
実
隆
公
記
・
永
正
八
年
(
一
五
一
こ
二
月
二
十
四
日
条
)
。

以
上
の
如
く
、
本
歌
合
は
後
鳥
羽
院
が
『
正
治
百
首
』
の
下
命
の
後
、

お
そ
ら
く
最
初
に
企
画
し
た
歌
合
で
あ
り
、
そ
の
企
画
の
始
発
や
経
過
、

出
題
者
等
、
そ
し
て
判
者
に
至
る
ま
で
、
極
め
て
謎
の
多
い
催
し
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
代
一
流
の
歌
人
を
揃
え
た
兼
題
歌
合
だ
け
あ
っ
て
、

新
古
今
の
二
首
を
始
め
と
す
る
十
一
首
が
勅
撰
集
に
入
集
し
て
お
り
、
九

月
三
十
日
・
十
月
一
日
の
両
当
座
歌
合
よ
り
も
完
成
度
の
高
い
も
の
で
あ
っ

た
と
評
せ
よ
う
。
と
は
い
う
も
の
の
、
出
題
の
傾
向
や
結
番
形
式
等
は
、

こ
の
両
歌
合
等
と
共
通
す
る
特
徴
が
確
認
で
き
、
正
治
二
年
時
の
院
歌
壇

の
性
格
を
窺
う
上
で
、
共
々
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

現
存
伝
本

『
中
世
歌
合
伝
本
書
目
』
に
掲
載
の
本
歌
合
の
伝
本
は
、
古
筆
切
を
除

い
て
十
八
本
で
あ
説
。
本
稿
で
は
こ
の
内
、
現
在
所
在
不
明
な
谷
山
茂
氏

旧
蔵
本
を
除
き
、
新
た
に
確
認
で
き
た
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青

文
庫
蔵
一
本
(
幽
斎
識
語
本
と
は
別
本
)
を
加
え
た
十
八
本
と
、
古
筆
切

一
葉
を
対
象
と
し
た
い
。

以
下
に
各
々
の
書
誌
を
記
し
、
後
に
考
察
す
る
本
文
以
外
の
特
徴
等
に

つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
(
一

O
五
・
一
四
・
一
八
七
一
九
)
本
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〔
鎌
倉
後
期
〕
写
・
伝
民
部
卿
局
筆

一
帖
〔
略
称
「
静
」
〕

綴
葉
装
。
後
補
了
子
茶
色
地
花
唐
十
早
文
金
禰
表
紙
こ
五
・
一
二
〉
〈
一
六
・

四
糎
)
。
外
題
な
し
。
内
題
は
「
仙
洞
十
人
調
合
正
治
二
年
九
月
十
二
日
」
。

見
返
し
は
、
銀
泥
で
雲
霞
と
〔
鳳
風
〕
文
を
描
き
、
金
銀
切
箔
・
砂
子
や

銀
野
毛
を
散
し
た
鳥
の
子
で
、
裏
面
に
幅
二
糎
程
の
界
が
あ
る
の
や
、
中

央
付
近
に
捺
さ
れ
た
壷
印
が
透
け
て
確
認
で
き
る
。
あ
る
い
は
古
い
装
飾

経
を
転
用
し
た
も
の
か
。
料
紙
は
賓
の
日
が
縦
に
通
っ
た
格
の
強
い
斐
格

交
漉
紙
。
墨
付
二
六
丁
・
二
折
(
第
一
折
七
枚
・
第
二
折
七
枚
半
)
。
遊

紙
前
一
了
。
字
面
高
さ
約
二
二
・
七
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
、
歌
二
行
書
。

奥
書
識
語
な
し
。
印
記
は
「
静
嘉
堂
珍
蔵
」
(
遊
紙
オ
右
下
・
長
方
朱
)
。

古
い
桐
箱
入
り
。
蓋
中
央
に
「
依
綜
十
人
詞
合
民
部
卿
局
主
と
あ
り
、

右
下
の
貼
紙
に
「
第
五
十
五
披
/
民
部
卿
/
仙
洞
十
人
」
と
あ
る
。
附
さ

れ
た
極
札
に
は
「
仙
洞
十
人
歌
合
民
部
卿
局
(
牛
庵
朱
印
)
」
(
裏
な
し
)

と
あ
り
。
青
木
信
寅
旧
蔵
。

続
糸
が
切
れ
て
折
毎
に
離
れ
て
い
た
時
期
が
あ
る
ら
し
く
、
両
折
の
間

の
面
が
汚
れ
て
い
る
。
全
紙
喉
の
部
分
に
補
修
が
さ
れ
て
お
り
、
第
二
折

右
側
か
ら
数
え
て
二
枚
目
は
左
半
分
を
欠
き
、
喉
元
で
貼
り
込
ま
れ
て
い

る
。
各
折
の
表
紙
側
一
丁
は
表
紙
と
見
返
し
の
聞
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る

の
で
、
欠
け
た
一
丁
は
後
遊
紙
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
奥
書

識
語
が
存
し
た
可
能
性
も
存
す
る
。
同
筆
の
見
消
ち
ゃ
補
入
が
多
く
、
全

体
的
に
字
が
踊
っ
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
速
写
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

伝
承
筆
者
の
民
部
卿
局
(
典
侍
)
は
、
藤
原
定
家
女
で
為
家
の
姉
。
古

筆
切
の
伝
承
筆
者
と
し
て
は
、
後
撰
集
切
の
秋
篠
切
が
名
高
い
が
、
本
書

と
は
あ
ま
り
似
て
お
ら
ず
、
手
鑑
『
翰
墨
城
」
や
『
鳳
風
台
』
等
に
捺
さ

れ
た
新
古
今
切
の
筆
跡
に
や
や
似
る
か
。

群
書
類
従
本
を
底
本
と
し
た
峯
岸
義
秋
『
歌
合
集
」
(
岩
波
文
庫
、

日
)
の
対
校
本
と
な
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
」
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。

猶
、
同
本
解
題
に
は

(ロ)

に
問
題
は
な
い
。

「
錯
簡
が
存
す
る
」
と
あ
る
が
、
現
状
で
は
本
文
順

水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
(
巴

=
7
0七
二

O
ご

本

一
帖
〔
略
称
「
彰
申
」
〕

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
て
本
文
の
確
認

を
し
た
。
そ
の
詳
し
い
書
誌
は
続
稿
に
お
い
て
報
告
し
た
い
。

議
葉
装
。
紙
表
紙
。
外
題
は
左
一
屑
打
付
け
で
「
仙
洞
十
人
寄
合
正
治

二
年
」
と
あ
り
。
内
題
は
「
仙
洞
十
人
謂
合
正
治
二
年
九
月
十
一
日
配
」
0

墨
付 昭
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二
六
丁
・
二
折
(
第
一
折
七
枚
・
第
二
折
八
枚
、
外
側
一
丁
は
見
返
し
に
)
。

遊
紙
前
後
各
一
丁
。
印
記
は
「
彰
考
館
」
(
一
オ
右
下
・
瓢
箪
型
)
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
の
筆
跡
や
、
折
の
枚
数
ま
で
も
真
似
た
忠
実
な
模
写

本
。
親
本
の
見
消
ち
は
一
カ
所
を
除
い
て
そ
の
結
果
に
従
い
、
異
本
注
記

を
含
め
た
同
筆
の
傍
記
二
カ
所
を
写
し
て
い
な
い
。
そ
の
他
僅
か
な
誤
写

が
認
め
ら
れ
る
。

島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
(
九
二
、

一
八
・

H
七
四
)
本

〔
江
戸
中
後
期
〕
写

一
冊
〔
略
称
「
桑
」
〕

袋
綴
。
丁
子
茶
色
艶
出
し
表
紙
(
二

0
・
0
×
一
四
・
二
糎
)
。
左
肩

の
布
目
〔
唐
草
〕
文
雲
母
刷
題
築
士
二
・

O
×
二
・
八
糎
、
傷
み
の
た

め
文
様
は
っ
き
り
せ
ず
)
に
「
贋
田
社
寄
合
」
(
本
文
別
筆
カ
)
と
あ
る
。

内
題
は
①
「
贋
田
社
歌
合
」
・
②
「
仙
洞
十
人
歌
合
正
治
二
年
九
月
十
二

日
」
。
料
紙
は
黄
色
味
の
強
い
薄
手
の
斐
格
交
漉
紙
。
墨
付
五

O
丁
、
内

①
三
四
丁
・
②
一
六
丁
。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
約
一
七
・
四
糎
。
毎
半

葉
一
一
行
、
歌
一
行
書
。
奥
書
①
「
本
云
し
き
し
ま
や
道
は
た
か
へ
す
と
お

も
へ
と
も
/
人
こ
そ
わ
か
ね
神
や
し
る
ら
ん
/
承
安
二
年
十
月
十
七
日
加

判
之
如
令
馳
筆
/
不
能
沈
思
後
見
難
有
恥
依
恐
神
慮
也
」
・
②
「
本
云
御
子

左
大
納
言
為
遠
卿
自
筆
之
本
書
写
之
畢
/

至
徳
二
年
十
一
月
七
日

左
少
将
藤
原
雅
俊
」
(
「
俊
」
字
擦
り
消
し
て
訂
正
)
。
印
記
は
「
島
根
/

大
学
/
図
書
館
」
(
一
オ
右
上
・
方
朱
)
。
①
に
同
筆
異
本
注
記
あ
り
。

桑
原
文
庫
に
は
雲
母
刷
表
紙
に
布
目
鳥
の
子
料
紙
を
用
い
た
豪
華
な
綴

葉
装
で
揃
え
た
一
群
の
写
本
が
あ
る
が
、
本
書
は
ご
く
普
通
の
装
丁
で
書

写
年
代
も
そ
れ
ら
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る
。

本
書
に
存
す
る
奥
書
は
小
異
は
存
す
る
も
の
の
、
本
歌
合
の
多
く
の
伝

本
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
大
き
な
問
題
が
存
し
て
い

る
。
そ
の
本
奥
書
の
記
者
は
「
左
少
将
藤
原
雅
俊
」
と
あ
り
、
歌
道
家
飛

鳥
井
家
の
雅
親
息
雅
俊
だ
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
な
の
だ
が
、
至
徳
二
年

(
一
三
八
五
)
に
は
そ
の
雅
俊
は
未
だ
生
ま
れ
で
も
い
な
い
。
こ
の
人
物

は
井
上
宗
雄
氏
が
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
南
北
朝
期
」
(
明
治
書
院
、
昭

却
、
改
訂
新
版
は
昭
臼
)
で
推
測
さ
れ
て
い
る
様
に
、
『
尊
卑
分
脈
」
に

見
え
る
飛
鳥
井
雅
家
男
で
雅
縁
兄
弟
と
し
て
見
え
る
、
雅
俊
で
あ
る
か
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
の
雅
俊
に
は
官
位
等
の
注
記
は
な
く
、
こ
の
時
期
少
将

で
あ
っ
た
か
は
お
ろ
か
、
そ
の
実
在
の
証
も
未
だ
確
認
し
え
て
い
な
い
。

誤
写
・
誤
解
の
可
能
性
の
検
討
も
含
め
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お

後
述
す
る
様
に
、
そ
の
雅
俊
兄
弟
の
雅
縁
が
本
歌
合
を
書
写
し
て
い
る
。

-275-



ま
た
そ
の
雅
俊
が
写
し
た
本
は
御
子
左
為
遠
の
筆
で
あ
っ
た
と
あ
る
が
、

為
遠
は
為
定
息
で
、
永
徳
元
年
(
一
三
八
二
に
四
十
一
歳
で
莞
じ
て
い

る
。
近
接
し
た
情
報
で
あ
る
か
ら
こ
れ
は
信
じ
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
為
遠
筆
本
が
伝
民
部
卿
筆
本
と
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
ま
た

雅
縁
奥
童
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
後
に
検
討
し
て
み
た
い
。

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
(
伊
・
九
一
一
、
二
八

一
一
)
本

〔
江
戸
後
期
〕
写

一
冊
〔
略
称
「
伊
甲
」
〕

仮
綴
。
共
紙
表
紙
(
二
二
・
五
×
一
六
・
二
糎
)
。
左
一
屑
に
打
付
け
で

「
歌
合
仙
洞
惜
細
全
」
(
同
筆
)
と
あ
り
。
内
題
は
①
「
麗
田
社
歌
合
」

②
「
仙
洞
十
人
寄
合
正
治
二
年
九
月
十
二
日
」
。
料
紙
は
厚
手
で
黄
色
い
斐
格

交
漉
紙
。
墨
付
四
七
丁
、
内
①
二
一
三
丁
・
②
一
回
了
。
遊
紙
な
し
。
字
面

高
さ
①
約
一
五
・
九
糎
・
②
約
一
六
・
六
糎
。
毎
半
葉
二
ニ
行
、
歌
一
行

書
。
奥
書
識
語
①
(
判
者
俊
成
政
省
略
)
・
②
「
本
云
/

御
子
左
大
納

一
一
一
一
口
為
遠
卿
以
自
筆
之
本
書
写
之
畢
/
(
一
行
ア
キ
)
/

至
徳
二
年
十

月
七
日

左
少
将
藤
原
雅
俊
」
。
表
紙
左
下
に
本
文
同
筆
で

「
大
き
や

う
じ
ゃ
本
写
」
と
あ
り
。
印
記
は
「
伊
達
伯
/
観
調
関
/
図
書
印
」
(
一

オ
右
上
・
方
朱
)
・

「
宮
城
県
/
伊
達
文
庫
/
図
書
館
」
(
一
オ
右
下
・
長

方
朱
)
。
②
の
叶
三
番
左
歌
の
下
に
藍
色
不
審
紙
あ
り
。

表
紙
に
見
え
る
「
大
き
ゃ
う
じ
ゃ
(
大
経
師
屋
)
」
が
何
者
で
あ
る
か

は
不
明
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
(
特
八
一
三
・
五

(
貴
四
七
八
)
)
本

〔
室
町
後
期
〕
写
・
伝
中
院
通
世
筆

一
冊
〔
略
称
「
京
」
〕

袋
綴
。
標
色
表
紙
(
二
七
・
二
一
×
二

0
・
五
糎
)
。
左
一
屑
に
題
筆
剥
落

痕
あ
り
。
内
題
は
①
「
仙
洞
十
人
寄
合
正
治
二
年
九
月
十
二
日
」
・
②
「
新
宮

撰
寄
合
建
仁
一
冗
年
三
月
一
廿
九
日
」
・
③
「
水
無
瀬
桜
宮
十
五
番
歌
合
」
。
料
紙

は
黄
色
味
の
強
い
斐
格
交
漉
紙
。
墨
付
四

O
丁
、
内
①
一
八
丁
・
②
一
六

丁
・
③
六
丁
(
後
遊
紙
・
裏
表
紙
裏
含
ま
ず
)
。
遊
紙
前
後
各
一
丁
(
後

丁
署
名
ア
リ
)
。
字
面
高
さ
約
二
四
・
一
糎
。
毎
半
葉
一
一
行
、
歌
一
行

書
。
奥
書
①
「
本
一
五
御
子
左
大
納
言
為
遠
卿
自
筆
之
本
/
書
写
了
/
(
一
行

ア
キ
)
/

至
徳
二
年
十
一
月
七
日

左
少
将
藤
原
雅
俊
」
・
②
①
ナ

シ
・
後
遊
紙
裏
左
下
「
源
八
羽
(
花
押
)
」
。
裏
表
紙
見
返
し
に
識
語
が

世

「
此
一
冊
自
得
院
中
納
言
殿
通

l
卿
真
翰
加
熱
疑
度
々
/
回
禄
家
書
焼
失
之

後
類
筆
大
切
之
間
為
後
詮
/
加
禿
筆
為
恐
々
々
/

貞
享
第
五
無
射
下

院

特
進
源
朝
臣
通
茂
」
と
あ
る
。
印
記
は
「
京
都
/
図
書
/
館
印
」

(
前
遊
紙
ウ
・
方
朱
)
・
「
京
図
」
(
四
了
オ
右
下
・
小
判
型
朱
)
、
他
に
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「
貴
重
書
」
・
大
正
三
年
四
月
十
日
購
入
を
示
す
印
な
ど
あ
り
。
①
②
③
作

者
一
覧
に
付
さ
れ
た
勝
負
成
績
は
墨
色
薄
く
後
筆
か
。
ま
た
①
の
み
に
関

し
て
は
、
十
二
番
判
調
「
遂
」
の
見
消
ち
記
号
と
右
傍
の

「
逐
」
、
二
十

四
番
判
調
「
は
け
」
の
見
消
ち
記
号
と
右
傍
の
「
は
つ
音
」
は
後
筆
か
。

廿
二
番
左
歌
「
く
れ
」
の
見
消
ち
記
号
と
右
傍
の
「
暮
」
・
廿
三
番
右
歌

「
お
」
の
見
消
ち
記
号
と
右
傍
の
「
を
」
も
後
筆
の
可
能
性
あ
り
。
①
に

つ
い
て
は
、
十
四
番
左
歌
右
肩
に
「
新
古
」
と
の
集
付
が
あ
る
他
、
十
六

番
左
歌
二
句
目
に
不
審
紙
あ
り
。

山
本
一
氏
編
『
鯨
綿
一
鮒
粧
館
蔵
仙
洞
十
人
歌
合
他
二
種
神
宮
文
庫
蔵
建

仁
歌
合
』
(
和
泉
書
院
影
印
叢
刊
ね
、
平
元
・
日
)
に
影
印
と
詳
し
い
解

題
が
あ
る
。
上
記
の
書
誌
は
自
身
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
微
妙
な

差
異
が
あ
る
が
、
特
に
問
題
と
す
る
程
の
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
本
に
つ
い
て
は
(
一
)
稿
で
も
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
簡
単

に
再
説
し
た
い
。
裏
表
紙
見
返
し
の
貞
享
五
年
(
一
六
八
八
)
の
中
院
通

茂
識
語
に
拠
る
と
、
本
書
は
通
茂
の
六
世
の
祖
自
得
(
慈
得
)
院
通
世

(
永
正
十
六
年
(
一
五
一
九
)
莞
・
五
十
五
歳
)
筆
で
あ
る
と
い
う
。
こ

れ
に
付
い
て
山
本
氏
は
同
解
題
で
、
「
伏
見
宮
旧
蔵
「
短
冊
手
鑑
」
(
日
本

古
典
文
学
影
印
叢
刊
日
)
所
収
の
通
世
の
短
冊
と
比
較
す
る
と
、
筆
勢
は

似
通
う
も
の
の
個
々
の
字
形
ま
で
は
一
致
し
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

も
の
の
、
字
形
も
か
な
り
似
通
っ
て
い
る
様
に
も
見
え
、
通
世
筆
の
可
能

性
は
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
本
が
通
世
筆
と
認
め
ら
れ

る
と
な
る
と
問
題
と
な
る
の
が
、
慶
安
二
年
(
一
六
四
九
)
頃
の
禁
裏
御

文
庫
蔵
書
の
実
態
を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
禁
裡

御
蔵
書
目
録
』
中
に
見
え
る
、
「
仙
洞
正
治
二
年
寄
合
製
一
位
元
年
通
世
筆

一
冊
」
と
の
関
係
で
あ
る
。
禁
裏
御
文
庫
は
万
治
四
年
(
一
六
六
一
)
に

炎
上
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
本
の
筆
跡
や
本
文
を
確
認
す
る
す
べ
は

な
い
。
し
か
も
こ
の
「
仙
洞
正
治
二
年
寄
合
」
は
、
(
こ
稿
で
考
察
し

た
『
正
治
二
年
十
月
一
日
仙
洞
当
座
歌
合
』
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
し
き

れ
な
い
し
、
本
書
に
は
『
水
無
瀬
桜
宮
十
五
番
歌
合
』
も
合
写
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
目
録
の
本
も
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
両
者
が
全
く
無
関
係
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
禁
裏
御
文

庫
本
が
何
ら
か
の
理
由
で
筆
者
の
子
孫
中
院
家
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
は
し
よ
う
が
、
普
通
に
は
あ
り
そ
う
も
な
い
こ
と
で
あ
る
の
で
、

通
世
が
こ
れ
ら
の
歌
合
の
書
写
を
依
頼
あ
る
い
は
命
じ
ら
れ
た
際
に
、
家

の
蔵
本
と
す
る
為
に
今
一
本
写
し
た
本
が
伝
存
し
た
と
の
考
え
方
も
考
慮

す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
岡
本
は
速
筆
の
印
象
が
あ
り
、
同
筆
の
見
消
ち
も

少
な
く
な
い
こ
と
も
、
そ
の
説
の
さ
さ
や
か
な
傍
証
と
な
ろ
う
か
。



こ
の
事
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
の
は
、
後
遊
紙
裏
左
下
に
あ
る
「
源

八
羽
(
花
押
と
と
の
署
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
源
氏
の
八
座
羽
林
即
ち
参

議
で
中
将
を
兼
ね
て
い
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
山
本
氏
は
筆
者

と
さ
れ
る
通
世
三
代
の
孫
で
、
識
一
語
の
通
茂
の
曾
祖
父
中
院
通
勝
の
も
の

で
あ
る
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。
『
読
史
備
要
」
掲
載
の
花
押
と
は
比
一
一
か
異

な
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
が
通
勝
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
参
議
兼
左
中

将
で
あ
っ
た
の
は
、
天
正
三
年
ご
五
七
五
)
十
二
月
三
十
日
よ
り
、
同

七
年
十
一
月
十
七
日
に
権
中
納
言
に
転
ず
る
ま
で
の
間
の
事
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
署
名
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ

と
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
は
、

や
は
り
山
本
氏
が
指
摘
さ
れ
た
、
次

に
挙
げ
る
永
青
文
庫
蔵
本
が
、
「
奥
書
は
な
い
が
、
本
文
内
容
や
通
勝
と

幽
粛
と
の
関
係
か
ら
見
て
、
京
資
本
の
写
し
と
判
断
さ
れ
る
」
と
の
事
実

で
あ
る
。
こ
の
永
青
文
庫
本
に
も
後
遊
紙
表
左
下
に
「
幽
斎
玄
旨
(
花
押
)
」

と
の
署
名
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ほ
ほ
同
じ
位
置
に
存
す
る
、
説
明

を
加
え
な
い
署
名
の
存
在
は
、
両
者
の
性
格
が
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
思
わ
せ
る
。
幽
斎
の
署
名
は
、
明
確
な
奥
書
の
形
式
を
と
る
も
の
を

含
め
て
、
同
文
庫
蔵
本
に
は
多
い
も
の
で
あ
り
、
幽
斎
が
命
じ
て
写
さ
せ

た
も
の
、
自
身
で
書
写
し
た
も
の
を
含
め
て
、
白
身
で
「
一
校
」
を
了
え

た
こ
と
を
示
す
、
本
文
の
信
頼
性
を
保
証
す
る
為
の
著
名
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
通
勝
の
署
名
も
同
様
の
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
通
勝

が
本
文
を
一
読
し
て
修
訂
を
加
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
事
実
前
記
し
た
如
く
、
こ
の
本
に
は
本
文
と
異
筆
の
存
在

が
確
認
で
き
、
こ
れ
が
通
勝
の
筆
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
述
べ
る
永
青
文
庫
蔵
本
と
の
異
同
は
、
専
ら
こ
の
通
勝
筆
の
修
訂
に

因
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青
文
庫
(
一

O
七
・
三
六
・
七
)
本

〔
近
世
初
〕
写
・
胸
斎
署
名

一
冊
〔
略
称
「
永
甲
」
〕

袋
綴
。
浅
繰
色
表
紙
(
二
五
・
七
×
二

0
・
一
糎
)
。
左
肩
の
丹
色
題

接
(
一
四
・
四
×
三
・

O
糎
)
に
「
歌
合
〈
仙
洞
十
人
/
建
仁
一
冗
三
廿
九
/
水
無
瀬

殿
恋
十
五
番
〉
」
(
本
文
別
筆
)
と
あ
る
。
内
題
は
①
「
仙
洞
十
人
寄
合
正
治

二
年
九
月
士
二
目
」
・
②
「
新
宮
撰
寄
合
建
仁
元
年
一
二
月
廿
九
日
」
・
③
「
水
無
瀬

桜
宮
十
五
番
歌
合
」
。
①
は
裏
始
ま
り
で
、
そ
の
表
右
肩
に
外
題
同
筆
で

「
歌
合
/
仙
洞
十
人
正
治
二
年
九
月
士
百
/
新
宮
撰
建
仁
一
冗
年
三
月
廿
九
日
/
水
無

瀬
桜
宮
十
五
番
」
と
あ
る
。
料
紙
は
や
や
茶
色
が
か
っ
た
斐
格
交
漉
紙
。

墨
付
四
七
了
、
内
①
二
一
丁
・
②
一
八
丁
半
・
③
七
丁
半
(
署
名
の
丁
含

ま
ず
)
。
遊
紙
前
後
各
一
了
(
後
署
名
ア
リ
)
。
字
面
高
さ
約
一
二
・
六
糎
。

毎
半
葉
一

O
行
、
歌
一
行
宏
一
目
。
奥
書
①
「
本
一
五
御
子
左
大
納
言
為
遠
卿
自
筆
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之
本
/
書
写
了
/
(
一
行
ア
キ
)
/

左
少

至
徳
二
年
十
一
月
七
日

将
藤
原
雅
俊
」
・
②
③
ナ
シ
・
後
遊
紙
表
左
下
「
幽
斎
玄
旨
(
花
押
)
」
と

あ
る
。
印
記
な
し
。
同
文
庫
の
多
く
の
幽
斎
奥
書
・
署
名
本
同
様
、
後
遊

紙
の
袋
中
に
「
墨
付
四
十
八
枚
」
と
記
し
た
小
紙
片
が
あ
る
。
①
に
つ
い

て
は
、
十
四
番
左
右
肩
に
「
新
古
」
と
の
集
付
あ
り
。

本
書
に
付
い
て
は
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
と
の
関
係
で
既
に
言
及

し
て
い
る
が
、
そ
の
転
写
関
係
に
つ
い
て
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

永
青
文
庫
中
の
幽
斎
自
筆
識
語
を
有
す
る
本
を
点
検
す
る
と
、
「
寄
合

道
堅
法
師
寄
也
』
(
一

O
七
・
三
六
・
七
)
の
様
に
、
「
永
禄
十
二
暦
夏
六

月
上
八
日
/
正
五
位
下
行
左
近
権
少
将
源
通
勝
」
と
の
本
奥
書
を
有
す
る

書
写
年
時
不
明
の
も
の
や
、
『
文
明
九
七
月
七
日
七
首
歌
合
』
(
一

O
七
・

三
六
・
五
)
の
様
に
、
「
借
也
足
軒
主
御
本
令
書
写
/
遂
校
合
畢
/
慶
長

四
年
五
月
廿
八
日
/
幽
斎
玄
旨
(
花
押
)
」
と
、
通
勝
か
ら
借
り
た
こ
と

や
そ
の
年
時
も
明
か
な
も
の
も
あ
明
、
本
書
も
通
勝
本
を
書
写
し
た
も
の

で
あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

ま
た
一
方
、
幽
斎
は
慶
長
五
年
(
一
六
O
O
)
四
月
頃
に
「
勅
本
」
即

ち
禁
裏
御
文
庫
の
歌
合
を
集
中
的
に
書
写
さ
せ
て
お
り
、
御
文
庫
に
あ
っ

た
通
世
筆
本
を
写
す
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
は
い
え
、

こ
の
本
に
は
親
本
に
関
す
る
奥
書
・
識
語
の
類
は
無
く
、
何
れ
で
あ
る
か

を
判
断
す
る
決
め
手
に
欠
け
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、

京
本
の
通
勝
筆
ら
し
き
修
訂
の
存
在
で
あ
る
。
永
青
文
庫
本
本
文
は
そ
れ

を
反
映
し
た
本
文
に
も
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
書
入
れ
も
写
さ
れ
て

は
い
な
い
。
と
な
れ
ば
、
通
勝
が
そ
れ
を
加
え
る
以
前
の
書
写
か
と
も
考

え
ら
れ
る
の
だ
が
、
幽
斎
自
筆
署
名
本
は
古
く
て
も
天
正
十
七
年
(
一
五

八
九
)
頃
か
ら
の
様
で
あ
明
、
本
書
も
や
は
り
慶
長
頃
の
書
写
と
思
わ
れ
、

そ
の
可
能
性
は
低
い
様
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
禁
裏
本
優
勢
と
な
る
が
、

や
は
り
奥
書
に
何
も
無
い
の
は
不
審
で
あ
る
。
花
押
の
主
の
再
検
討
を
含

め
て
一
層
の
考
察
が
必
要
な
よ
う
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
取
り
敢
え
ず
問

題
点
を
指
摘
す
る
に
留
め
、
そ
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

群
書
類
従
巻
百
九
十
和
歌
部
四
十
五
寄
合
+
一
所
収
本

刊

合
一
冊
〔
略
称
「
群
」
〕

詳
し
い
書
誌
事
項
は
略
す
。
内
題
「
仙
洞
十
人
歌
合
正
治
二
年
九
月
十
二

日
」
。
版
心
丁
付
「
二
十
九
j
四
十
八
了
」
。
半
面
一

O
行
。
歌
一
行
。
末

尾
に
「
御
子
左
大
納
言
為
遠
卿
以
自
筆
之
本
書
写
之
了
/

至
徳
二
年
十

一
月
七
日
左
少
将
藤
原
雅
俊
」
と
の
本
奥
書
が
あ
り
、
丁
を
替
え
て
「
右

正
治
二
年
九
月
十
二
日
仙
洞
十
人
歌
合
以
奈
佐
勝
皐
本
校
合
」
と
の
校
合
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奥
書
を
小
字
で
刻
す
。
異
本
注
記
少
々
あ
り
。
以
下
の
検
討
や
校
合
に
際

し
て
は
、
斯
道
文
庫
蔵
本
に
拠
っ
た
。

校
合
本
の
所
持
者
で
あ
る
奈
佐
勝
皐
は
、
塙
保
己
一
門
の
幕
臣
で
姓
を

日
下
部
と
も
一
言
い
、
和
学
講
談
所
初
代
会
頭
を
勤
め
た
人
物
で
、
寛
政
十

一
年
二
七
九
九
)
に
五
十
五
歳
で
没
し
て
い
る
。

賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
(
酉
・
三
四
五
)
本

〔
江
戸
前
中
期
〕
写

一
帖
〔
略
称
「
三
」
〕

綴
葉
装
。
濃
練
色
艶
出
表
紙
(
二
二
了
六
×
一
七
・
二
糎
)
。
左
肩
の

鳥
の
子
色
地
雲
母
引
題
築
(
一
一
・
三
×
一
了
六
糎
、
右
側
に
網
代
文
ら

し
き
も
の
が
見
え
る
)
に
、
「
五
十
番
歌
合
勅
判
」
(
あ
る
い
は
同
筆
カ
)

と
あ
り
。
内
題
は
無
い
。
料
紙
は
淡
茶
色
布
白
鳥
の
子
。
墨
付
二
七
了
・

二
折
(
第
一
折
八
枚
・
第
二
折
八
枚
、
外
側
各
一
丁
は
表
紙
中
紙
に
)
。

遊
紙
前
一
了
後
二
了
。
字
面
高
さ
約
一
六
・
九
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
、
歌

ニ
行
書
。
奥
書
「
子
時
文
安
二
年
十
一
月
廿
一
日
書
写
畢
」
(
二
六
ウ
)
・

「
右
兼
孝
公
以
自
筆
之
本
令
書
/
寓
之
者
也
/
(
数
行
ア
キ
)
/
慶
長
二

蹴
月
日

羽
林
郎
峨
」
(
二
七
オ
)
0

印
記
は
「
上
鴨
奉
納
」
(
前
遊

紙
ウ
左
下
・
瓢
箪
型
朱
)
・

「
今
井
/
似
閑
」
(
前
印
下
・
方
朱
)

「
知
良

茂
三
手
文
庫
」
(
一
オ
右
上
・
長
方
朱
・
陰
刻
)
。
冒
頭
の
題
・
作
者
の

覧
無
し
。
似
閑
の
書
き
入
れ
な
く
、
「
本
ノ
」
等
の
傍
記
は
同
筆
。
『
五
十

四
番
詩
歌
合
」
(
酉
・
一
ニ
四
九
)
と
伺
装
同
筆
。

今
井
似
閑
が
奉
納
し
た
写
本
群
の
内
の
一
本
。
外
題
の
「
勅
判
」
の
丈

字
が
、
判
者
説
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
。
二
つ
の
本
奥
書

を
頗
に
読
む
と
、
最
初
の
も
の
は
兼
孝
の
も
の
の
様
に
見
え
る
が
、
文
安

二
年
(
一
四
四
五
)
に
は
、
九
条
兼
孝
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
、
慶
長
二
年
(
一
五
九
七
)
に
は
従
一
位
前
関
白
で
四
十
五
歳
で
あ

る
か
ら
、
羽
林
郎
(
羽
林
郎
将
の
こ
と
か
)
こ
と
時
に
近
衛
中
将
か
少
将

で
あ
っ
た
某
は
、
直
接
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
兼
孝
公
筆
の
文
安
二
年

の
本
奥
書
を
有
す
る
書
写
奥
書
の
な
い
新
写
本
を
、
強
月
(
一
一
一
月
)
に

写
し
た
こ
と
に
な
る
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
二

O
一
・
ニ

O
七
)
本

〔
江
戸
前
中
期
〕
写

一
帖
〔
略
称
「
内
」
〕

袋
綴
。
濃
茶
色
表
紙
(
二
七
・
三
×
一
九
・
二
糎
)
。
左
肩
の
支
子
色

鳥
の
子
題
築
士
七
・
七
×
三
・
五
糎
)
に
「
正
治
二
年
伯
洞
歌
合
全
」

(
別
筆
)
と
あ
り
。
内
題
は
無
い
。
料
紙
は
や
や
厚
手
の
斐
格
交
漉
紙
。
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墨
付
三
四
丁
。
遊
紙
前
後
各
一
了
。
字
面
高
さ
約
二

0
・
八
糎
。
毎
半
葉

八
行
、
歌
二
行
書
。
奥
書
「
子
時
文
安
二
年
十
一
月
廿
一
白
書
写
畢
」

「
右
兼
孝
公
以
自
筆
之
本
/
令
書
写
之
者
也
/
(
二
行
ア
キ
)

/
慶
長
二
臓
月
日
羽
林
郎
時
」
(
三
四
オ
)
。
印
記
は
「
太
政
官

/
文
庫
」
(
一
オ
右
上
、
三
四
ウ
中
央
・
方
朱
)
・

(
三
三
ウ
)
・

「
日
本
/
政
府
/
図
書
」

(
前
印
下
・
方
朱
)
。
表
紙
に
「
太
政
官
文
庫
」
「
内
閣
文
庫
」
等
数
種
の

蔵
書
標
あ
り
。
冒
頭
の
題
・
作
者
の
一
覧
無
し
。
「
本
ノ
マ
、
」
等
の
傍

記
は
同
筆
。
小
口
書
「
仙
洞
十
人
歌
合

全
」
(
別
筆
)
。

三
手
文
庫
本
と
同
じ
奥
書
を
有
す
る
が
、
異
筆
の
外
題
に
は
「
勅
判
」

の
文
字
は
な
い
。

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
(
伊
・
九
一
一
、
二
八
・
四
ご
本

〔
江
戸
中
期
〕
写

一
冊
〔
略
称
「
伊
乙
」
〕

袋
装
。
淡
香
色
表
紙
(
二
六
・
八
×
一
九
・
六
糎
)
。
左
肩
の
題
築

(
一
六
・
三
×
三
・
七
糎
)
に
「
五
十
番
歌
合
勅
判
」
(
別
筆
カ
)
と
あ
り
。

内
題
は
「
五
十
番
一
骨
合

勅
判
」
。
料
紙
は
や
や
黄
色
の
薄
手
斐
格
交
漉

紙
。
墨
付
二
六
丁
。
遊
紙
な
し
。
字
面
高
さ
約
二

0
・
四
糎
。
毎
半
葉

O
行
、
歌
二
行
書
。
奥
書
「
子
時
文
安
二
年
十
一
月
廿
一
白
書
写
畢
」

(
二
六
オ
)
・

「
右
兼
孝
公
以
自
筆
之
本
令
書
/
寓
之
者
也
/
(
二
行
ア
キ
)

/
慶
長
二
臨
月
日

羽
林
郎
某
判
」
(
二
七
ウ
)
。
印
記
は
「
伊
達
伯
/
観

澗
閤
/
図
書
印
」
(
一
オ
右
下
・
方
朱
)
・

「
宮
城
県
/
伊
達
文
庫
/
図
書

館
」
(
前
印
上
・
長
方
朱
)

「
壁
」
(
二
六
ウ
左
下
・
菱
型
朱
・
陰
刻
)
。

同
文
庫
本
の
殆
ど
に
付
さ
れ
る
護
に
「
ロ
(
朱
)
五
十
番
歌
合

一冊」

(
右
傍
に
「
歌
書
第
二
百
三
十
号
(
朱
)
」
・
左
下
「
六
|
(
朱
)
」
)
と
あ

り
「
壁
」
の
印
は
五
代
藩
主
吉
村
(
宝
暦
元
年
(
一
七
五
こ
没
・
七
十

二
歳
)
の
も
の
。
三
手
本
・
内
閣
文
庫
本
と
同
じ
奥
書
を
有
す
る
が
、
こ

の
両
本
が
内
題
を
有
さ
な
い
の
に
対
し
、
こ
の
本
は
外
題
を
転
用
し
た
ら

し
き
内
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
末
尾
に
独
自
な
作
者
一
覧
と
勝
負
成
績
を
有

し
て
い
る
。

刈
《
ロ
市
中
央
図
書
館
蔵
「
歌
合
集
」

(
W
一
六
七
ご
本

〔
安
永
八
・
九
年
〕
小
沢
麓
庵
令
写

一
冊
〔
略
称
「
刈
」
〕

袋
綴
。
渋
刷
毛
引
表
紙
(
二
七
・
二
×
一
九
・
七
糎
)
。
外
題
は
左
肩

に
打
付
書
で
「
仙
洞
十
人
歌
合
正
治
二
年
九
月
十
二
日
」
(
別
筆
・
小
字
は
旧

蔵
者
村
上
忠
順
筆
)
と
あ
る
。
ま
た
表
紙
右
肩
貼
付
紙
片
に
「
四
十
九
冊

。。



内
/
三
十
七
」
と
あ
り
。
内
題
「
仙
洞
十
人
請
合
」
。
料
紙
斐
格
交
漉
紙
。

墨
付
一
七
了
。
遊
紙
前
一
丁
。
毎
半
葉
一
一
行
、
歌
一
行
書
。
字
面
高
さ

一
一
一
・
八
糎
。
奥
書
な
し
。
印
記
「
刈
谷
/
図
書
/
館
蔵
」
(
一
オ
右
上
・

方
朱
)
・
「
大
正
記
念
/
藤
井
図
書
」
(
一
オ
右
下
・
小
判
朱
)
。
朱
筆
で
集

付
と
そ
の
他
出
歌
と
の
異
同
書
入
れ
等
あ
り
。
四
十
一
番
判
詞
の
上
部
に

附
筆
あ
り
。

現
状
で
は
全
一
一
一
十
一
冊
中
の
第
二
十
一
冊
目
で
あ
る
が
、
表
紙
貼
紙
が

不
す
如
く
、
本
来
は
久
曽
神
昇
氏
御
所
蔵
分
と
併
せ
た
全
四
十
九
冊
中
の

第
一
一
一
十
七
冊
目
で
あ
る
。
書
写
年
代
は
他
冊
の
奥
書
に
よ
る
。

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
「
歌
合
集
」
(
一
二
三
・
九
五
八
)
本

〔
安
永
八
・
九
年
〕
小
沢
麓
庵
令
写

合
一
冊
〔
略
称
「
河
」
〕

袋
綴
。
渋
刷
毛
引
布
目
表
紙
(
二
七
・
六
×
二

0
・
一
糎
)
。
外
題
は

左
肩
に
打
付
書
で
「
歌
合
両
度
建
保
四
年
八
月
間
町
田
M
W
M
/
仙
洞
十
人
歌

主』
口

不
記
年
月

対
九
」
(
別
筆
・
各
行
末
尾
の
数
字
は
朱
)
と
あ
る
。
内
題

①
「
歌
合
建
保
四
年
八
月
廿
一
百
醤
座
」
・
②
「
歌
合
建
保
四
年
八
月
廿
四
日
首
座
」
・

③
「
仙
洞
十
人
調
合
」
。
扉
題
「
歌
合

建
保
四
年
八
月
両
度
」
a

「
仙
洞

十
人
歌
合
」
(
外
題
同
筆
カ
)
。
料
紙
格
紙
。
墨
付
全
四
六
丁
、
内
①
一
五

五
丁
・
②
二
二
・
五
了
・
③
一
八
丁
(
①
③
は
一
扉
含
む
)
。
遊
紙
な
し
。

毎
半
葉
二
行
、
歌
一
行
書
。
字
面
高
さ
①
約
二
二
・
一
糎
・
②
一
二
・

八
糎
・
③
一
一
一
・
六
糎
。
奥
書
な
し
。
印
記
「
紅
梅
/
文
庫
」
(
内
題
下
・

方
朱
)
。
朱
筆
で
集
付
と
そ
の
他
出
歌
と
の
異
同
書
入
れ
等
あ
り
。

全
二
十
六
冊
中
の
第
十
二
冊
目
。
書
写
年
代
等
は
他
冊
の
奥
書
に
よ
る
。

外
題
に
付
さ
れ
た
朱
書
き
の
漢
数
字
は
、
(
一
)
(
三
)
稿
で
も
言
及
し
た

よ
う
に
、
小
沢
麓
庵
が
纏
め
た
ら
し
き
「
歌
合
部
類
目
録
」
中
の
新
写
本

の
通
し
番
号
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
針
。

ま
た
刈
谷
本
と
今
治
本
と
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
も
、
旧
稿
で
繰
り
返

し
言
及
し
た
よ
う
に
、
今
治
本
は
刈
谷
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
歌

合
に
つ
い
て
も
端
的
な
例
を
挙
げ
れ
ば
、
刈
谷
本
の
四
十
一
番
判
詞
上
の

貼
紙
注
記
が
、
今
治
本
で
は
本
文
行
聞
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の

事
を
一
不
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
二
三
八
・
五
ご
本

〔
江
戸
前
期
〕
写

一
帖
〔
略
称
「
島
」
)

袋
綴
。
薄
標
色
地
記
繋
に
牡
丹
唐
草
文
空
押
表
紙
(
二
七
・
コ
マ
〈
二
0
・

二
糎
)
。
左
肩
の
題
簸
(
一
四
・
四
×
コ
了

O
糎
)
に
「
正
治
二
年
仙
洞
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歌
合
」
(
別
筆
)
と
あ
り
。
内
題
は
「
仙
洞
十
人
寄
合
正
治
二
年
九
月
十

一
一
日
」
。
見
返
し
右
肩
に
「
仙
洞
十
人
寄
合
」
と
あ
る
の
が
透
け
て
見
え

る
。
料
紙
は
薄
手
の
斐
格
交
漉
紙
。
墨
付
一
八
丁
。
遊
紙
前
後
各
一
了
。

字
面
高
さ
約
二

0
・
六
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
、
歌
一
行
書
。
奥
書
な
し
。

印
記
は
「
尚
舎
源
忠
房
」
(
一
八
ウ
左
下
・
長
方
藍
)

「
文
/
庫
」
(
前

印
下
・
横
楕
円
藍
)
。
二
十
九
番
の
「
右

雅
経
」
は
後
筆
か
。
十
三
番

左
に
「
続
千
」
、
同
右
に
「
新
後
撰
」
、
二
十
一
番
右
に
「
新
後
撰
」
、
三

十
五
番
左
に
「
続
後
撰
」
、
三
十
七
番
左
に
「
続
千
」
の
集
付
あ
り
。

松
平
忠
房
は
元
禄
十
三
年
(
一
七
O
O
)
に
八
十
二
歳
で
没
し
て
い
る
。

通
常
「
文
庫
」
印
は
朱
や
緋
色
で
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
藍
色
で

あ
る
の
は
、
歌
合
で
は
外
に
、
『
水
無
瀬
殿
為
恋
十
五
首
七
十
五
番
寄
合

会
/
建
仁
二
年
九
月
十
三
夜
』
(
一
三
八
・
五
六
)
、
『
石
清
水
若
宮
請
合

寛
喜
四
年
三
月
廿
五
日
』
(
一
三
八
・
七
四
)
等
が
確
認
で
き
る
程
度
で
、

比
較
的
珍
し
い
。
こ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
不
明
。
こ
れ
も
今
後
の

課
題
と
し
た
い
。

祐
徳
稲
荷
寄
託
中
川
文
庫
(
六
・
:
|
:
・
一
二
六
五
)
本

〔
江
戸
前
期
〕
写

一
冊
〔
略
称
「
祐
」
〕

袋
綴
。
淡
香
色
横
費
目
表
紙
(
ニ
七
・
五
×
一
九
・

O
糎
)
。
左
肩
の

題
簸
(
一
四
・
二
×
三
・
一
糎
)
に
「
正
治
仙
洞
歌
合
」
(
本
文
別
筆
カ
)

と
あ
り
。
内
題
は
「
仙
洞
十
人
寄
合
正
治
二
年
九
月
十
二
日
」
。
料
紙
は
や
や

黄
色
い
張
り
の
あ
る
斐
格
交
漉
紙
。
墨
付
一
八
了
。
遊
紙
な
し
。
字
面
高

さ
約
一
二
・

O
糎
。
毎
半
葉
一

O
行
、
歌
一
行
書
。
奥
書
識
語
な
し
。
印

記
は
「
直
郷
/
之
印
」
(
一
オ
右
下
・
方
朱
)

「
(
印
文
不
明
)
」
(
一
オ

右
上
、

一
八
ウ
右
下
・
方
朱
)
。
後
筆
の
小
口
書
「
正
治
請
合
」
。
十
三
番

左
に
「
続
千
」
、
同
右
に
「
新
後
撰
」
、
二
十
一
番
右
に
「
新
後
撰
」
、
三

十
五
番
左
に
「
続
後
撰
」
、
三
十
七
番
左
に
「
続
千
」
の
集
付
あ
り
。

印
文
の
直
郷
は
肥
前
鹿
島
二
万
石
第
六
代
藩
主
鍋
島
直
郷
(
明
和
七

(
一
七
七

O
)
年
没
・
五
三
歳
)
。
望
月
長
孝
の
流
れ
を
汲
む
風
絃
堂
長
賢

(
鴛
河
申
也
)
を
和
歌
の
師
と
し
、
そ
の
元
文
三
年
(
一
七
三
八
)
の
死

の
後
そ
の
蔵
書
を
引
き
取
っ
た
と
い
%
。
本
書
の
書
写
時
期
は
直
郷
よ
り

も
前
で
あ
る
の
で
、
本
書
も
そ
の
内
の
一
冊
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

直
郷
の
祖
父
直
条
は
、
そ
の
叔
母
が
前
述
の
松
平
忠
房
夫
人
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
忠
房
に
可
愛
が
ら
れ
、
忠
房
の
和
歌
の
師
で
あ
り
松
平
文
庫
と

も
関
係
が
深
い
伊
藤
(
一
楽
軒
)
栄
治
よ
り
歌
学
の
指
導
を
受
け
た
と
い

い
(
川
、
中
川
文
庫
に
は
「
直
条
」
印
の
あ
る
本
も
多
い
。
松
平
・
中
川
両
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文
庫
本
が
、
後
述
す
る
様
に
本
文
的
に
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
の
は
、

あ
る
い
は
こ
の
関
係
に
由
来
す
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
書

写
年
代
的
に
は
本
書
は
直
条
(
宝
永
二
年
(
一
七

O
五
)
没
)
の
時
代
と

合
う
よ
う
で
も
あ
る
。
不
明
の
了
印
の
素
性
を
含
め
て
、
こ
の
問
題
も
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。
猶
、
中
川
文
庫
は
祐
徳
博
物
館
で
保
管
さ
れ
て
い

る。
水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
「
歌
合
部
類
」
(
巴
二

7

0七
二
三
五
)

所
収
本

合
一
冊
〔
略
称
「
彰
乙
」
〕

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
て
本
文
の
確
認

を
し
た
。
そ
の
詳
し
い
書
誌
は
続
稿
に
お
い
て
報
告
し
た
い
。

袋
綴
。
紙
表
紙
。
外
題
は
左
肩
題
第
剥
落
痕
の
上
に
打
付
け
で
「
歌
合

部
類
七
」
と
あ
り
(
題
築
の
存
す
る
冊
に
は
素
紙
と
子
持
枠
刷
の
二
種
が

あ
り
)
。
内
題
①
「
仙
洞
十
人
歌
合
正
治
二
年
九
月
十
二
日
」
・
②
「
新
宮
撰
調

合
慨
佐
野
佐
邸
主
)
九
日
」
・
③
「
撰
調
合
建
仁
一
冗
年
八
月
十
五
夜
」
・
④
「
老
若

五
十
首
寄
合
」
・
⑤
「
建
仁
二
年
九
月
十
三
夜
請
合
水
無
事
芋
五
重
支
是
也
」
・

⑥
「
遠
嶋
御
百
首
」
。
墨
付
全
一
二
三
丁
、
内
①
一
九
丁
・
②
一
五
丁
・

③
一
一
一
丁
・
④
二
六
丁
・
⑤
三
五
・
五
了
・
⑥
六
・
五
了
。
遊
紙
な
し
。

毎
半
葉
①
j
④
一

O
行
、
⑤
⑥
九
行
、
歌
は
全
部
一
行
書
。
奥
書
①
②
⑤

な
し
、
③
「
此
五
十
番
豆
町
合
以
飛
鳥
井
殿
雅
永
一
郷
真
筆
之
/
本
令
書
一
写
再

三
校
合
畢
」
、
④
「
此
百
番
寄
合
者
前
之
五
十
番
或
人
以
/
正
徹
筆
跡
之

本
書
写
之
其
後
予
求
得
/
於
後
花
園
院
宗
翰
之
本
而
後
之
五
十
/
番
書
讃

/之
加又
校令
合校
畢合
町畢
/ 

⑥ 

霊行
川ア
瞳
キ臨)

塑/
日 V

~ 1i 
印崇
「拾

手書
ヒ草
」吉三E

Z与
は寄
「少
彰々

考
館
」
(
一
オ
右
下
・
瓢
箪
型
)
。

全
十
六
冊
中
の
第
七
冊
目
。
①
に
は
二
十
一
番
右
に
「
新
後
撰
」
、
三

十
五
番
左
「
新
後
撰
」
、
三
十
七
番
左
に
「
続
千
」
の
集
付
あ
り
。

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
(
伊
・
九
一
一
、
二
八
回
二
六
)
本

〔
万
治
元
年
(
一
六
五
八
)
〕
写

合
一
冊
〔
略
称
「
伊
丙
」
〕

袋
綴
。
紺
色
表
紙
(
二
五
・
四
×
一
七
・
九
糎
)
。
左
一
屑
の
水
浅
葱
色
地

銀
泥
秋
草
文
題
築
(
一
八
・
五
×
一
二
・

O
糎
)
に
「
伏
見
院
歌
合
」
と
あ
り
。

伏
見
院
」
・
②
「
水
無
蹴
応
釘
殿
嘗
座
六
首
寄
合
干

内
題
は
①
「
歌
合

③
「
績
舟
六
番
宮
河
歌
合
問
行
判
者
定
家
卿
子
専
従
」
・
④
「
御
裳
濯
川
歌

メ合、
D 

西

判
者
俊
成
卿
」
・
⑤
「
仙
洞
十
人
寄
合
正
治
二
千
九
月
十
二
門
口
」
。

各
歌
合
に
合
冊
前
(
仮
綴
時
カ
)
の
本
表
紙
で
あ
っ
た
ら
し
い
一
扉
が
あ
り
、

順
に
①
「
伏
見
院
歌
合
」
(
中
央
・
表
紙
に
貼
ら
れ
て
見
返
し
と
な
っ
て
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い
た
が
現
在
剥
離
)
・
②
「
水
無
瀬
殿
首
座
六
首
」
(
中
央
、
右
肩
に
「
此

一
ゆ
い
迄
/
一
冊
」
と
あ
り
)
・
③
「
宮
川
歌
合
」
(
左
肩
、
喉
中
央
よ
り

や
や
下
に
「
校
合
可
〔

〕
事
」
と
あ
り
)
・
④
「
御
裳
濯
川
歌
合
」
(
中

央
)
・
⑤
「
正
治
二
年
仙
洞
十
人
寄
合
」
(
中
央
)
(
以
上
各
本
文
同
筆
)
。
料

紙
は
各
作
毎
に
紙
質
の
異
な
る
格
紙
。
墨
付
①
九
丁
(
見
返
し
含
ま
ず
)

②
四
丁
(
以
下
扉
含
む
)
・
③
一
六
丁
・
④
一
六
丁
・
⑤
一
一
一
了
。
遊
紙

④
⑤
の
聞
に
一
了
。
字
面
高
さ
①
約
一
九
・

O
糎
・
②
約
一
七
・
七
糎

③
一
八
・

O
糎
・
④
一
人
・
四
糎
・
⑤
約
一
二
・
七
糎
。
毎
半
葉
①
j
④

一
一
一
行
・
⑤
一

O
行
書
、
全
歌
一
行
書
。
奥
書
識
語
①
②
「
一
校
了
」

(
本
文
同
筆
)
・
③
な
し
・
④
「
清
書
慈
鎮
和
尚
行
老
後
付
属
子
家
隆
卿
/

其
後
小
宰
/
相
局
相
伝
云
々
(
以
上
小
字
)
/
(
数
行
ア
キ
)
/
此
本
依

太
守
綱
宗
公
御
所
望
多
氏
忠
章
/
進
覧
之
刻
不
慮
書
写
之
所
也
/

高

治
元
年
臨
月
日
」
(
最
終
了
ウ
)
・
⑤
「
多
氏
忠
章
所
持
之
本
上
覧
綱
宗

公
/
之
刻
不
慮
書
写
之
遂
一
校
者
也
/
(
一
行
ア
キ
)
/
明
暦
四
年
黄
鐘

日
」
(
最
終
了
ウ
)
。
印
記
は
「
伊
達
伯
/
観
澗
閤
/
図
書
印
」
(
一
オ
右

下
・
方
朱
)
・

「
宮
城
県
/
伊
達
文
庫
/
図
書
館
」
(
見
返
し
ウ
中
央
と
二

オ
右
下
・
長
方
朱
)
。
①
・
②
③
・
④
・
⑤
の
四
手
か
ら
な
る
か
。
③
i

⑤
の
各
最
終
了
オ
右
下
裏
側
(
袋
を
聞
い
た
内
側
左
下
)
に
書
写
担
当
者

の
も
の
ら
し
い
署
名
が
あ
り
、
③
は
読
め
ず
、
④
は
「
〔
桐
〕
窪
伊
兵
衛
」
・

⑤
「
〔
金
目
〕
久
八
」
と
あ
る
。
①
②
に
も
存
す
る
か
。

本
書
は
一
見
す
る
と
筆
跡
の
様
子
等
よ
り
、
江
戸
も
後
期
頃
の
写
し
に

見
え
る
の
で
あ
る
が
、
五
つ
の
歌
合
を
四
手
で
写
し
て
合
綴
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
の
書
写
の
担
当
者
名
が
製
本
す
る
と
見
え
な
く
な
る
位
置

に
署
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
よ
り
し
て
、
各
々
の
奥
書
を
書
写
奥
書
と
考

え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
料
紙
の
質
が
悪
く
表
面
が
ざ
ら
つ
い

て
い
る
事
、
速
筆
で
あ
る
こ
と
、
能
筆
で
は
な
い
武
士
の
手
に
な
る
こ
と
、

等
の
理
由
に
よ
り
、
書
写
が
新
し
く
見
え
る
も
の
と
判
断
し
て
、
書
写
年

代
は
一
応
奥
書
に
従
っ
た
。
猶
明
暦
四
年
は
万
治
元
年
で
あ
る
。

な
お
同
年
の
奥
書
を
有
し
、
書
写
担
当
者
「
斉
藤
作
右
衛
門
・
米
山
長

八
」
の
署
名
を
有
す
る
も
の
に
、
『
宝
治
二
年
百
三
十
番
寄
合
・
弘
長
二

年
九
月
三
十
六
人
寄
合
」
(
伊
九
一
一
・
二
八
l
二
こ
が
あ
る
。

奥
書
に
見
え
る
「
太
守
綱
宗
」
は
仙
台
藩
第
三
代
藩
主
。
万
治
元
年
は

襲
封
の
年
で
、
時
に
十
九
歳
。
同
年
に
里
村
玄
祥
本
を
書
写
さ
せ
た
『
詠

歌
一
鉢
」
(
伊
九
一
一
・
二

O
七
l
四
)
等
も
あ
り
、
青
年
藩
主
は
歌
書

の
収
集
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
歌
合
を
所
持
し
て
い
た
「
多
忠
章
」
は
、
同
じ
万
治
元
年
に

写
さ
れ
た
『
詩
合

建
仁
元
年
八
月
十
五
夜
」
(
伊
九
一
一

-
二
八
l

一
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O
)
の
奥
書
に
「
楽
人
忠
章
」
と
見
え
て
お
り
、
や
は
り
楽
家
多
氏
の
人

と
判
る
が
、
『
系
図
纂
要
」
や
『
地
下
家
伝
」
の
京
・
江
戸
の
多
氏
に
は

そ
の
名
が
確
認
で
き
ず
、
具
体
的
な
素
性
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
『
古
今
集
両
度
聞
書
」
(
伊
九
一
一

-
二
三
二

i

一
八
)
も
多
忠
幸

本
を
写
す
旨
の
奥
書
あ
り
、
か
な
り
の
蔵
書
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

慶
藤
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(
六

x-
八
一
一
一
・
ご
本

〔
江
戸
中
期
〕
写

一
冊
〔
略
称
「
慶
」
〕

袋
綴
。
渋
色
保
護
表
紙
(
二
七
・
三
×
一
八
・
二
糎
)
。
本
表
紙
は
瓶

覗
色
地
金
採
箔
・
野
毛
・
砂
子
散
ら
し
。
保
護
表
紙
左
肩
の
子
持
枠
刷
題

築
に
「
仙
洞
拾
人
豆
町
合
」
、
本
表
紙
に
は
左
肩
に
打
付
け
書
で

「
仙
洞
拾

人
寄
合
正
治
二
年
九
月
」
(
別
筆
)
と
あ
り
。
内
題
は
「
仙
洞
十
人
請
合
正

治
二
年
九
月
」
。
料
紙
は
格
紙
。
墨
付
二
四
了
。
遊
紙
前
一
丁
。
字
面
高
さ

約
二

0
・
二
糎
。
毎
半
葉
九
行
、
歌
一
行
書
。
奥
書
「
磨
、
水
廿
年
十
一
月

十
三
日
書
之

沙
弥
判
/
(
一
行
ア
キ
)
/
以
飛
鳥
井
禅
門
宋
雅
自
筆

之
本
令
書
/
写
之
加
校
合
畢
/
(
一
行
ア
キ
)
/

永
正
第
六
暦
下
夏

中
十
」
(
二
四
オ
)
右
壱
帖
以
有
本
書
写
詑
/
か
時
享
禄
弐
年
三
月
十
七

日

中
原
遠
忠
」
(
向
ウ
)
。
印
記
は
「
慶
磨
/
義
塾
/
図
書
館
」
(
一
ウ

右
上
・
方
朱
)
。

他
に
確
認
で
き
な
い
奥
書
ば
か
り
を
有
す
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

『
中
世
歌
合
伝
本
書
日
』
の
函
架
番
号
は
「
X
」
を
脱
し
て
い
る
。
こ
の

番
号
は
貴
重
書
を
意
味
し
な
い
も
の
で
あ
る
の
だ
が
、
現
在
貴
重
書
室
に

保
管
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
特
徴
と
し
て
は
、
左
歌
に
続
く
右
歌
の
判
詞

を
出
来
、
つ
る
限
り
改
行
し
て
示
し
て
い
る
こ
と
で
、
現
存
伝
本
の
多
く
が
、

一
番
判
詞
を
同
形
式
で
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
共
通

す
る
祖
本
の
形
式
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。

記
者
不
明
の
永
正
六
年
(
一
五
O
九
)
の
奥
書
か
ら
す
る
と
、
応
永
一
一

十
年
(
一
四
二
二
)
奥
書
の
「
沙
弥
」
は
、
応
永
五
年
(
一
三
九
八
)
に

出
家
し
て
い
る
「
飛
鳥
井
禅
門
宋
雅
」
俗
名
雅
縁
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

先
述
の
如
く
、
雅
縁
の
祖
で
あ
る
雅
経
が
、
実
朝
に
写
本
を
献
じ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
雅
経
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
先
の

雅
俊
奥
書
本
と
共
に
、
こ
の
奥
書
か
ら
は
、
南
北
朝
・
室
町
頃
の
飛
鳥
井

家
に
伝
本
が
存
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
て
興
味
深
い
。
雅
縁
息
雅
世
が

『
新
続
古
今
集
』
に
当
歌
合
歌
を
撰
入
さ
せ
た
の
は
、
あ
る
い
は
こ
の
本

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
享
禄
二
年
(
一
五
二
九
)
奥
書
の
「
中
原
遠
忠
」
は
、
一
一
一
一
口
う
ま
で

も
な
く
、
大
和
国
の
武
家
歌
人
で
歌
書
の
書
写
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
十
市
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遠
忠
で
あ
説
。
こ
の
遠
忠
が
写
し
た
永
正
六
年
(
一
五

O
九
)
六
月
十
一

白
書
写
本
が
誰
の
手
に
な
る
も
の
な
の
か
は
は
不
明
で
あ
る
。

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
蔵
(
一

0
0
・
=
了
二
四
)
本

〔
江
戸
初
期
〕
写

横
一
冊
〔
略
称
「
永
乙
」
〕

長
帳
綴
。
淡
茶
色
表
紙
(
一
五
・

O
×
二
三
・

O
糎
)
。
左
肩
打
付
で

「
口
〔
徳
〕
院
御
百
首
(
大
字
朱
)
/
(
一
行
ア
キ
)
/
口
徳
院
/
口
合
」

と
あ
封
。
内
題
は
①
「
順
徳
院
御
百
首
」
・
②
「
〔
仙
洞
〕
十
人
寄
合
正
治

二
年
九
月
十
二
日
」
。
料
紙
は
や
や
厚
手
の
黄
色
い
斐
格
交
漉
紙
。
墨
付
一
一

丁
(
①
四
丁
半
・
②
六
丁
半
)
。
遊
紙
前
一
丁
。
字
面
高
さ
約
一
四
・

糎
。
毎
半
葉
二
六
行
、
歌
一
行
書
。
奥
書
識
語
な
し
。
印
記
な
し
。
小
さ

な
文
字
の
速
筆
。
朱
訂
多
し
。

虫
損
が
激
し
く
開
け
な
い
丁
も
あ
り
、
全
文
が
確
認
で
き
な
い
た
め
校

本
に
は
加
え
な
か
っ
た
。
②
に
つ
い
て
は
冒
頭
か
ら
五
番
迄
を
静
嘉
堂
本

と
比
較
す
る
と
、
虫
損
で
読
め
な
い
文
字
も
多
い
も
の
の
、
勝
負
成
績
の

小
異
と
三
番
判
詞
を
欠
く
点
以
外
は
、
殆
ど
異
同
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
伝
本
の
他
に
古
筆
切
が
一
葉
知
ら
れ
て
い
る
。

陽
明
文
庫
蔵
『
大
手
鑑
」
所
収
伝
冷
泉
持
為
筆
切

〔
室
町
期
〕
写

一
葉
〔
略
称
「
切
」
〕

二
五
・
五
×
一
六
・
九
艇
。
歌
一
首
一
行
書
。
存
九
行
・
七
番
右
j
八

番
判
詞
途
中
。
右
肩
の
極
札
に
「
大
納
言
持
為
卿
」
と
あ
る
。

静
嘉
堂
本
と
の
異
同
は
次
の
三
箇
所
。

①
日
二
句
目
「
人
目
は
か
冶
る
」

②
八
番
判
「
深
山
に
松
の
」

③
同
「
る
寄
思
よ
そ
へ
」

持
為
の
筆
跡
と
比
較
す
る
と
、
丸
味
が
強
く
中
心
線
の
は
っ
き
り
し
な

い
雰
囲
気
は
似
通
う
も
の
が
あ
る
が
、
同
筆
と
は
言
い
難
い
様
で
あ
る
。

存
在
が
確
認
で
き
る
伝
本
と
し
て
は
外
に
、
前
述
し
た
『
中
世
歌
合
伝

本
書
目
』
に
見
え
る
谷
山
茂
氏
旧
蔵
本
「
仙
洞
十
人
謂
合
(
正
治
二
年
九

月
十
二
日
)

江
戸
写
」
が
あ
り
、
現
存
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
諸
資

料
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
も
の
に
、
「
禁
裡
御
蔵
書
目
録
』
「
冬
御
槍
子
日

録
」
に
見
え
る
通
世
筆
本
と
は
ま
た
別
の
一
本
「
仙
洞
十
人
寄
合

(
冊
)
」
、
『
和
学
講
談
所
蔵
書
目
録
』
(
書
陵
部
蔵
一

O
二
・
一
四
四
に
拠
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(
犯
)

る
)
に
見
え
る
「
仙
洞
十
人
歌
合
一
巻
正
治
一
一
年
」
、
「
脇
坂
中
務
少
輔
書
目
録
」

の
「
悟
洞
十
人
寄
合

一
冊
」
、
『
寄
合
目
録
次
第
不
同
」
(
彰
考
館
文
庫

蔵
巳
二
二
・

O
七
三
一
一
)
の
「
後
小
松
院
/
展
翰
」
と
い
う
「
仙
洞
十

人
寄
合
」
等
が
あ
る
。
ま
た
先
に
言
及
し
た
様
に
、
『
吾
妻
鏡
』
建
保
二

年
八
月
二
十
九
日
条
に
、
雅
経
筆
の
実
朝
献
上
本
が
、
『
実
隆
公
記
」
、
水

正
八
年
二
月
二
十
四
日
条
に
は
姉
小
路
済
継
所
持
の
「
正
治
十
首
寄
合
」

が
見
え
る
。

本
文
系
統

現
存
諸
本
の
書
誌
を
確
認
し
た
の
に
続
い
て
、
そ
の
本
文
の
系
統
を
検

討
整
理
し
て
み
た
い
。

結
論
的
に
一
言

な
が
ら
、
作
者
と
成
績
の
一
覧
、
奥
書
や
本
文
の
小
異
に
着
目
し
て
分
類

を
行
う
と
、
八
類
に
分
け
て
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
先

ず
、
そ
の
伝
本
分
類
を
一
覧
に
し
、
続
い
て
各
類
の
本
文
の
特
徴
と
そ
の

分
類
基
準
を
記
し
て
み
た
い
。

I
類静

嘉
堂
文
庫
蔵
本
(
一

O
五
・
一
回
・
一
八
七
一
九
)
本

水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
(
巴
一
二
・

O
七
二

O
二

本

E 
類島
根
大
学
附
属
図
書
館
桑
原
文
庫
蔵
(
九
二
、

一
八
・

H
七
四
)
本

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
(
伊
・
九
一
一
、
二
八

本

E 
類群

書
類
従
巻
百
九
十
和
歌
部
四
十
五
寄
合
十
一
所
収
本

町
類京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
(
特
八
=
二
・
五

(
貴
四
七
八
)
)
本

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
蔵
(
一

O
七
・
三
六
・
七
)
本

V 
類賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
窟
蔵
(
酉
・
三
四
五
)
本

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
ニ

O
一
・
ニ

O
七
)
本

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
(
伊
・
九
一
一
、
二
八
時
四
ご
本

VI 
類
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刈
《
ロ
市
中
央
図
書
館
蔵
「
歌
合
集
』

(
W
一
六
七
一
)
本

今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
『
歌
合
集
』
(
=
E
7
九
五
八
)
本

vn 
類島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
二
三
八
・
五
ご
本

祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
蔵
(
六
・
:
|
:
・
一
二
六
五
)
本

水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
「
歌
合
部
類
』
(
巴
=
了

O
七
二
三
五
)

本宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
(
伊
・
九
二
、
二
八
幡
二
六
)
本

珊
類慶
鷹
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(
六

X
・
八
三
・
ご
本

本
歌
合
の
諸
本
に
は
作
者
一
覧
に
勝
負
成
績
の
存
す
る
本
が
多
い
の
だ

が
、
負
と
持
の
順
や
、
成
績
自
体
に
も
異
同
が
多
く
、
共
通
祖
本
に
は
そ

れ
ら
が
無
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
、
最
初
に
確
認
し
て
、
各
類
の

特
徴
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
を
纏
め
て
み
た
い
。

-
類
は
最
古
写
本
と
そ
の
忠
実
な
模
写
本
で
あ
る
。
静
本
は
他
類
か
ら

孤
立
す
る
箇
所
が
少
々
は
あ
る
も
の
の
、
書
写
年
代
の
古
さ
を
裏
切
ら
な

い
優
良
な
本
文
を
有
す
る
最
善
本
で
あ
る
。
そ
の
孤
立
す
る
箇
所
と
い
う

の
は
、

5
番
歌
第
三
句
「
契
り
を
き
て
」
(
他
類
本
「
:
・
し
」
)
、

日
第
二

句
「
人
め
は
冶
か
る
」
(
草
と
の
縁
と
他
の
用
例
等
か
ら
し
て
、
一
二
類
以

下
の
「
:
・
は
か
る
、
」
が
適
当
)
、
八
番
判
調
「
:
・
い
へ
る
や
う
に
」
(
二

類
以
下
「
い
へ
る
歌
(
を
)
」
)
、
口
第
五
句
「
萩
」
(
他
類
「
荻
」
)
、
二
十
四

番
判
調
「
は
つ
ね
に
い
は
し
な
れ
侍
」
(
桑
を
除
く
他
類
「
:
・
い
か
?
:
」
)
、

日
第
五
句
「
み
お
の
う
ら
浪
」
(
他
類
「
み
ほ
・
:
」
)
、
三
十
一
番
題
「
山

風
」
(
他
類
「
山
嵐
」
)
、

ω第
二
句
「
峯
の
あ
ら
し
の
」
(
他
類
「
・
:
草
木

の
」
)
、
幻
第
二
句
「
こ
ほ
り
も
さ
わ
く
」
(
三
類
以
下
「
こ
ほ
り
に
・
:
」
)

等
で
あ
り
、
そ
の
殆
ど
が
他
類
の
方
が
優
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
差
異
よ
り
す
る
と
、
静
本
は
こ
の
ま
ま
で
は
、
二
類
以
下

の
諸
本
の
直
接
的
な
祖
本
た
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
静
本
の
作
者
名
の
下
の
勝
負
成
績
が
、
定
家
と
慈
円
の
も
の
は

合
計
が
十
一
に
な
っ
て
し
ま
う
等
の
問
題
も
あ
っ
て
、
他
類
の
も
の
と
は

一
致
し
な
い
。
先
述
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
の
他
類
間
で
の
異

同
も
激
し
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
現
存
諸
本
の
祖
本
は
こ
の
成
績
や
作
者

一
覧
す
ら
も
有
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
歌
合
の
伝
本
に
は
、
至
徳
二
年
の
雅
俊
奥
書
を
有
す
る
も
の
が
五
本

あ
る
が
、
そ
の
奥
書
に
微
妙
な
差
異
が
存
し
、
そ
の
違
い
は
本
文
の
も
の
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と
も
連
動
し
て
い
る
の
で
、
三
類
に
分
類
し
た
。

E
類
は
奥
書
本
文
末
尾

が
「
・
:
書
写
之
畢
」
と
あ
る
も
の
、

E
類
は
「
:
・
書
写
之
了
」
、

w類
は

「
:
・
書
写
了
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
類
の
内
で
も

E
類
は
、
静
本
に
存
す
る
こ
十
番
判
詞
「
と

か
」
の
傍
記
「
こ
と
イ
」
を
、
「
事
か
」
と
し
て
有
し
て
い
る
、

日
第
四

匂
「
い
く
よ
の
月
と
」
(
三
類
以
下
「
・
:
を
」
)
、
前
出
訂
第
二
句
等
、

比

較
的
静
本
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
独
自
な
異

文
も
少
な
く
は
な
い
。
ま
た
、
桑
・
伊
甲
両
本
は
共
に
『
広
田
社
歌
合
』

を
合
写
す
る
様
に
、
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、

各
々
独
自
な
異
同
も
存
し
、
直
接
的
な
書
写
関
係
は
認
め
難
い
。
猶
、
僅

か
な
分
量
で
は
あ
る
が
、
伝
持
為
切
は
先
に
挙
げ
た
静
本
と
の
異
同
か
ら
、

こ
の
類
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

国
類
は
校
合
本
文
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
奥
書
か
ら
明
ら
か
で
、
そ
の
親

本
と
校
合
本
と
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
静
本

の
路
第
四
句
「
・
:
は
か
り
は
」
が
「
り
の
」
と
あ
り
、
「
り
の
」

の
本
文

を
後
述
の

V
類
が
有
し
て
い
る
こ
と
、
静
本
の
四
十
四
番
判
詞
「
五
七
句

五
字
イ

の
」
が
「
七
匂
」
と
あ
り
、

V
類
中
の
内
・
伊
乙
本
が
「
七
匂
」
(
三
本

は
「
七
字
」
)
と
あ
る
こ
と
、
こ
の
他
に
も
V
類
と
共
通
す
る
異
同
が
多

い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
奥
書
こ
そ
無
い
も
の
の
、

V
類
に
近
い
親
本
に
、

雅
俊
の
奥
書
を
有
す
る
本
で
校
合
し
、
校
訂
本
文
を
作
成
し
た
可
能
性
が

高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
他
本
が
「
有
明
の
こ
ゑ
」
で
共
通
し

て
い
る
担
第
五
匂
が
、
「
有
明
」
と
の
み
あ
っ
て
以
下
欠
字
が
あ
る
こ
と

が
一
不
さ
れ
て
い
る
事
な
ど
を
始
め
、
群
書
類
従
ら
し
い
と
も
い
え
る
独
自

異
文
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
「
判
者
」
の
下
に
「
定
家
」
と
あ
る
の
も

校
合
の
結
果
で
は
あ
る
ま
い
。

百
類
は
、
静
本
に
次
ぐ
書
写
の
古
い
京
本
が
含
ま
れ
、
か
つ
両
本
共
に

素
性
の
良
い
本
で
、
ま
た
か
つ
て
存
在
し
た
禁
裏
御
文
庫
本
の
姿
を
伝
え

る
可
能
性
の
高
い
本
と
し
て
も
、
重
要
な
伝
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
類
は
I

類
の
勝
負
結
果
が
勝
持
負
の
顕
で
あ
る
の
が
、
勝
負
持
の
順
を
原
則
と
し

つ
つ
も
不
統
一
で
、
京
本
の
こ
の
部
分
が
後
筆
ら
し
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、

や
は
り
本
来
的
な
も
の
で
は
無
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本

丈
で
は
叩
作
者
「
権
大
納
言
忠
良
」
の
「
忠
良
」
が
無
い
の
は
、
祖
本
に

も
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
九
番
判
詞
「
荒
涼
」
が
「
芝
」
、

日
第
四
句
「
あ
ら
し
に
こ
ゆ
る
」
が
「
あ
ら
し
を
:
・
」
、

侃
第
二
句
「
峯

の
木
葉
は
」
が
「
・
:
木
草
は
」
、

η
第
五
句
「
鳥
も
な
く
な
る
」
が
「
:
・

鳴
け
る
」
、

お
第
三
句
「
お
く
の
石
は
」
が
「
・
:
の
石
」
、

目
第
五
句
「
ま

の
:
つ
ら
風
」
が
「
ま
冶
の
・
:
」
等
を
始
め
と
し
て
、
独
自
異
文
も
少
な

く
な
く
、
や
は
り
静
本
の
優
位
は
覆
ら
な
い
も
の
と
判
断
で
き
る
。



V
類
は
、
基
本
的
に
内
題
と
題
・
作
者
の
一
覧
を
有
さ
ず
、
至
徳
二
年

の
雅
俊
奥
書
の
代
わ
り
に
、
文
安
二
年
と
慶
長
二
年
の
本
奥
書
を
有
す
る

伝
本
で
あ
る
。
伊
乙
本
は
「
五
十
番
寄
合
勅
判
」
の
内
題
が
あ
り
、
末
尾

に
作
者
と
勝
負
成
績
の
一
覧
を
有
し
て
い
る
が
、
内
題
は
三
手
本
の
外
題

と
一
致
し
、

一
覧
の
作
者
の
順
も
独
自
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
共
々
後
の
付

加
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
文
的
に
も
、
三
・
内
両
本
の
方
が
共
通

度
が
高
い
。
そ
の
三
・
内
本
の
形
が
本
来
の
姿
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
仙

洞
十
人
歌
合
」
の
内
題
や
題
・
作
者
一
覧
が
附
さ
れ
る
以
前
の
祖
形
を
伝

え
る
可
能
性
の
あ
る
伝
本
と
し
て
注
目
し
た
く
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
具
体
的
に
本
文
を
検
討
す
る
と
、
五
番
判
詞
、
お
下
句
、
二
十

四
番
判
詞
で
各
々
一
行
分
相
当
が
欠
脱
し
、
こ
の
他
に
も
欠
字
が
多
い
な

ど
、
決
し
て
良
い
本
文
と
は
言
い
難
い
点
も
多
く
、
ま
た
細
か
な
異
同
で

も
、
ほ
ぼ
雅
俊
奥
書
本
の
数
類
の
異
同
の
範
囲
内
に
収
ま
る
も
の
ば
か
り

で
あ
り
、
そ
の
祖
本
を
歌
合
成
立
時
近
く
ま
で
遡
ら
せ
る
こ
と
は
難
し
そ

う
で
あ
る
。
「
五
十
番
歌
合
」
の
外
題
も
、
番
数
を
そ
の
ま
ま
名
称
に
し

た
も
の
で
、
後
代
の
付
与
の
可
能
性
も
高
く
、
「
勅
判
」

の
一
言
の
信
窓

性
も
些
か
心
許
な
い
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
群
本

の
親
本
も
こ
の
系
統
の
本
文
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
前
述
の
通

り
で
あ
る
。

日
目
類
は
所
謂
小
沢
麗
庵
本
で
あ
る
。
刈
本
が
河
本
の
親
で
あ
る
こ
と
は
、

先
に
確
認
し
た
通
り
で
あ
る
。
「
十
番
」
を
「
七
番
」
と
し
た
り
、
十

番
判
詞
の
「
迷
惑
」
を
「
迷
式
」
と
す
る
等
、
書
写
者
の
理
解
・
読
解
力

に
由
来
す
る
か
と
思
わ
れ
る
誤
写
も
少
々
存
す
る
が
、
静
本
と
の
異
同
は

さ
ほ
ど
に
多
く
は
な
い
。
内
題
に
「
正
治
二
年
九
月
十
二
日
」
の
日
付
が

無
く
、
作
者
一
覧
に
勝
負
成
績
が
無
い
な
ど
、
こ
れ
も
静
本
を
遡
る
本
の

姿
を
伝
え
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
が
、

μ
作
者
・
三
十
一
番
題
・
卯
作

者

-m作
者
等
を
欠
い
て
お
り
(
色
墨
で
補
入
あ
る
も
の
も
あ
り
)
、
ど

こ
ま
で
が
本
来
的
な
要
素
な
の
か
計
り
難
く
も
あ
る
。
(
一
)
(
ニ
)
稿
で
、

作
者
の
欠
脱
を
隠
名
歌
合
の
名
残
と
し
て
検
討
を
加
え
た
が
、
静
本
の
様

な
古
写
本
を
始
め
と
す
る
他
類
の
伝
本
が
、
作
者
名
を
完
備
し
て
い
る
本

歌
合
に
お
い
て
は
、
同
類
と
し
て
扱
う
こ
と
は
跨
賭
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

mu
類
は
、
奥
書
が
無
い
点
は
、
-
類
と
同
じ
だ
が
、
作
者
一
覧
の
勝
負

結
果
総
て
に
「
首
(
々
)
」
が
附
さ
れ
、

4
作
者
が
「
沙
弥
寂
蓮
」

で
は

な
く
「
寂
蓮
法
師
」
と
あ
る
等
の
特
徴
が
あ
り
、
ま
た
他
類
が
比
較
的
少

な
い
歌
本
文
の
異
同
が
、
小
さ
い
も
の
な
が
ら
も
多
い
伝
本
で
あ
る
。
島
・

祐
両
本
は
漢
字
仮
名
の
表
記
ま
で
は
一
致
し
な
い
が
、
改
貰
箇
所
な
ど
も

同
じ
で
、
二
十
九
番
「
右

雅
経
」
を
頁
移
り
箇
所
で
揃
っ
て
欠
く
(
但

し
島
本
は
別
筆
で
補
入
さ
れ
て
い
る
)
等
本
文
的
に
も
極
め
て
近
い
関
係



に
あ
る
。
残
る
二
本
の
内
、
こ
の
両
本
に
本
文
的
に
近
い
の
は
勝
負
成
績

で
は
異
同
も
多
い
彰
乙
本
で
あ
り
、
伊
丙
本
は
他
の
一
二
本
が
「
草
枕
也
」

と
す
る
箇
所
(
お
第
五
勾
)
を
、
他
本
と
同
じ
く
本
行
で
「
枕
成
け
り
」

と
す
る
な
ど
、
若
干
の
距
離
が
あ
る
。

珊
類
は
、
飛
鳥
井
宋
雅
・
十
市
遠
忠
等
の
本
奥
書
を
有
す
る
伝
本
で
、

慶
本
以
外
に
同
類
本
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
内
題
の
「
九
月
十
二
日
」

が
「
九
月
」
と
の
み
あ
り
、
作
者
一
覧
に
実
名
が
な
い
も
の
に
は
注
記
を

施
し
て
い
る
。
同
じ
飛
鳥
井
家
に
縁
あ
る
奥
書
を
有
す
る
だ
け
あ
り
、

V 

類
本
よ
り
も
、
雅
俊
奥
書
を
有
す
る
諸
本
に
近
い
本
文
を
有
し
て
い
る
。

(
二
)
稿
で
確
認
し
た
様
に
、
際
立
つ
最
古
写
本
を
共
通
祖
本
と
す
る

「
摂
政
家
月
十
首
歌
合
」
の
様
な
例
も
存
す
る
が
、
本
歌
合
の
場
合
は
、

最
古
写
本
の
子
孫
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
模
写
本
が
一
本
確
認
で
き
る

だ
け
で
、
そ
の
存
在
が
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
た
、

際
立
っ
た
異
文
は
無
い
も
の
の
、
小
異
は
決
し
て
少
な
く
な
く
、
奥
書
そ

の
他
の
諸
資
料
か
ら
確
認
で
き
る
如
く
、
室
町
時
代
に
少
な
か
ら
ぬ
伝
本

が
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
差
異
が
近
世
に
な
っ
て
も
引
き
継
が
れ
て
い

た
こ
と
を
、
以
上
の
整
理
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

四

他
出
歌

現
存
伝
本
並
び
に
存
在
が
確
認
で
き
た
伝
本
も
共
に
少
な
く
は
な
い
が
、

更
に
今
は
失
わ
れ
た
伝
本
の
存
在
を
伝
え
る
可
能
性
の
あ
る
、
本
歌
合
の

他
出
歌
を
集
成
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

ア

私
家
集

私
家
集
に
見
え
る
の
は
、
「
拾
遺
愚
草
」
『
秋
篠
月
清
集
」
辺
住
信
集
』

「
玉
吟
集
』
『
後
鳥
羽
院
御
集
」
『
明
日
香
井
集
」
の
五
集
で
あ
る
。

定
家
自
撰
の
『
拾
遺
愚
草
」
(
本
文
は
冷
泉
家
本
を
参
照
)
に
は
全
十

首
が
総
て
部
類
分
け
し
て
以
下
の
如
く
配
さ
れ
て
い
る
。

1
(
二
四
九
四
)
・

加
(
一
二
三
一
)
・
お
(
二
一
七
八

)
-
m
(一一一一
O
七
)
・
川
恒

(二一一

O

八
)
・
日
(
二
二
五
七
)
・
臼
(
一
一
一
一
四
六
)
・
万
(
二
四
五
九
)
・
部
(
二

四
四
二
・
M

m

(

二
四
九
五
)
。
こ
の
内
二
二

O
七
、
八
の
菖
蒲
と
郭
公
の

夏
の
二
首
の
み
が
「
院
北
面
に
て
講
ぜ
ら
れ
し
二
首
」
と
し
て
並
ん
で
い

る
の
は
、
前
述
も
し
た
が
不
審
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
静
本
と
の
異
同
は
、

①
二
一
七
八
第
二
句
「
あ
と
た
に
見
え
す
」
、
②
一
一
一
一

O
七
第
二
句
「
す
〉

む
い
は
井
の
」
、
③
二
四
九
五
第
四
句
「
い
く
ち
よ
き
み
に
」

の
三
箇
所

が
確
認
で
き
る
。
①
②
は
歌
合
諸
本
に
同
文
が
な
い
が
、
家
集
の
方
が
絶

対
優
位
と
も
一
一
一
一
ロ
え
な
い
異
同
で
あ
ろ
う
。
③
は
阻
V
四
類
と
一
致
す
る
。



良
経
自
撰
の
『
秋
篠
月
清
集
』
に
も
、

5
(
一
四
0
=
二
・
日
(

一

O

O
八
)
・
幻
(
一

O
O九
)
-
M
(
一
O
六
七
)
・
川
町

(一

O
六
八
)
・
日

(
一
一
二
五
)
・
臼
(
一
二
ヱ
ハ
)
・
九
(
一
二
七
四
)
・
お
(
一
二
七
五
)
・

問
(
一
四
O
四
)
の
十
首
全
部
が
見
え
る
。
そ
の
調
書
は
「
院
(
の
)
十

首
歌
合
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
①
一
四
O
三
の
第
三
句
「
契

り
置
き
し
」
、
②
一

O
O
八
の
第
五
句
「
い
ろ
ま
さ
り
ゆ
く
」
、
③
一

0
0

九
の
第
五
句
「
は
る
る
し
ら
く
も
」
、
④
一
一
一
一
六
の
第
五
句
「
秋
を
ふ

く
な
り
」
の
四
箇
所
が
静
本
と
異
な
っ
て
お
り
、
①
と
②
は

I
類
以
外
の

歌
合
諸
本
と
一
致
し
、
④
は

E
類
と
の
み
一
致
し
て
い
る
。

隆
信
自
撰
の
『
隆
信
集
』
(
広
本
・
私
家
集
大
成
本
で
も
確
認
)
は

口
・
却
を
除
い
た
、

8
(
九
五
六

)
-
m
(七
七
)
・

ω

一
四
)
・

ω

(一

O
五
)
・

ω
(一
二
五
「
海
辺
月
」

)-m(二
三
ニ
・
卯
(
二
六
九
)
・

似
(
三

O
六
)
の
八
首
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
は
殆
ど

が
詞
書
に
「
(
建
保
元
年
)
和
歌
所
に
て
十
首
(
御
)
歌
合
」
等
と
あ
り
、

和
歌
所
設
置
以
前
の
催
し
と
し
て
は
不
審
で
あ
る
。
「
建
保
」

は
一
八
の

詞
書
に
、
「
建
保
元
年
和
歌
所
歌
合
に
、
か
す
み
と
ほ
き
う
ゑ
き
を
か
く

す
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
」
と
あ
る
の
と
混
同
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

和
歌
所
と
あ
る
の
は
、
仙
洞
で
の
催
し
を
そ
う
称
し
た
か
、
記
憶
違
い
か

で
あ
ろ
う
。
本
文
と
し
て
は
一
=
一
二
の
第
四
句
「
は
げ
し
き
よ
り
も
」
に

異
同
が
あ
る
。
こ
れ
は
皿
・

v
j
咽
類
と
一
致
し
て
お
り
注
目
で
き
る
。

自
撰
本
を
根
幹
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
後
鳥
羽
院
御
集
」
に
は
、

9

日

-m
・
M
M

・
M
H

・
日
・
日
・
河
の
八
首
が
一
四
八
四
j
九
一
に
纏
ま
つ

て
見
え
る
の
だ
が
、
此
処
に
本
歌
合
の
最
大
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
実
は
こ
の
八
首
に
続
け
て
「
水
鳥
・
庭
松
」
の
題
が
並
ん
で
は
い

る
の
だ
が
、
そ
こ
に
見
え
る
歌
が
本
歌
合
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
(
寺
島
恒
世
氏
『
後
鳥
羽
院
御
集
」
(
和
歌
文
学
大
系

μ
、
明
治

書
院
、
平
9
)
に
指
摘
が
あ
る
)
。
そ
れ
は
次
の
二
首
で
あ
る
。

い
け
さ
ゆ
る
み
ぎ
は
の
つ
ら
ら
さ
夜
ふ
け
て
う
き
ね
の
を
し
も
遠
ざ

か
る
な
り
(
一
四
九
二
)

と
し
は
い
ま
あ
け
ぬ
と
み
れ
ば
我
が
や
ど
の
み
ど
り
の
松
に
春
風
ぞ

吹
く
(
一
四
九
三
)

こ
の
二
首
と
歌
合
の
二
首
の
前
後
関
係
は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
歌

合
の
水
鳥
歌
担
「
月
さ
ゆ
る
ゑ
じ
ま
が
磯
に
な
み
か
け
て
子
を
お
も
ふ
に

ほ
の
有
明
の
こ
ゑ
」
は
、
家
隆
歌
と
番
え
ら
れ
負
け
て
お
り
、
判
詞
に
も

何
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
歌
に
は
負
け
て
も
致
し

方
な
い
問
題
が
あ
る
の
で
あ
る
。
絵
島
磯
は
『
八
雲
御
抄
」

で
も
淡
路
と

あ
り
、
「
堀
河
百
首
』
の
海
路
題
で
師
頼
が
「
あ
は
ぢ
島
絵
じ
ま
が
磯
に

あ
さ
り
す
る
た
な
な
し
を
ぶ
ね
い
く
世
へ
ぬ
ら
ん
」
(
一
四
四
四
)
と
詠
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(幻
J

ん
だ
知
く
海
辺
で
あ
る
。

一
方
「
鳩
」
は
、
「
に
ほ
の
浮
巣
」

とい、つ一一一一口

葉
が
あ
る
様
に
、
池
や
湖
、
あ
る
い
は
海
の
入
り
江
な
ど
の
浪
穏
や
か
な

(
別
)

場
所
の
葦
な
ど
に
絡
め
て
巣
作
り
を
す
る
烏
で
あ
り
、
こ
の
取
合
せ
は
ど

う
し
て
も
不
自
然
で
、
未
だ
歌
語
に
精
通
し
て
い
な
い
院
が
誤
っ
た
歌
で

あ
る
と
評
せ
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
御
集
歌
は
、
「
正
治
後
度
百
首
」

の
家

長
歌
(
五
四
八
)
に
も
見
え
る
「
汀
の
つ
ら
ら
」
と
い
う
珍
し
い
詞
を
用

い
て
は
い
る
が
、
内
容
的
に
破
綻
は
な
い
。
以
上
確
認
し
た
こ
と
よ
り
す

る
と
、
院
が
後
に
、
あ
る
い
は
家
集
を
編
纂
す
る
際
か
に
差
し
替
え
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

庭
松
歌
的
「
こ
れ
も
さ
ぞ
ひ
さ
し
き
や
ど
の
し
る
し
と
て
軒
ば
に
す
ぐ

る
松
の
し
た
風
」
も
、
忠
良
と
番
え
ら
れ
て
負
け
、
し
か
も
判
詞
で
も
何

も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
歌
で
あ
る
。
下
の
句
で
「
庭
松
」
を
ま
わ
し
て
詠

み
込
み
、
「
こ
れ
も
さ
ぞ
」
等
の
珍
し
い
句
を
用
い
た
意
欲
作
で
は
あ
る

が
、
自
分
に
向
け
た
も
の
と
な
る
せ
い
か
、
祝
意
の
表
し
方
も
中
途
半
端

な
感
じ
で
、
あ
ま
り
成
功
し
た
歌
と
は
言
い
難
い
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
御
集
の
歌
は
、
大
ら
か
で
調
べ
に
力
強
さ
が
感
じ
ら
れ
る
歌
で
は
あ
る

が
、
そ
の
内
容
は
松
題
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
年
始
の
会
に
相
応
し

い
も
の
で
あ
り
、
本
歌
合
の
開
催
時
期
か
ら
し
で
も
、
本
来
の
も
の
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
と
な
れ
ば
先
の
歌
同
様
、
後
に
差
し
替
え
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

取
り
敢
え
ず
、
現
状
で
は
以
上
の
如
く
考
え
て
お
く
が
、
今
後
も
歌
合

の
差
し
替
え
歌
の
問
題
を
検
討
す
る
際
に
併
せ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

猶
、
共
通
す
る
八
首
で
確
認
で
き
る
静
本
と
の
異
同
は
、
①
一
四
八
六

の
初
句
「
み
よ
し
野
に
」
と
②
一
四
九
一
の
第
四
匂
「
雪
ま
の
空
に
」
の

二
箇
所
で
あ
る
が
、
歌
合
諸
本
で
一
致
す
る
も
の
は
な
い
。

九
条
基
家
の
撰
に
な
る
家
隆
歌
集
『
壬
二
集
』
(
私
家
集
大
成
本
で
確

認
)
に
は
、

2
(
二
二
七
一
)
・
日
(
二

O
三
二
・
幻
(
二

O
三
一
一
)
・
お

士
一
二
三
四
)
・
訂
(
二
二
三
一
二
)
・
日
(
二
四
六
一
一
)
・
的
(
二
四
六
三
)
・

刀
(
二
六
一
九

)
-
m
(二
六
二

O
)
・
幻
(
二
九
二
七
)
の
如
く
、
全
十

首
が
部
類
さ
れ
て
配
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
静
本
と
の
異
同
は
、
①

O
コ
二
初
二
句
「
は
る
も
な
ほ
人
め
は
か
れ
ぬ
」
(
大
成
「
:
・
ま
た
・
:
」
)
、

②
二
二
三
四
第
二
句
「
軒
の
あ
や
め
も
」
、
③
二
四
六
二
第
二
句
「
山
の

は
ま
で
に
」
、
④
二
四
六
三
第
二
句
「
峯
の
木
草
の
」
、
⑤
二
九
二
七
第
三

匂
「
松
の
陰
」
の
四
箇
所
で
あ
る
。
①
④
は
一
致
す
る
歌
合
伝
本
は
無
い

も
の
の
、
①
は

m
j
咽
類
の
「
・
:
か
る
よ
が
、
④
は

I
類
本
を
除
い
た

「
:
・
草
木
・
:
」
の
本
文
が
正
し
い
こ
と
の
傍
証
に
な
ろ
う
。
②
③
⑤
は
一

致
す
る
伝
本
は
な
い
。

孫
雅
有
撰
に
な
る
雅
経
の
「
明
日
香
井
集
』
に
は
、
全
十
首
3
・
M
・
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お
・
お
・
日
・
同
・
日
・

π
-
m
・
犯
が
一

O
二
九
i
三
八
に
纏
め
ら
れ

て
い
る
。
既
述
の
様
に
雅
経
の
所
持
が
確
実
な
こ
と
、
詞
書
に
も
「
仙
洞

十
人
歌
合
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
そ
の
本
文
が
注
目
さ
れ
る
集
で

あ
る
が
、
静
本
と
の
異
同
は
、
①
一

O
三
二
初
句
「
け
ふ
こ
と
に
」
、
②

一
O
三
三
初
句
「
し
の
ひ
こ
し
」
の
二
箇
所
。
こ
の
内
②
が

I
類
本
に
の

み
存
す
る
「
し
の
ひ
イ
」
と
の
異
本
注
記
と
一
致
す
る
の
は
、
飛
鳥
井
家

相
伝
本
の
本
文
を
伝
え
る
可
能
性
を
有
す
る
箇
所
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

イ

勅
撰
集

本
歌
合
の
全
百
首
か
ら
勅
撰
集
に
撰
ば
れ
た
の
は
、
新
古
今
以
降
七
代

の
集
に
計
十
一
首
で
あ
る
。
九
月
三
十
日
歌
合
の
四
十
八
首
中
O
首
、
十

月
一
日
歌
合
の
三
十
六
首
中
一
首
と
比
較
し
て
も
格
段
に
多
い
数
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

先
ず
第
八
代
の
『
新
古
今
集
』
で
あ
る
が
、

7
(
慈
円
)
が
「
十
首
歌

合
の
中
に
、
神
祇
を
よ
め
る
」
(
一
八
九
一
)
と
し
て
、

カf

28 

(
雅
経
)

「
落
花
と
い
ふ
こ
と
を
」
(
一
四
五
)
と
し
て
、
二
首
撰
歌
さ
れ
て
い
る
。

新
編
国
歌
大
観
本
の
撰
者
名
注
記
で
は
、
前
者
が
雅
経
、
後
者
が
有
家
と

家
隆
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
第
十
代
『
続
後
撰
集
』
に
は
、

ω
(家
隆
)
の
み
が
「
正
治
百

首
歌
に
」
(
三
八
九
)
と
し
て
見
え
る
。
同
歌
は
詞
書
も
誤
っ
て
い
る
が
、

第
二
句
が
「
み
ね
の
く
さ
木
の
」
と
あ
っ
て
I
類
を
除
い
た
諸
本
と
一
致

し
て
お
り
、
こ
こ
が
『
壬
二
集
』
で
は
「
:
・
木
草
:
・
」
と
あ
る
の
で
、
本

歌
合
が
撰
歌
資
料
に
な
っ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
十
一
代
『
続
古
今
集
』
に
は
、

8
(
隆
信
)
が
「
正
治
二
年
十
首
歌

合
に
」
(
七
二
六
)
と
し
て
撰
ば
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
様
に
当
歌
は

『
雲
葉
集
』
に
も
入
集
す
る
が
、
こ
ち
ら
は
「
十
題
」
と
あ
っ
て
、
関
係

を
断
定
し
づ
ら
い
。

第
十
三
代
『
新
後
撰
集
』
で
は
、
幻
(
家
隆
)
が
「
(
春
の
歌
の
中
に
)
」

(
一
三
七
)
と
し
て
あ
り
、
「
壬
二
集
』
か
ら
の
撰
歌
も
可
能
で
あ
る
が
、
叩
ω

(
忠
良
)
が
「
正
治
二
年
十
首
歌
合
に
、
落
花
」
(
一
一
一
一
一
一
)
と
し
て
、
更
に
、

『
拾
遺
愚
草
』
が
「
(
院
北
面
に
て
・
:
)
」
(
一
一
一
一

O
八
)
と
す
る
位
(
定
家
)

が
、
「
正
治
二
年
十
首
歌
合
に
、
お
な
じ
心
(
郭
公
)
を
」
(
一
八
四
)
と

す
る
等
、
撰
者
二
条
為
世
が
本
歌
合
を
利
用
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。

第
十
五
代
『
続
千
載
集
』
で
は
、

お
(
定
家
)
が
「
正
治
二
年
九
月
十

首
歌
合
に
、
落
花
」
(
一
三
八
)
と
し
て
撰
ば
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ

は
『
拾
遺
愚
草
」
一
二
七
八
と
詞
書
も
ほ
ぼ
共
通
し
、
第
二
句
を
共
に

「
跡
だ
に
み
え
ず
」
と
す
る
な
ど
、
家
集
か
ら
の
撰
歌
で
あ
る
可
能
性
が

大
で
あ
る
。
と
な
る
と
も
う
一
首
の
お
(
家
隆
)
が
、
「
正
治
二
年
十
首

歌
合
に
、
暁
雪
」
(
六
八
五
)
と
あ
る
の
も
、
詞
書
こ
そ
「
正
治
二
年
仙
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洞
十
題
歌
合
に
、
暁
雪
」
と
は
す
る
も
の
の
、
『
壬
二
集
』

二
六
て
五
を

撰
歌
し
、
詞
書
表
記
を
統
一
し
た
可
能
性
も
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

第
十
九
代
『
新
拾
遺
集
』
に
は
、

2
(
家
隆
)
が
「
神
祇
歌
の
中
に
」

(
一
三
八
七
)
と
し
て
見
え
る
が
、
こ
れ
は
『
壬
二
集
」
を
撰
歌
源
と
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
十
一
代
『
新
続
古
今
集
」
に
は
、

日
(
後
鳥
羽
院
)
が
「
正
治
二

年
歌
合
に
、
若
草
を
よ
ま
せ
給
、
つ
け
る
」
(
六
四
)
と
し
て
撰
入
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
御
集
か
ら
の
撰
歌
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
撰
者
雅
世
の
親

雅
縁
の
書
写
本
が
存
在
し
た
こ
と
を
先
に
確
認
し
た
。

『
新
古
今
集
』
「
続
古
今
集
』
『
新
統
古
今
集
』
を
除
い
た
、
二
条
家
の

手
に
な
る
撰
集
で
本
歌
合
が
撰
歌
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
ら
し
い
の
は

『
続
後
撰
集
」
と
「
新
後
撰
集
」
く
ら
い
で
あ
り
、
同
家
内
で
の
伝
本
の

相
伝
が
確
実
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
理
由
は
明
確

で
は
な
い
が
、
京
極
派
の
手
に
な
る
玉
葉
・
風
雅
の
両
集
に
撰
歌
が
無
い

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ウ

私
撰
集
他

私
撰
集
で
最
初
に
本
歌
合
歌
を
撰
歌
し
た
の
は
、
真
観
撰
と
も
衣
笠
家

良
撰
と
も
言
わ
れ
る
鎌
倉
中
期
成
立
の
『
万
代
集
」

で
あ
る
。
同
集
に
は

卯
が
「
後
鳥
羽
院
御
時
歌
合
に
、
水
鳥
を
」
(
一
四
四
八
)

と
の
詞
書
で

み
え
る
が
、
詞
書
を
「
和
歌
所
歌
合
に
、
水
鳥
」
と
す
る
『
隆
信
集
』
か

ら
の
撰
歌
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

ほ
ほ
同
時
代
の
基
家
撰
『
雲
葉
集
」
現
存
部
に
は
、

8
が
「
正
治
二
年

十
題
歌
合
侍
り
け
る
に
」
(
九

O
七
)
と
し
て
、

44 
が

「
十
首
歌
合
侍
り

し
に
」
(
一
二

O
五
)
と
し
て
見
え
る
他
、
次
に
述
べ
る
様
に
、
『
夫
木
抄
」

の
集
付
に
よ
り
5
が
散
供
し
た
神
祇
部
に
存
し
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
両
集
撰
入
歌
に
は
静
本
と
の
異
同
は
な
い
。

藤
原
長
清
撰
の
類
題
集
『
夫
木
抄
」
に
は
、

5
が
「
正
治
元
年
十
首
歌

合
、
雲
葉
」
(
一
二
六

O
)
と
し
て
、
「
正
治
二
年
仙
洞
十
首
歌
合
:
・
」
と

し
て
似
(
六
O
一
二
・
お
(
七
二
五
一
)
・
部
(
七

O
三
二
が
撰
入
さ

れ
、
他
に
「
拾
遺
愚
草
』
か
ら
担
(
二
六
六
回
)
と
位
(
二
九
O
四
)
が

入
集
し
て
い
る
。
家
集
以
外
の
撰
入
歌
の
静
本
と
の
異
同
は
、

一
二
六
O

第
三
句
「
契
り
置
き
し
」
の
一
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

I
類
の
誤
写
と

考
え
ら
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

鎌
倉
末
頃
の
類
題
集
『
歌
枕
名
寄
』
に
は
、

7
(
一
七
四
)
・

8

;i、

二
九
二
、
八
三
三
二
(
重
出
)
)
・
位
(
五

O
一
九
)
の
三
首
が
、
室
町
期

の
『
題
林
愚
抄
」
に
は
、
お
(
一
一
一
四
)
・
ね
(
五
八
五
六
)
の
二
首
が

撰
歌
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
集
付
が
す
べ
て
勅
撰
集
と
な
っ
て
い
る
。

続
い
て
、
こ
れ
ま
で
禁
裏
文
庫
蔵
本
を
考
え
る
上
で
検
討
を
重
ね
て
き
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た
、
近
世
期
の
『
類
題
和
歌
集
」
と
『
新
類
題
和
歌
集
」
を
見
て
み
た
い
。

後
水
尾
院
撰
の
『
類
題
和
歌
告
で
は
、
神
祇
・
蓋
早
・
落
花
・
郭
公
・

浦
月
・
山
嵐
(
山
風
に
も
)
・
庭
松
の
七
題
で
、
勅
撰
や
家
集
か
ら
撰
歌

さ
れ
て
い
る
が
、
唯
一
暁
雪
題
に
の
み
、
ね
が
「
続
千
載
集
」
か
ら
撰
ば

れ
た
後
に
、
他
の
一
首
を
挟
ん
で
、
「
仙
洞
正
治
/
二
寄
合
」
と
の
集
付

で
、
同
・
沌
・

η
の
三
首
が
並
び
、
続
い
て
家
集
か
ら
九
が
配
さ
れ
て
い

る
。
歌
合
か
ら
の
三
首
と
静
本
と
の
異
同
は
、
①
祁
第
三
句
「
風
そ
へ
て
」
、

②
同
第
四
句
「
雪
ま
の
そ
ら
の
」
、
③

η
第
五
句
「
鳥
も
な
き
け
る
)
」

の

三
箇
所
で
あ
る
。
①
②
は
誤
写
の
範
囲
で
あ
ろ
う
(
②
は
御
集
と
同
じ
)

が
、
③
は
W
類
本
と
一
致
し
、
万
治
四
年
(
一
六
六
二
の
焼
失
以
前
に

禁
裏
御
文
庫
に
伝
わ
っ
た
中
院
通
世
筆
本
か
ら
撰
歌
し
た
可
能
性
の
高
さ

を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

(
幻
)

霊
元
院
が
撰
じ
さ
せ
た
『
新
類
題
集
』
で
は
、
山
嵐
と
庭
松
題
で
諸
家

集
か
ら
撰
歌
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
本
歌
合
か
ら
は
一
首
も
確
認
で
き
な

ぃ
。
こ
れ
は
書
陵
部
に
本
歌
合
の
伝
本
が
一
本
も
存
し
て
い
な
い
状
況
か

ら
も
想
像
し
う
る
事
象
で
あ
り
、
万
治
の
焼
失
以
後
の
後
西
・
霊
元
両
院

の
集
書
活
動
で
も
、
偶
然
と
言
う
べ
き
か
本
歌
合
が
書
写
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
間
接
的
に
証
明
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
秀
歌
撰
の
『
定
家
八
代
抄
」
に
は
雅
経
の
新
古
今
入
集
歌
で
あ

る
お
(
一
七
五
)
が
、
頓
阿
の
歌
学
書
『
井
蛙
抄
」
巻
三
は
禁
制
の
言
葉

を
そ
の
用
例
を
加
え
て
列
挙
し
一
部
解
説
を
加
え
た
巻
で
あ
る
が
、
こ
こ

に
「
し
ろ
き
」
の
例
と
し
て
、
定
家
の
お
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
出

典
に
は
、
「
正
治
二
年
九
月
院
御
歌
合

暁
雪
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
拾
遺
愚
草
』
と
同
一
で
あ
り
、
歌
合
か
ら
引
い
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

ま
た
真
名
序
に
正
治
二
年
八
月
二
十
六
日
を
意
味
す
る
日
付
を
有
す
る

撰
歌
合
『
三
百
六
十
番
歌
合
」
に
は
、
慈
円
臼
(
二
二
八
)
が
秋
部
の
十

五
番
左
に
配
さ
れ
て
い
る
。
(
二
)
稿
で
も
言
及
し
た
が
、
こ
れ
も
後
で

差
し
替
え
ら
れ
た
歌
で
あ
ろ
情
。

工

抄
出
類

明
ら
か
に
本
書
の
伝
本
を
用
い
て
、
目
的
に
応
じ
た
抄
出
を
行
っ
た
資

料
も
存
し
て
る
。

書
陵
部
蔵
の
『
〔
歌
合
抜
書
〕
』
(
五

O
三
・
一
五
寸
)
に
は
、
「
仙
洞
十

人
寄
合
抄
出
正
治
二
年
九
月
十
二
日
」
と
見
出
し
を
附
し
、
げ
隆
信
歌

沌
慈
円
歌
と
判
詞
の
関
係
部
分
、
四
十
番
と
四
十
三
番
全
体
を
抄
出
し
て

い
る
。
そ
の
部
分
の
静
本
と
の
異
同
は
、
①
げ
第
二
句
「
霧
の
ま
か
き
に
」

②
同
結
句
「
荻
の
焼
原
」
、
③
四
十
番
判
詞
「
鐘
の
声
む
ら
き
へ
ん
事
」
、

④
向
「
心
を
分
る
」
の
四
箇
所
で
あ
る
。
②
は
静
本
の
誤
写
で
あ
る
。
①

④
は

I
E
類
を
除
く
諸
本
、
③
は
四
類
本
と
一
致
し
て
い
る
。
「
の
」
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有
無
は
決
定
的
な
分
類
の
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
が
、
こ
の
抄
出
が
用
い

た
の
は
四
類
に
近
い
伝
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
歌
合
書
」
(
一
・
七
世
)
に
は
、
題
と
歌
題
、

お
・
印
の
通
親
歌
と
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
す
る
判
詞
を
引
用
し
て
い
る
。
題

下
に
「
判
者

定
家
」
と
あ
る
こ
と
や
、
引
用
部
の
特
徴
よ
り
し
て
、

『
群
書
類
従
」
本
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

歌
合
の
目
録
類
に
も
、
識
別
の
為
に
官
頭
一
首
、
時
に
末
尾
の
一
首
が

引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

彰
考
館
文
庫
蔵
「
歌
合
目
録
』
(
巳
二
ニ
・

O
七
三
一

O
)
に
は
、

の
四
句
目
ま
で
が
引
か
れ
て
い
る
。

歌
に
異
同
は
な
い
が
、

歌
合
名
に

「
仙
洞
:
・
十
三
日
」
と
あ
っ
て
、
「
十
三
日
」
が
静
本
を
誤
写
し
た
ら
し
い

彰
甲
本
と
の
み
共
通
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

同
じ
彰
考
館
文
庫
の
『
豆
町
合
目
録
次
第
不
同
』
(
巳
一
三
・

O
七
三
一

こ
に
は
、
前
述
し
た
ご
と
く
、
後
小
松
院
筆
本
の
存
在
を
注
記
で
一
不
し
、

ー
と
聞
を
抄
出
す
る
。

l
の
第
三
句
「
印
あ
れ
や
」
は
、

一
致
す
る
伝
本

、、
、
a

、、、右ハ
u

，刀
J
h
d

し
以
上
の
検
討
か
ら
も
、
異
本
と
称
し
う
る
伝
本
の
存
在
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
が
、
中
世
に
お
い
て
も
、
あ
る
程
度
の
伝
本
が
流
布
し
て
い
た
状

況
が
確
認
で
き
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
『
類
題
和
歌
集
」
が
、

万
治
六
年
焼
失
前
の
禁
裏
御
文
庫
本
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ

る
こ
と
を
、
本
稿
に
お
い
て
も
追
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

ま

と

め

催
し
に
関
す
る
正
確
な
日
付
、
「
拾
遺
愚
草
」
が
僅
か
な
が
ら
披
講
が

あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
差
し
替
え
歌

に
起
因
す
る
改
作
問
題
、
そ
し
て
出
題
者
や
判
者
が
誰
で
あ
る
の
か
な
ど
、

本
歌
合
に
纏
わ
る
謎
は
大
変
多
い
の
だ
が
、
以
上
の
蕪
雑
な
考
証
に
よ
っ

て
は
、
そ
の
何
れ
も
完
全
に
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
謎
の
存
在
は
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
成
立
時
期

の
混
沌
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
一
一
一
一
口
え
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
些
か
な

が
ら
で
も
仮
説
を
提
示
で
き
た
こ
と
は
、
本
歌
合
が
正
治
二
年
中
の
二
つ

の
院
仙
洞
当
座
隠
名
歌
合
と
、
結
番
形
式
や
歌
題
の
並
び
方
等
で
共
通
す

る
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
こ
と
と
併
せ
て
、
こ
の
時
期

の
院
歌
壇
の
性
格
の
吏
な
る
解
明
に
資
す
る
事
柄
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
歌
合
自
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
形
式
の
特
徴
に
加
え
て
、
作
者
の
精

選
牲
を
再
確
認
し
、
そ
れ
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
、
本
歌
合
の
後
世
の

評
価
の
一
端
を
、
「
仙
洞
十
人
歌
合
」
と
の
歌
合
と
し
て
は
特
異
な
名
称

no 



で
も
っ
て
呼
ば
れ
た
こ
と
や
、
以
後
の
撰
集
で
相
応
に
尊
重
さ
れ
、
さ
ら

に
は
十
首
の
組
題
と
し
て
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
考
え
る
。

ま
た
本
歌
合
は
、
中
世
の
歌
合
に
は
珍
し
く
、
成
立
時
か
ら
大
き
く
は

隔
た
ら
な
い
古
写
本
が
現
存
し
て
い
る
の
に
、
室
町
写
本
や
切
を
含
む
殆

ど
の
伝
本
が
そ
れ
を
祖
本
と
せ
ず
、
奥
書
や
諸
資
料
上
で
確
認
で
き
る
伝

本
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
、
既
に
鎌
倉
時
代
に
は
複
数
の
伝
本

が
流
布
し
て
い
た
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
諸
伝
本
中
に
異
本
と
称

し
う
る
も
の
の
存
在
は
確
認
で
き
ず
、
や
は
り
共
通
す
る
祖
本
が
、

系

統
的
に
と
い
う
よ
り
は
、
数
次
に
書
写
さ
れ
て
、
広
ま
っ
て
い
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
祖
本
が
、
「
仙
洞
十
人
歌
合
」

と
の
内
題
や
、
作
者
一
覧
と
勝
負
成
績
を
有
さ
ず
、
判
調
は
左
に
続
い
て

右
に
言
及
す
る
際
に
は
お
そ
ら
く
改
行
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
先

に
推
定
し
た
通
で
あ
る
。

と
も
か
く
も
、
こ
う
し
て
少
な
か
ら
ぬ
伝
本
が
存
在
し
て
、
中
世
を
潜

り
抜
け
た
本
歌
合
で
あ
っ
た
の
に
、
正
治
二
年
の
二
つ
の
仙
洞
当
座
隠
名

歌
合
が
、
万
治
六
年
の
禁
裏
文
庫
焼
失
後
の
、
大
規
模
な
集
書
活
動
に
よ
っ

て
掬
い
上
げ
ら
れ
て
、
現
在
も
書
陵
部
に
伝
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
本

歌
合
は
お
そ
ら
く
偶
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
書
写
に
漏
れ
て
し
ま

い
、
『
新
類
題
集
』
の
撰
集
資
料
と
成
り
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
実
に
さ

さ
や
か
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
伝
本
の
数
や
評
価
の
差
が
、
後
世
の
受
容

と
は
無
関
係
な
場
合
も
あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
再
確
認
で
き
る
事
例
と
し

て
興
味
深
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

谷
山
茂
氏
が
、
「
こ
の
歌
合
の
な
か
に
も
、
す
で
に
新
古
今
的
妖
艶
美

の
歌
が
見
え
は
じ
め
、
判
詞
も
ま
た
お
お
む
ね
余
情
と
優
艶
と
を
要
求
す

る
傾
向
に
あ
る
」
と
『
和
歌
文
学
大
辞
典
」
で
評
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、

本
歌
合
の
評
価
と
し
て
相
応
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な

検
討
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
歌
風
や
判
調
の
歌
学
的
な
考
察
、

更
に
は
校
訂
本
文
の
提
示
が
不
足
し
て
い
る
の
は
、
何
時
も
の
こ
と
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
考
察
が
、
そ
う
し
た
研
究
を
本
格
的
に
行
う

た
め
の
基
礎
固
め
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔注〕
(
1
)
 
『
大
阪
青
山
短
期
大
学
所
蔵
品
図
録
』
第
二
輯
(
大
阪
青
山
短
期

大
学
、
平
ロ
)
並
び
に
、
辻
彦
三
郎
氏
「
藤
原
定
家
明
月
記
の
研
究
」

(
吉
川
弘
文
館
、
昭
臼
)
参
照
。

(
2
)
 
猶
、
季
題
を
「
祝
」
と
「
恋
」
で
挟
む
形
式
は
、
平
安
時
代
の

歌
合
に
も
伝
統
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
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の
番
号
で
一
不
す
と
九
七
・
一
五
六
・
一
七
八
・
一
八
七
・
一
九
七
・
四

六
二
等
が
そ
れ
に
当
た
る
(
ま
た
斎
宮
の
歌
合
一
二
四
は
末
尾
の
恋
題

が
無
い
)
。
こ
う
し
た
例
や
、
西
行
の
白
歌
合
『
宮
河
歌
合
」

が
題
の

明
記
こ
そ
な
い
も
の
の
、
「
神
祇
」
の
歌
で
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
等
に
、

影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
 
こ
の
時
期
の
六
条
藤
家
の
衰
退
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
『
谷
山
茂

著
作
集
四

新
古
今
時
代
の
歌
合
と
歌
壇
」
(
角
川
書
底
、
昭
部
)
第

三
章
「
歌
合
を
め
ぐ
る
六
条
家
と
御
子
左
家
」
に
詳
細
で
あ
る
。

(
4
)
 
田
村
柳
萱
氏
「
後
鳥
羽
院
歌
壇
前
史
!
「
熊
野
類
懐
紙
」

の
総

合
的
検
討
と
和
歌
史
上
に
お
け
る
意
義
を
め
ぐ
っ
て
|
」
『
後
鳥
羽
院

と
そ
の
周
辺
』
(
笠
間
書
院
、
平
日
)
参
照
。

(
5
)
 
そ
う
い
う
気
安
さ
の
故
で
は
あ
る
ま
い
が
、
「
庭
松
」
題
で
雅
経

歌
の
み
が
、
祝
意
の
龍
も
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
詠
進

に
あ
た
っ
て
雅
経
が
与
え
ら
れ
た
情
報
の
内
容
、
雅
経
の
歌
人
と
し
て

の
未
熟
さ
等
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
事
柄
で
は
あ
る
ま
い
か
。
猶
、

こ
の
時
期
の
雅
経
に
つ
い
て
は
、
田
村
柳
萱
氏
「
新
古
今
撰
者
・
藤
原

雅
経
の
初
学
期
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
」
笠
間
書
院
、

平
日
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
猶
、
同
氏
は
そ
の
中
で
、
「
本
歌
合
の
結

果
は
、
雅
経
の
歌
人
と
し
て
の
評
価
を
決
定
付
け
た
「
院
第
二
度
百
首
」

詠
進
へ
の
足
が
か
り
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ

(
6
)
 

(
7
)
 

る。

「
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
形
成
(
二
)
」
「
藤
原
定
家
と
そ
の
時
代
」

(
岩
波
書
店
、
平
7
)
、
初
出
は
「
後
鳥
羽
院
歌
壇
は
い
か
に
し
て
形
成

さ
れ
た
か
」
(
『
国
文
学
』
第
幻
巻
日
号
、
昭
臼
・

9
)
。

成
績
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
し
、
注

(
3
)
所
引
の
谷
山
茂
氏
の

本
文
の
勝
負
付
に
よ
っ
て
算
出
し
た
。
附
載
す
る
校
本
冒
頭
の

整
理
や
、
有
吉
保
氏
「
新
古
今
和
歌
集
の
研
究
基
盤
と
構
成
』
(
三
省

(
8
)
 

堂
、
昭
必
)
の
そ
れ
と
も
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

谷
山
説
以
後
で
も
、
久
保
田
淳
氏
は
「
新
古
今
歌
人
の
研
究
』

(
9
)
 
(
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
刊
)
第
二
篇
第
三
章
第
二
節
で
、
本
歌
合
の

判
を
俊
成
の
も
の
と
し
て
考
察
に
加
え
て
お
ら
れ
る
。

衆
議
と
あ
る
も
の
の
光
厳
院
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で

後
の
例
だ
が
、
『
光
蔵
院
三
十
六
番
歌
合
貞
和
五
年
八
月
」
は
、

あ
り
、
そ
の
二
十
三
番
に
は
「
愚
意
殊
に
肝
に
銘
じ
て
」
と
見
え
て
い

(
叩
)
る。

何
故
こ
の
二
首
の
み
が
「
院
北
面
に
て
講
ぜ
ら
れ
し
」
と
あ
る

ず
る
な
ら
ば
、
こ
の
二
題
の
み
が
十
月
に
院
の
北
面
で
講
ぜ
ら
れ
た
可

の
か
は
不
審
で
あ
る
。
自
撰
で
あ
る
「
拾
遺
愚
草
」
の
こ
の
表
記
を
信

ハU



能
性
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
夏
題
の

、っか。

み
を
こ
の
時
期
に
講
じ
る
必
然
性
を
見
出
し
が
た
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

(
日
)
類
纂
』
所
収
本
と
、
重
出
と
思
わ
れ
る
「
島
根
大
文
理
」
所
蔵
本

群
書
類
従
の
写
し
で
あ
る
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
『
歌
合

(ロ)
(
「
前
行
と
同
一
本
か
」
と
の
注
記
あ
り
)
を
除
く
。

『
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
歌
学
資
料
集
成
』
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で

は
、
四
十
七
番
右
下
句
よ
り
四
十
九
右
上
句
ま
で
の
見
開
き
が
撮
影
漏

(
日
)
れ
と
な
っ
て
お
り
注
意
を
要
す
る
。

は
慶
長
二
年
十

こ
の
他
、
『
閑
居
抄
』
(
一

O
七
・
三
六
・
六
)

月
に
通
勝
よ
り
借
り
て
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
百
番
歌
合
』
(
一

O
七

(
H
)
 

三
六
・
七
)
は
、
天
正
十
六
年
素
然
奥
書
本
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

藤
孝
名
の
奥
書
に
は
、
『
源
語
秘
訣
』
等
の
よ
う
に
天
正
十
年

(
一
五
八
二
)
写
の
も
の
も
あ
る
。

(
日
)

詳
し
く
は
、
大
取
一
馬
氏
「
麗
庵
本
の
歌
書
等
に
つ
い
て
」

(
日
)
(
『
龍
谷
大
学
論
集
』
仰
、
昭
m
m
-
m
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

井
上
敏
幸
氏
「
鍋
島
直
郷
」
(
『
西
国
大
名
の
文
事
』
雅
俗
の
会

編
、
葦
書
房
、
平
8
)
を
参
照
し
た
。

(
口
)

同
氏
「
西
国
大
名
の
文
事
」
(
『
日
本
の
近
世
ロ
』
中
央
公
論
社
、

(
日
)
平
5
)
を
参
照
し
た
。

圃
は
読
み
得
な
い
文
字
を
示
す
。

(
印
)

井
上
宗
雄
氏
「
十
市
遠
忠
に
つ
い
て
」
(
『
言
語
と
文
芸
』

50 

昭
位
・

1
)
、
同
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
後
期
』
(
明
治
書
院
、

(
初
)
昭
訂
、
改
訂
新
版
、
昭
臼
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

口
は
虫
損
で
読
み
得
な
い
文
字
を
示
す
。

(
幻
)

書
写
年
代
と
大
き
さ
は
『
古
筆
手
鑑
大
成
』
第
十
二
巻
(
角
川

(
幻
)
量
目
庖
、
平
5
)
の
図
版
と
解
説
に
よ
る
。

金
井
寅
之
助
氏
編
『
八
雲
軒
脇
坂
安
元
資
料
集
」
(
和
泉
書
院
・

平
2
)
に
拠
っ
た
。

(
幻
)

(
M
)
 

絵
島
は
、
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
」
(
角
川
書
応
、
平
日
)

中
川
博
夫
氏
担
当
の
説
明
に
よ
る
と
、
淡
路
島
北
東
岸
の
岩
礁
で
、

「
「
絵
」
に
寄
せ
て
、
「
画
く
」

の
掛
詞
の
浪
(
藻
塩
草
)
を
「
掛
く

(
掻
く
)
」
と
詠
む
の
が
類
型
で
あ
る
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

鳩
烏
は
、
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
の
大
岡
賢
典
担
当
の
解
説

に
よ
る
と
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
古
名
で
、
潜
水
に
巧
み
で
、
「
杜
若
」
「
氷
」

「
池
」
「
池
氷
」
等
の
題
で
詠
ま
れ
る
等
と
あ
る
。
ま
た
『
日
本
国
語
大

辞
典
』
「
か
い
っ
ぷ
り
」
項
で
も
、
「
日
本
で
は
常
に
湖
沼
、
河
川
に
す

む
留
鳥
」
と
あ
る
。
あ
る
い
は
琵
琶
湖
の
異
称
「
鳩
の
う
み
」
等
か
ら の
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勘
違
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
院
が
「
子
を
思
う
」
と
し

た
の
は
、
嘉
応
二
年
(
一
一
七

O
)
十
月
の
『
建
春
門
院
北
面
歌
合
」

の
「
水
鳥
近
馴
」
題
で
頼
政
が
詠
ん
だ
、
「
子
を
思
ふ
鳩
の
う
き
す
の

ゆ
ら
れ
き
て
捨
て
じ
と
す
れ
や
み
が
く
れ
も
せ
ぬ
」
(
三

O
、
頼
政
集

等
に
も
)
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
お
)

書
陵
部
蔵
措
置
元
院
手
沢
本
(
五

O
六
・
一

O
)
に
拠
り
、
元
禄

十
六
年
刊
本
で
確
認
し
た
。

(
お
)

版
本
は

「
鳥
は
鳴
け
る
」
と
あ
る
。

(
幻
)

書
陵
部
蔵
十
三
冊
本
(
五

O
六
・
二
五
)
に
拠
り
、
架
蔵
本
で

確
認
し
た
。

(
お
)

楠
橋
関
氏
「
三
百
六
十
番
歌
合
差
し
替
え
考
l

天
理
図
書
館
蔵

本
の
具
備
す
る
目
録
を
め
ぐ
っ
て
i
」
(
『
和
歌
文
学
研
究
』
お
、
昭
印

9
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
却
)

〔
江
戸
初
期
〕
写
の
仮
綴
一
冊
。
書
名
と
し
て
の
外
題
内
題
は
無

く
、
冒
頭
に
「
六
百
番
寄
合
抜
書
」
と
あ
る
。
以
下
本
歌
合
ま
で
、
時

代
的
に
は
嘉
応
二
年
(
二
七

O
)
吋
住
吉
社
歌
合
』

か
ら
文
永
二
年

(
一
二
六
五
)
八
月
十
五
夜
の
歌
合
ま
で
の
十
五
種
の
歌
合
よ
り
、
歌

と
時
に
そ
の
歌
に
関
す
る
判
詞
を
抄
出
し
て
、
部
分
的
に
注
解
を
加
え

た
も
の
で
、
単
な
る
抄
出
と
一
一
一
日
う
よ
り
も
、
歌
学
書
に
分
類
し
て
し
か

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
編
者
や
成
立
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と

し
て
お
き
た
い
。

(
初
)

〔
江
戸
末
〕
写
、

一
冊
。
外
題
「
歌
合
書
」
。
「
在
民
部
卿
家
寄
合
」

以
下
「
後
陽
成
院
御
寄
合
」
ま
で
の
普
通
の
形
式
の
歌
合
、
撰
歌
合
・

白
歌
合
・
詩
歌
合
・
変
種
歌
合
等
の
名
を
挙
げ
、
期
日
や
判
者
・
題

番
数
等
を
記
し
、

一
部
に
歌
合
本
文
を
引
用
し
た
も
の
。
引
用
歌
に
は

朱
傍
線
が
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
部
分
に
注
目
し
て
の
引
用
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

八
付
記

V
翻
刻
を
許
可
下
さ
っ
た
静
嘉
堂
文
庫
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を

お
認
め
下
さ
り
、
ま
た
閲
覧
に
際
し
て
御
高
配
に
与
っ
た
井
上
敏
行
先

生
を
始
め
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
・
宮
城
県
図
書
館
・
京
都
府
立
総

合
資
料
館
・
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
・
賀
茂
別
雷
神
社
・
国
立
公
文
書

館
・
刈
谷
市
中
央
図
書
館
・
今
治
市
河
野
美
術
館
・
島
原
図
書
館
・
祐

徳
博
物
館
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
の
担
当
各
位
に
、

篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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《
附
載
校
本
》

凡

例

一
、
本
校
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
仙
洞
十
人
歌
合
』
(
一

O
五
・
一
四

一
八
七
一
九
)

一
帖
を
底
本
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
底
本

選
定
の
理
由
は
本
文
中
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

一
、
底
本
の
翻
字
並
び
に
比
校
し
た
本
の
異
同
箇
所
の
翻
字
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
原
本
の
お
も
か
げ
を
と
ど
め
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
漢
字

の
字
体
に
付
い
て
は
現
今
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。

一
、
翻
字
の
改
行
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
改
頁
の
箇
所
に
は
「
」
」
(
表
丁
)
・

「
』
」
(
裏
丁
)
を
付
し
た
。

一
、
底
本
が
伝
本
中
最
も
古
い
鎌
倉
期
の
写
本
で
あ
る
こ
と
を
尊
重
し
、

底
本
に
存
す
る
見
消
ち
・
補
入
等
は
、
翻
字
に
お
い
て
は
そ
の
結
果

に
従
い
、
そ
の
箇
所
の
右
傍
に
「
*
」
印
を
附
し
て
、
下
部
に
状
態

を
注
記
し
た
。

一
、
歌
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
底
本
が
同
じ
で
あ
る
の
で
『
新
編
国

歌
大
観

第
五
巻
』
の
番
号
と
の
異
同
は
な
い
。

一
、
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
は
、
底
本
本
文
の
右
傍
に
、
異
同
箇
所
の
通

し
番
号
を
意
味
す
る
漢
数
字
を
付
し
、
下
欄
に
そ
の
番
号
と
、
異
同

を
示
す
の
に
必
要
な
だ
け
の
底
本
本
文
を
摘
記
し
、
「
:
・
」

の
記
号

で
繋
い
で
、
比
校
し
た
各
本
の
、
摘
記
し
た
底
本
と
同
じ
箇
所
を
掲

ァ
た
。

一
、
異
同
を
示
す
の
に
用
い
た
、
比
校
本
諸
本
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

-
彰
考
館
文
庫
蔵
(
巳
二
了

O
七
二

O
二
本
:
・
:
:
:
「
彰
甲
」

-
島
根
大
学
桑
原
文
庫
蔵

(
九
一
一
、

一
八
・

H
七
四
)
本
:
:
・
:
:
「
桑
」

-
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵

(
伊
・
九
一
一
、
二
八
-
二
)
本
・
:
「
伊
甲
」

-
群
書
類
従
巻
百
九
十
所
収
本
:
:
:
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
・
「
群
」

-
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
(
特
ろ
三
・
五
一
)
本
:
:
:
「
京
」

熊
本
大
学
附
属
図
書
館
永
青
文
庫
蔵

(一

O
七
・
三
六
・
七
)
本
:
:
:
:
:
:
「
永
甲
」

-
賀
茂
別
雷
神
社
三
手
文
庫
蔵
(
酉
・
三
四
五
)
本
・
:
:
:
:
「
=
ご

-
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
二

O
一
・
二

O
七
)
本
・
:
「
内
」

-
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵

(
伊
・
九
一
一
、
二
八
・
四
二
本
:
・
「
伊
乙
」

-
刈
谷
市
中
央
図
書
館
蔵
「
歌
合
集
」

(
W
一
六
七
二
本
・
:
「
刈
」
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今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
「
歌
合
集
』

(
二
三
了
九
五
八
)
本
:
:
:
:
j
i
-
-
:
「河」

-
島
原
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
(
一
三
八
・
五
こ
本
:
・
:
:
:
「
島
」

祐
徳
稲
荷
中
川
文
庫
蔵

(
六
・
二
l

二
・
二
一
六
五
)
本
:
:
:
:
・
「
祐
」

-
水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
『
歌
合
部
類
』

(
巳
二
一
・

O
七
二
三
五
)
本
・
:
:
:
:
「
彰
乙
」

-
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵

(
伊
・
九
一
一
、
二
八
時
二
六
)
本
:
・
「
伊
丙
」

-
慶
慮
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵

ノ、

x 

J¥ 

本

一「

慶

一
、
校
合
に
つ
い
て
は
、
見
や
す
さ
を
考
慮
し
、
以
下
の
よ
う
な
例
は
そ

の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

ー
、
筆
者
の
単
純
な
ミ
ス
な
ど
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
、
補
入
・
見
消

ち
・
重
ね
書
き
。
ま
た
刈
・
河
両
本
の
勅
撰
集
・
私
家
集
収
載
歌

と
の
校
合
注
記
。

2
、
漢
字
仮
名
の
当
て
方
の
違
い
。
但
し
、
漢
字
の
音
訓
に
異
同
が

存
す
る
場
合
は
、
各
本
の
状
態
を
示
す
為
に
、
校
合
の
対
象
と
し

た
(
例
「
様
・
さ
ま
・
ゃ
う
じ
。

3
、
意
味
に
差
が
生
じ
な
い
仮
名
遣
い
の
違
い
。

4
、
基
本
的
に
別
字
で
も
訓
や
音
が
同
じ
で
し
ば
し
ば
同
様
に
用
い

ら
れ
る
字
(
例
「
歌
・
詞
・
寄
」
・

「
菖
蒲
・
臼
田
蒲
」
)
。

5
、
題
や
勝
負
付
な
ど
の
文
字
の
大
小
。

一
、
本
校
本
で
本
文
の
状
態
を
一
不
す
の
に
用
い
た
記
号
と
そ
の
意
味
は
以

下
の
通
り
。

-
「
題
」
・
:
判
読
不
能
文
字
。

-
「
口
」
:
・
一
文
字
分
の
空
き
。

-
「
〔
〕
」
・
:
推
し
て
判
読
し
た
文
字
。
校
合
本
の
状
態
に
関
す
る
注

寸
戸
〕

O

」
吉
日
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正
治
二
年
九
月
十
二
日

仙二
題玉洞一

十
人
詞
ム、

神
祇

若
草

落
花

時
，鳥

山
嵐

浦
月

水
鳥

庭
松

女
房作
勝六者

持支

負
五

隆内
信大
朝臣
臣持
勝 5 一
五負

持八

負

前家
座隆
主朝
勝臣
五勝
持三六

四負
負四

講
師

判五読
者師
番

神
祇

菖
蒲

暁
雪

左
大
臣
持
三
負
七

雅定権
経家大

勝塑塑
四包百

持函持三勝=宣

負雪持勝

己ーハ

負持
三四

寂
蓮
勝
一

左
近
少
将
藤
原
定
家

左
勝

1
君
を
ま
も
る
天
照
神
の
し
る
し
あ
れ
は

一
仙
洞
j
判
者
・
:
ナ
シ
(
三
・
内
)

二
仙
洞
j
十
二
日
:
・
五
十
番
寄
合
勅
判

(
伊
乙
)

三
正
治
j
十
二
日
・
:
ナ
シ
(
刈
・
河
)

四
十
二
日
:
・
十
三
日
(
彰
甲
)
、
ナ
シ
(
慶
)

五
題
j
判
者
・
:
ナ
シ
〔
作
者

-
勝
負
成
績
は
奥
書
後
に
〕
(
伊
乙
)

六
〔
勝
負
成
績
〕
:
・
ナ
シ
(
群
・
刈
・
河
)
、
〔
異
同
多
し
末
尾
に
別
掲
〕
(
慶
)

七
勝
負
成
績
全
部
に
「
首
(
々
)
」
あ
り
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)
〔
以
下

の
校
異
首
の
有
無
は
不
問
・
但
し
彰
乙
は
勝
負
持
の
順
〕

八
持
二
負
五
:
・
負
五
持
二
(
京
・
永
甲
・
彰
乙
)

九
持
三
負
七
・
・
・
持
五
負

五
(
京
・
永
甲
)

一
O
勝
五
持
三
負
一
一
:
・
勝
四
負
二
持
四
(
京
・
永
甲
)
、

勝
五
首
負
二
首
持
三
首
(
彰
乙
)

二
勝
二
持
二
負
一
二
・
:
勝
五
持
二
負
一
二
(
桑
・
伊
甲
・
島
・
祐
・
伊
丙
)
、
勝

五
負
三
持
二
(
京
・
永
甲
・
彰
乙
)

一
二
持
三
負
三
・
:
負
三
持
三
(
京
・
永
甲
・
彰
乙
)

一
三
持
四
負
一
7
:
持
四
負
一

(
桑
・
伊
甲
・
島
・
祐
・
伊
丙
)
、
負
一
持
四

(
京
・
永
甲
・
彰
乙
)

一
四
持
六
負
三
:
・
負
三
首
持
六
首
(
彰
乙
)

{
疋
家
(
群
)

一
五
判
者
・
:
判
者

一
六
も
・
:
つ
(
桑
・
伊
甲
)
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ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
あ
き
の
よ
の
月

右

上
総
介
藤
原
家
隆

2
み
ぬ
よ
ま
て
心
そ
す
め
る
神
か
せ
や

一
頗
・
:
瀬

2
7
内
)
、
歌
(
伊
乙
)

み
右左も
末頗ーす
の草有そ
声思ニ川
字所の
似固にあ
無やか
其つ
要き
可正 の

為こ
左ゑ
勝
欺

一
一
思
所
:
・
所
お
も
ふ
(
群
)

三
の
声
字
:
・
蝿
字
(
桑
)
、
声
字
(
伊
甲
)
、

祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

二
番
」

四
似
:
・
ナ
シ
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

侍
従
藤
原
雅
経

五
可
為
左
:
・
左
可
為
(
三
・
伊
丙
)

左
勝

3
い
ま
も
ま
た
さ
し
そ
ふ
千
代
の
あ
さ
日
ま
て

六
い
ま
・
:
け
ふ
(
桑
)

あ
ま
て
る
神
の
ひ

沙七か
弥り
寂な
蓮る
.A". 

し

の
声
の
字
(
京
・
永
甲
・
島
・

右

七
沙
弥
寂
蓮
・
:
寂
蓮
法
師
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

4
お
も
ふ
よ
り
い
と
も
か
し
こ
し
神
か
せ
や

み
も
す
そ
河
の
ひ
ろ
き
な
か
れ
は

左
心
あ
る
さ
ま
也
右
ひ
ろ
き
流
其
故
な
く
や

三
番左
持

左
大
臣

5
神
風
や
み
も
す
そ
河
に
契
り
を
き
て
』

八
き
て
:
・
き
し
(
彰
甲
を
除
く
諸
本
)
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な
か
れ
の
す
ゑ
そ
き
た
の
藤
な
み

九
そ
・
:
は
(
群
・
三
・
内
)

右

内
大
臣

6
か
け
ま
く
も
み
れ
は
か
し
こ
し
岩
清
水

き
み
か
な
か
れ
の
ひ
と
つ
す
へ
ら
き

左
右
勝
劣
難
定
欺

一
O
す
へ
ら
き
・
:
す
れ
h
h
f
(
伊
甲
)
、
す
ゑ
か
き
(
刈
)
、
れ
訴
か
き
(
河
)

一
一
劣
:
・
口
(
伊
乙
)

四
番左
勝

前
座
主

7
君
を
い
の
る
心
の
色
を
人
と
は
、

た
冶
す
の
み
や
の
あ
け
の
玉
か
き

右

散
位
藤
原
隆
信
」

8
か
ね
て
よ
り
わ
か
の
う
ら
ち
に
あ
と
た
れ
て

君
を
や
ま
ち
し
玉
つ
し
ま
ひ
め

右
の
寄
さ
し
て
難
な
く
侍
れ
と
左
は

一
二
寄
さ
し
て
・
:
寄
も
さ
し
て
(
桑
・
伊
甲
)
、
寄
も
さ
せ
る
(
京
・
永
甲
・

三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)
、
寄
さ
せ
る

今
す
こ
し
心
も
ふ
か
く
め
つ
ら
し
き
さ
ま

に
み
え
侍
る

(
群
・
二
一
)

一
三
る
・
:
る
か
(
桑
・
伊
甲
)
・
り
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・

五
番

祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)

左
持

女
房
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9
日
か
け
に
も
む
か
し
わ
す
れ
す
神
か
せ
や

み
も
す
そ
か
は
の
さ
、
浪
の
声

右

権

大

納

言

忠

良

」

*
「
す
」
は
「
ぬ
」
見
消

一
声
・
:
老
(
伊
丙
)

ニ
右
・
:
ナ
シ
(
伊
乙
)

日
雲
の
う
へ
に
あ
ま
て
る
か
け
を
冶
つ
つ
し
て
も

な
を
も
ま
す
み
の
か
、
み
な
り
け
り

三
忠
良
:
・
ナ
シ
(
京
・
永
甲
)

四
か
、
み
・
:
鶴
〔
虫
〕
(
祐
)

左
あ
ま
の
い
は
と
の
む
か
し
思
ひ
い
て
ら

れ
て
み
も
す
そ
河
の
さ
、
浪
も
そ
の

よ
せ
優
に
聞
え
侍
り
右
も
又
思
ふ
心

五
て
・
:
て
聞
え
て
(
群
)

六
み
も
j
優
に
・
:
ナ
シ
(
一
一
了
内
・
伊
乙
)

七
浪
も
・
:
波
(
群
)

あ
り
て
あ
し
か
ら
す
侍
り

八
思
ふ
:
・
ナ
シ
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

-308-

六
番

若
草

左

内
大
臣

日
ゆ
く
す
ゑ
の
秋
の
あ
は
れ
を
み
せ
か
ほ
に

う
ら
み
と
り
な
る
さ
い
た
つ
ま
哉
」

12 
なも
かえ
めい
につ
ある
き草
のは
花は権
そ5 春九大
この納
も色言
れな
るれ
と

右
勝

九
春
・
:
あ
き
(
群
)

一O
そ
・
:
は
(
群
)

い
つ
れ
も
秋
を
か
け
て
よ
め
る
に
よ
り
て

レし

一
一
よ
り
:
・
よ
り
(
京
)



左
は
み
と
り
に
て
秋
を
み
せ
む
こ
と

一
二
む
・
:
ぬ
(
島
・
祐
・
彰
乙
)

い
か
、
侍
ら
む

一
三
侍
ら
む
:
・
ナ
シ
(
京
・
永
甲
)

七
番左
持

左
大
臣

*
「
左
大
臣
」
は
「
七
番
」
下
か
ら
記
号
で
移
動

日
春
か
せ
の
ふ
き
に
し
日
よ
り
み
よ
し
の
冶

雪
ま
の
草
そ
色
か
は
り
ゆ
く
」

一
固
ま
・
:
た
(
伊
丙
)

右

前
座
主

M
霜
か
れ
の
野
へ
の
あ
し
て
の
す
み
か
き
を

い
ろ
と
り
そ
む
る
春
の
わ
か
草

一
五
き
:
・
ま
(
三
・
内
・
伊
乙
)

一
六
と
:
・
よ
(
島
・
祐
・
彰
乙
)

左
は
む
け
に
お
も
へ
る
所
な
く
右
は
戯

一
七
右
は
・
:
右
(
三
・
内
・
伊
乙
)

こ
と
の
様
に
や
侍
ら
ん

人
番

15 
春
は
ま
た
人
め
は瓦
、 家穴
か隆
る朝
山臣
さ
と
の

左

一
八
家
:
・
定
(
伊
丙
)

一
九
は
冶
か
る
・
:
は
か
、
る
(
桑
・
伊
甲
)
、
は
か
る
冶

け
右し
勝きき

も
し
ら
ぬ
庭
の
わ
か
早

三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)

雅
経
」

二
O
勝
:
・
ナ
シ
(
内
)

団
高
砂
の
お
の
へ
の
雪
は
き
え
や
ら
て

(
京
・
永
甲
・
群
・

-309-



ま
つ
み
と
り
な
る
野
へ
の
ひ
と
し
ほ

一
た
に
:
・
た
に
も
(
慶
)

右
は
み
山
に
は
松
の
雪
た
に
と
い
へ
る

や
う
に
お
も
ひ
よ
そ
へ
ら
れ
て
心
も
こ
も

二
や
う
に
・
:
寄
(
桑
・
伊
甲
・
京
・
永
甲
・
群
・
二
了
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・

慶
)
、
豆
町
を
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

れ
る
さ
ま
に
み
え
侍
尤
可
為
勝
歎

三
よ
そ
へ
:
・
そ
へ
(
京
・
永
甲
・
群
)

九
番

四
こ
も
:
・
こ
か
(
祐
)

左
勝

隆
信
朝
臣

口
あ
き
の
色
は
き
り
の
ま
か
き
と
し
ほ
れ
き
て

か
す
み
に
め
く
む
萩
の
や
け
は
ら

五
と
・
:
に
(
彰
甲
・
桑
・
伊
甲
を
除
く
諸
本
)

六
萩
:
・
荻
(
彰
甲
を
除
く
諸
本
)

右

寂
蓮
』

日
春
雨
に
ひ
は
り
の
床
も
あ
ら
は
れ
て

七
り
は
:
・
り
の
(
群
)
、
り
の
(
三
・
内
・
伊
乙
)

く
に二左右も
まもの八る
ささ寄は
りせ若か
てる草り
や要むは
{寺なけみ
らく 5 にえ
んみ荒九ぬ

え涼比
侍にか
れ侍な
とり
右

八
の
:
・
ナ
シ
(
桑
・
伊
甲
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

九
荒
涼
:
・
芝
(
京
・
永
甲
)

一
O
く
・
:
く
は
(
群
・
二
了
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・

慶
)

十三

番

一
一
に
に
は
(
彰
甲
・
京
・
永
甲
を
除
く
諸
本
)

左
勝

ム
京
一
房

一
二
十
:
・
七
(
刈
・
河
)

mw
は
る
き
て
も
つ
も
り
し
雪
は
き
え
や
ら
て

ハUつd



む
ら
/
¥
あ
を
し
野
へ
の
わ
か
草

定
家
朝
臣
」

初
う
ち
な
ひ
き
春
の
み
そ
ら
も
み
と
り
に
て

右

一
三
の
:
・
も
(
島
・
祐
)

*
「
も
」
は
「
の
」
見
消

風
あ右に
をもE し
し*あら
としる
いか
へら野
るねへ
めとの
つ左わ
らのか
しむく
くらさ

~~ ( 

一
四
も
・
:
の
(
彰
甲
)

*
「
し
」
は
「
き
い
見
消

一
五
侍
り
:
・
侍
る
(
彰
乙
)

十
一
番

落
花

左

家
隆
朝
臣

幻
あ
す
も
な
を
き
え
す
は
あ
り
と
も
さ
く
ら
花

ふ
り
た
に
そ
は
む
庭
の
雪
か
は

一
六
か
は
・
:
哉
(
祐
)

q
u
 

右
勝

女
房

mみ
よ
し
野
は
春
の
あ
ら
し
や
わ
た
る
ら
ん
』

一
七
わ
た
る
:
・
至
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

道
も
さ
り
あ
へ
す
花
の
し
ら
雪

左
右
と
も
に
古
寄
を
お
も
ひ
て
よ
め
る

中
に
右
さ
か
ひ
に
い
れ
る
さ
ま
也

一
八
右
・
:
右
は
(
彰
甲
・
桑
・
伊
甲
を
除
く
諸
本
)

十
二
番
左
持

寂
蓮



お
ふ
も
と
を
そ
か
へ
り
て
い
ま
は
た
っ
ぬ
へ
き

一
い
ま
は
・
:
は
今
(
群
)
、
又
は
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

風
に
は
な
さ
く
み
よ
し
野
の
山

二
へ
る
・
:
り
(
伊
丙
)

右

前
座
王

三
遂
風
・
:
逐
風
(
伊
甲
・
群
・
慶
)
、
逐
吹
(
京
・
島
・
祐
・
伊
丙
)
、
遂
吹

M
ち
り
に
け
り
心
も
そ
ら
に
さ
く
ら
か
り

(
永
甲
)
、
〔
迎
〕
風
(
伊
乙
)
、
吹
(
彰
乙
)

花
に
は
る
風
や
か
た
お
の
た
か
」

四
潜
・
:
闇
〔
日
が
万
〕
(
刈
・
河
)

五
十
日
:
・
百
(
彰
甲
)

左
寄
風
に
花
さ
く
と
い
へ
る
さ
た
か
に
心
得

か
た
く
や
遂
風
潜
開
と
も
い
ひ
十
日
花
開

と
も
い
へ
る
花
は
風
に
ひ
ら
く
る
も
の
な
れ
は

丸

一

口

ネ

只
ふ
も
と
の
桜
の
風
に
ひ
ら
け
た
る
と
も

六
花
開
・
:
花
咲
(
永
甲
)

七
へ
る
・
:
へ
り
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

八
も
の
・
:
物
物
(
伊
甲
)

九
の
風
に
:
・
の
風
(
島
・
祐
・
彰
乙
)

*
「
ら
」
は
「
ろ
」
見
消

二
迷
惑
・
:
迷
臨
(
伊
甲
)
、
迷
就
(
京
〉
、
迷
式
(
刈
)
、
配
丈
J
河
)

一
O
ら
け
:
・
ら
き
(
慶
)

心
得
ら
れ
ぬ
へ
く
や
右
寄
迷
惑
せ
ら

一
二
心
ち
し
て
・
:
こ
、
ろ
に
し
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)
、
心
ち
し
(
刈
・
河
・

なる
か
る心主
へち
しし
持て
な侍
と函れ
lこ五と
ややさ三

し
て
難
は

島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)

一
三
さ
し
て
:
・
指
(
京
・
三
・
内
・
伊
乙
・

指
欺
(
朱
)

慶
)
、
さ
し
た
る
(
永
甲
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)
、
さ
せ
る
(
群
)
、
梢
る
〔
梢

一
四
と
に
や
・
:
と
に
や
(
刈
・
河
)

十

番

朱
で
見
消
ち
〕
(
刈
・
河
)

左
持

お
わ
か
き
つ
る
か
た
、
に
み
え
す
さ
く
ら
花
」

定
家
朝
臣

一
五
傍
記
「
や
」
・
:
ナ
シ
(
諸
本
)

る
欺

一
七
つ
る
・
:
っ
、
(
伊
乙
)

一
六
わ
か
・
:
わ
け
(
彰
乙
)

一、‘、、:、養伊」

一
j
，
刀
ア

l
v

ち
り
の
ま
か
ひ
の

権支は
大る
納の
言山
か
せ

方
に
も
(
群
)

一
九
権
大
納
言
:
・
ナ
シ
〔
新
後
拾
遺
集
に
よ
り
「
権
大
納

右

一
口
忠
良
」
と
朱
色
小
字
注
記
〕
(
刈
・
河
)



お
み
よ
し
野
の
花
の
し
ら
雪
ふ
る
ま
、
に

こ
す
ゑ
の
雲
を
は
ら
ふ
山
か
せ

十き
四左
番右
と
も

よ
ろ
し
く
侍
り

二
O
十
四
番
・
:
ナ
シ
〔
空
行
も
ナ
シ
〕
(
島
・
祐
)

左
大
臣

左

幻
あ
た
ら
よ
の
な
か
め
し
花
に
風
ふ
け
は

月
を
の
こ
し
て
は
ら
ふ
し
ら
く
も

一
一
一
ら
:
・
し
(
刈
・
河
)

二
二
は
ら
ふ
・
:
は
る
冶
(
彰
甲
を
除
く
諸
本
)

右
勝

雅
経
」

お
花
さ
そ
ふ
名
残
を
雲
に
ふ
き
と
め
て

し
左は
寄量し
月は
さに
せほ
るへ
要は
なる
くの
や山
右か
心せ

二
三
寄
月
:
・
寄
の
月
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)
、
歌
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

こ
と
は
め
っ
ら
し
く
き
こ
え
侍
り

十
五
番
左
勝

隆
信
朝
臣

mu
ち
ら
さ
し
と
お
し
み
し
花
は
そ
れ
な
か
ら

み
る
に
な
く
さ
む
庭
の
お
も
哉

二
四
に
・
:
も
(
烏
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

右

内
大
臣

二
五
哉
:
・
か
け
(
刈
・
河
)



ωち
り
つ
も
る
花
を
こ
す
ゑ
に
ふ
き
ょ
せ
よ
』

一
せ
よ
:
・
せ
て
(
桑
・
伊
甲
・
京
)

つ
ら
き
春
か
せ
お
も
ひ
か
へ
さ
む

に左
ふさ
きせ
よる
せと
よか
とこな

はく
いみ
ひえ
か侍
たり
く右
や梢

こ
と
は
い
:
・
と
い
(
京
・
永
甲
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)
、
と
思
(
刈
・
河
)
、

十

番

菖
蒲

と
そ
い
(
伊
丙
)

左
勝

定
家
朝
臣

訂
て
な
れ
つ
〉
す
、
む
岩
ね
の
あ
や
め
草

け
ふ
は
ま
く
ら
に
ま
た
や
む
す
は
ん

女
房

右

辺
タ
風
は
花
た
ち
は
な
に
か
ほ
り
き
て

軒
は
の
あ
や
め
露
さ
た
ま
ら
す
」

左
心
あ
る
さ
ま
に
き
こ
ゆ
右
は
結
句

三
風
は
:
・
風
に
(
伊
乙
)

四
さ
た
ま
ら
:
・
も
定
め
(
群
)

五
左
・
:
左
は
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

こ
は
/
¥
し
く
や

六
ゆ
:
・
え
侍
り
(
群
)

十
七
番
左
勝

七
め
の
:
・
め
日
J
島
・
祐
-
彰
乙
)

家
隆
朝
臣

お
か
り
そ
め
の
軒
の
あ
や
め
の
と
き
し
あ
れ
は

さ
月
の
そ
ら
の
に
ほ
ひ
と
そ
な
る

八
そ
ら
の
:
・
空
に
(
群
)

九
と
そ
:
・
に
そ
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)
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右

左
大
臣

鈍
け
ふ
と
い
へ
は
袖
も
ま
く
ら
も
あ
や
め
草

か
け
て
そ
む
す
ふ
な
か
き
契
り
を

左
豆
町
よ
ろ
し
く
こ
そ
み
え
侍
れ
右
は
さ
せ
』

る
事
な
か
る
へ
し

十
八
番

権
大
納
言

お
な
か
き
ね
を
ひ
さ
し
き
ゃ
と
に
ふ
き
そ
へ
て

あ
や
め
や
き
み
か
ち
ょ
に
ひ
か
れ
ん

左
勝

*
「
や
」
は
「
を
」
を
見
消

一
O
ひ
か
れ
・
:
ひ
く
ら
(
桑
・
伊
甲
)

一
一
い
ま
l
と
や
:
・
ナ
シ
〔
空
行
〕
会
二
、
ナ
シ
〔
空
行
上
部
に
「
本
ノ
マ
、
」

右

内
大
臣

と
注
記
〕
(
内
)
、
ナ
シ
〔
空
行
上
部
に
「
下
ノ
句
本
ニ
ナ
シ
」
と
注
記
〕
(
伊

お
ち
と
せ
へ
む
や
と
の
し
る
し
に
あ
や
め
草

い
ま
ひ
と
ひ
さ
し
ふ
き
そ
へ
む
と
や

乙
)

一
二
と
や
:
・
と
は
(
慶
)

一
三
か
れ
・
:
そ
れ
(
京
)

ち
か
き
世
に
ひ
と
ひ
さ
し
さ
す
と

一
四
恩
給
:
・
見
ゆ
(
群
)
、
思
様
(
三
・
内
)

い
ふ
寄
侍
に
や
か
れ
は
草
庵
の
心
に
て
」

は
へ
る
や
う
に
恩
給
こ
れ
は
さ
も
と
間
ゆ

こ
れ
は
ひ
さ
し
き
よ
し
に
や
け
に
と
も
き
こ

一
五
こ
れ
は
:
・
〔
た
〕
れ
は
(
彰
甲
)

一
六
こ
れ
は
:
・
れ
は
(
三
・
内
・
伊
乙
)

一
七
と
も
・
:
も
と
(
京
・
永
甲
)
、
ふ
と
も
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

え
す
左
さ
せ
る
事
は
な
け
れ
と
も
右

一
八
事
は
・
:
事
(
彰
甲
を
除
く
諸
本
)



に
は
ま
さ
り
侍
ら
む

十
九
番
左
持

寂
蓮

幻
ふ
る
さ
と
の
ね
や
も
か
は
ら
て
草
ま
く
ら

む
す
ふ
は
け
ふ
の
あ
や
め
也
け
り

右

雅
経

お
け
ふ
こ
冶
に
む
す
ふ
よ
と
の
冶
あ
や
め
草
」

こ
れ
も
な
れ
ぬ
る
ま
く
ら
也
け
り

左
右
共
難
無
指
事
又
無
差
難
歎

一
ま
く
ら
也
け
り
・
:
草
枕
也
(
島
・
祐
・
彰
乙
)

二
無
差
難
欺
:
・
さ
せ
る
難
も
な
し
(
群
)
、
無
指
難
欺
(
伊
乙
)
、
無
差
別
欺

廿
番

(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

左
持

前
座
主

ぬ
月
か
け
を
さ
っ
さ
の
も
の
に
な
か
む
れ
は

あ
や
め
そ
軒
の
ひ
か
り
也
け
る

三
る
・
:
り
(
慶
)

右

隆
信
朝
臣

川
仰
す
冶
し
く
も
挟
に
か
よ
ふ
に
ほ
ひ
か
な

四
挟
・
:
杉
(
一
一
一
)

の
き
の
あ
や
め
を
風
や
ふ
く
ら
ん

左
豆
町
あ
や
め
も
ひ
か
り
と
い
は
む
こ
と
」

五
も
:
・
を
(
彰
申
・
桑
・
伊
甲
を
除
く
諸
本
)
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穴
こ
と
イ

あ
ま
り
に
や
侍
ら
む
右
は
さ
せ
る
と
か

六
傍
記
「
こ
と
イ
」
:
・
ナ
シ
(
彰
甲
・
京
・
永
甲
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈

な
き
に
ゃ
な
す
ら
へ
て
持
た
る
へ
し

河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)
、
「
事
か
」
(
桑
・
伊
甲
)

廿
一
番

郭
公

七
と
も
:
・
と
も
も
(
内
)

左

前

座

主

引
さ
り
と
も
と
こ
、
に
を
ま
た
む
ほ
と
〉
き
す

八
を
:
・
や
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)

九
ま
ち
・
:
ま
き
(
刈
・
河
)

き
の
ま
ろ
と
の
、
た
そ
か
れ
の
こ
ゑ

一
O
あ
か
す
:
・
く
ら
す
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

定
家
朝
臣

本

/

一
一
ら
き
:
・
ら
し
(
三
・
内
)
、
ら
し
(
伊
乙
)

右
勝

必
ま
ち
あ
か
す
さ
夜
の
中
山
な
か
/
¥
に

ひ
と
声
つ
ら
き
ほ
と
、
き
す
哉

左
は
ち
か
き
比
少
々
き
こ
え
侍
風
情
』

な
れ
と
も
こ
れ
は
っ
、
き
あ
し
か
ら
す

み
え
侍
り
又
未
開
時
鳥
の
寄
は
ふ
る
き
寄

合
に
は
本
意
な
き
ゃ
う
に
さ
た
侍
に
や

右
は
姿
調
い
ひ
し
り
た
る
さ
ま
に
聞
ゆ

一
二
ち
か
き
比
:
・
ち
か
こ
ろ
(
京
・
永
青
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・

慶
)
、
近
比
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

本
ノ

一
三
少
々
・
:
口
口
(
一
一
一
)
、
口
(
内
)
、
ナ
シ
(
伊
乙
)

一
四
つ
、
き
・
:
き
、
(
三
・
内
・
伊
乙
)

一
五
み
え
:
・
ナ
シ
(
三
・
内
・
伊

乙
・
刈
・
河
・
慶
)

一
六
侍
り
・
:
侍
る
(
内
)

乙
)
、
ナ
シ
(
内
)

*
「
聞
」
は
右
傍
よ
り
補
入

一
九
さ
た
侍
に
や
:
・
開
ゆ
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

廿
二
番

二
O
は
・
:
ナ
シ
(
彰
甲
を
除
く
諸
本
)

寂
蓮

幻
た
つ
ね
入
る
山
ち
し
く
れ
て
ほ
と
冶
き
す

左

一
二
し
く
れ
:
・
し
ら
れ
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

*
「
れ
て
」
は
「
る
、
」
見
消

一
七
未
聞
:
・
開
会
了
伊

一
八
本
意
・
:
ナ
シ
(
桑
)



一
こ
ゑ
こ
ゆ
る
峯
の
し
ら
く
も

右
勝

女
房

付
ほ
と
と
き
す
い
っ
ち
い
く
た
の
も
り
な
ら
ん
」

こ
ゑ
の
な
こ
り
を
雲
に
の
こ
し
て

一
声
こ
ゆ
る
や
う
あ
り
け
に
て
や
う
も

な
き
に
や
い
っ
ち
い
く
た
の
な
と
侍

一
ゃ
う
あ
り
:
・
様
あ
り
(
桑
・
伊
甲
・
京
・
永
甲
・
一
二
・
刈
・
河
)
、
杜
あ

り
(
慶
)

二
ゃ
う
も
・
:
様
も
(
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
)
、
社
も
(
慶
)

は
あ
し
か
ら
す
こ
そ
き
こ
え
侍
れ

三
の
・
:
ナ
シ
(
京
・
永
甲
)

廿
三
番

左
大
臣

45 
を四

ち左
か

"""" 

軒
は

き
な
け
時
，鳥

四
を
ち
・
:
百
千
(
慶
)

は
な
た
ち
は
な
に
雨
そ
、
く
也

右
勝

権
大
納
言

必
ほ
と
、
き
す
ま
た
よ
ひ
の
ま
の
一
声
に
』

な
こ
り
の
そ
ら
は
し
の
、
め
の
月

左
寄
っ
ね
の
事
に
侍
り
右
耳
な
く

一
声
に
と
い
へ
る
お
も
ひ
い
て
ら
れ
て

五
そ
ら
:
・
管
区
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

六
月
・
:
か
た
(
桑
・
伊
甲
)
、
空
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

七
寄
:
・
右
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

八
る
・
:
る
歌
(
京
・
永
甲
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙

を
か
し
く
こ
そ
侍
れ

-
伊
丙
・
慶
)
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廿
四
番
左
勝

家
隆
朝
臣

U
た
つ
ね
こ
し
し
ら
ぬ
た
ひ
ね
は
さ
と
な
れ
て

山
ほ
と
と
き
す
一
こ
ゑ
そ
き
く

九
き
く
:
・
な
く
(
京
・
永
甲
)

右

内
大
臣

川
叩
き
冶
て
き
と
い
さ
い
つ
は
り
に
ほ
と
と
き
す
」

一
O
左
あ
i
つ
ね
に
:
・
ナ
シ
(
三
・
内
・
伊
乙
)

は
つ
ね
に
な
る
、
人
に
い
は
れ
む

左
あ
し
か
ら
す
聞
え
侍
り
右
は
つ
ね
に

い
は
し
な
れ
侍
へ
き
す
へ
で
も

短
慮
迷
て
み
侍
者
也

二
右
は
つ
ね
・
:
右
つ
ね
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

一
二
い
は
し
・
:
い
か
、

(
彰
甲
・
桑
を
除
く
諸
本
)

一
三
す
へ
で
も
:
・
す
へ
て
(
京
・
永
甲
・
三
・
内
・
伊
乙
)
、
す
で
に
(
群
)

一
四
て
・
:
可
(
慶
)

廿
五
番

一
五
み
侍
者
也
:
・
見
へ
侍
る
な
り
(
群
)
、
見
侍
討
す
也
(
伊
乙
)

左
勝

隆
信
朝
臣

ωけ
ふ
も
な
を
山
ち
く
れ
な
は
ほ
と
〉
き
す

い
か
に
た
つ
ね
む
一
こ
ゑ
の
そ
ら

雅
経

右

一
六
し
の
ひ
イ

印
た
つ
ね
こ
し
か
き
ね
わ
た
り
の
ほ
と
、
き
す
』

は
な
た
ち
は
な
に
声
う
つ
る
な
り

一
六
傍
記
「
し
の
ひ
イ
」
:
・
ナ
シ
(
彰
甲
を
除
く
諸
本
)

一
七
な
り
:
・
ら
ん
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)



左
さ
せ
る
難
な
き
に
や
右
か
き
ね

わ
た
り
よ
ろ
し
く
き
こ
え
す
や
侍
ら
ん

一
や
・
:
ナ
シ
(
京
・
永
甲
)

廿
六
番

浦
月

左

女
房

日
あ
き
の
月
浪
ち
も
と
を
く
か
け
さ
え
て

一
一
え
:
・
し
(
京
・
永
甲
)

心
さ
へ
に
も
す
ま
の
う
ら
か
せ

三
も
・
:
や
(
群
・
コ
了
内
・
伊
乙
)

右
勝

前
座
主

固
ま
・
・
・
「
(
内
)

臼
き
え
は
て
ぬ
す
ま
の
も
し
ほ
の
う
す
け
ふ
り

月
に
う
れ
し
き
あ
き
の
う
ら
か
せ
」

須
磨
の
も
し
ほ
の
夕
煙
心
詞
殊
宜

侍
り
左
の
浦
風
に
は
た
ち
ま
さ
る
へ
く
や

六五
タう
煙す

タす夕
煙?(
(群
島)

祐

七
殊
:
・
特
(
桑
・
伊
甲
)

八
る
・
:
り
ぬ
(
三
)

廿
七
番
左
勝

権
大
納
言

日
よ
さ
の
う
ら
や
浪
に
有
明
の
か
け
さ
え
て

九
え
:
・
し
(
島
)

月
の
こ
ほ
り
を
み
か
く
松
か
せ

右

定
家
朝
臣

日
あ
は
ち
し
ま
月
の
か
け
も
て
ゆ
ふ
た
す
き



か
け
て
か
さ
せ
る
す
ま
の
う
ら
浪

左
月
の
氷
を
み
か
く
松
風
よ
ろ
し
く
』

人
イ

一
O
浪
:
・
風
(
島
・
祐
・
彰
乙
)
、
風
(
伊
丙
)

*
「
左
」
は
「
さ
」
見
消

侍
り
右
は
浪
も
て
ゆ
へ
る
と
い
ふ
寄

を
お
も
ひ
て
よ
め
る
な
る
へ
し
あ
な

か
ち
に
優
に
も
き
こ
え
す

優お
も
〔ひ
優すて

伊思
出

甲

刈

河

廿
八
番
左
持

寂
蓮

日
き
よ
見
か
た
わ
か
心
よ
り
せ
き
す
へ
て

い
く
よ
の
月
と
み
お
の
う
ら
浪

一
三
と
:
・
を
(
彰
甲
・
桑
・
伊
甲
を
除
く
諸
本
)

一
四
み
お
の
う
ら
浪
・
:
み
ほ
の
松
原
(
桑
・
伊
甲
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)
、

右

左
大
臣

三
保
の
う
ら
波
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)
、
み
ほ
の
浦
浪
〔
「
ほ
」
は
「
お
」

日
月
か
け
ゃ
な
み
を
む
す
は
ぬ
う
す
氷

見
消
ち
〕
(
刈
・
河
)

し
き
つ
の
う
ら
に
ょ
す
る
船
人
」

左
右
と
も
に
い
く
ほ
と
の
勝
劣
な
く
や

一
五
な
み
を
:
・
な
み
も
(
島
・
祐
・
彰
乙
)

一
六
勝
劣
:
・
勝
負
(
慶
)

廿
九
番
左
勝

目
た
か
さ
と
に
山
の
は
ま
て
と
な
か
む
ら
ん

家
隆
朝
臣

一
七
た
か
さ
と
:
・
高
砂
(
京
・
永
甲
)

あ
か
し
の
う
ら
に
有
明
の
月
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右

一
右

雅
経
・
:
〔
別
筆
補
入
〕
(
島
)
、
ナ
シ
(
祐
)

こ
る
・
:
か
(
彰
乙
)

雅
経

出
あ
は
れ
な
を
明
石
の
う
ら
の
秋
の
月

す
め
と
も
な
れ
る
浪
の
う
へ
か
な

左
寄
心
詞
さ
か
ひ
に
い
れ
る
や
う
也

殊
に
よ
ろ
し
く
こ
そ
侍
れ
右
無
差
事
」

三
ゃ
う
・
:
様
(
桑
・
伊
甲
・
京
・
永
甲
・
刈
・
河
)
、
さ
ま
(
群
・
一
二
・
内
・

伊
乙
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)

四
也
・
:
な
る
(
京
)

五
殊
:
・
特
(
桑
・
伊
甲
)

十
番

六
差
・
:
指
(
桑
・
伊
甲
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)
、

差
か忌
(
慶
)

内
大
臣

印
た
こ
の
う
ら
ひ
る
に
か
は
ら
す
月
す
め
は

左

七
ら
す
・
:
ら
て
(
群
)

夢
み
る
め
な
し
い
ね
の
あ
ま
は
ら

八
月
に
心
を
・
:
月
を
心
に
(
京
・
永
甲
)

右
勝

九
と
は
:
・
と
(
京
・
永
甲
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

隆
信
朝
臣

ωほ
か
と
し
も
あ
か
し
の
名
を
は
し
ら
し
か
し

月
に
心
を
す
ま
の
う
ら
人

- 0 
にき
く、

ナ
に，シ

て;温 てご

桑て

し

内

右夢海
勝三み人
無るを
山函異めあ
風義三なま
」しは
もら
き5 と丸

は
に=申
くて
む
侍や

一
二
勝
:
・
ナ
シ
(
群
)

一
三
義
:
・
儀
(
桑
・
伊
甲
・
京
・
群
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
伊
丙
・
慶
)
、

議
(
一
一
一
)

一
四
山
風
・
:
山
嵐
(
桑
・
伊
甲
・
京
・
永
甲
・
群
・
二
了
内
・
伊
乙
・
島
・
祐
・

舟

番
左
持

彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)
、
山
嵐
歎
〔
朱
筆
〕
(
刈
・
河
)

女
房



日
う
す
も
み
ち
な
を
色
ま
さ
れ
み
む
ろ
山

あ
ら
し
も
っ
た
ふ
あ
き
の
時
雨
に

一
五
れ
・
:
る
(
刈
・
河
)

一
六
も
・
:
に
(
京
・
永
甲
・
群
・
三
・
内
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・

右

左
大
臣

慶
)
、
そ
(
伊
乙
)

白
う
ち
し
く
れ
よ
も
の
木
葉
は
色
っ
き
て

み
や
ま
の
あ
ら
し
秋
を
つ
く
な
り

一
七
つ
く
・
:
吹
(
京
・
永
甲
)

な左
く穴よ
持五ろ

なし
とく
に侍
やり
右
も
さ
せ
る
と
か

一
八
く
:
・
く
は
(
桑
・
伊
甲
・
京
・
永
甲
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
島
・
祐
・

舟
二
番
』

彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)
、
く
や
(
刈
・
河
)

雅
経

日
ふ
き
ま
よ
ふ
よ
も
の
あ
ら
し
の
秋
の
こ
ゑ

一
九
持
な
・
:
侍
る
〔
見
消
し
右
傍
に
「
持
欺
」
〕
な
(
京
)
、
持
歎
(
内
)

左
勝

二
O
も
:
・
は
(
三
)

し
く
る
と
も
な
き
山
め
く
り
哉

一
二
こ
ゑ
:
・
・
(
桑
)

右

定
家
朝
臣

ωあ
き
の
あ
ら
し
ひ
と
は
も
お
し
め
三
室
山

二
二
左
:
・
左
の
(
京
・
永
甲
)

の呆左三ゆ
寄喜子る
ゆ殊呈す
るに時
すお雨
時かの
雨しそ
あくめ
ま聞面つ
りえく
心侍す
こ り量ま
も右て

二
三
殊
:
・
特
(
桑
・
伊
甲
)

二
四
聞
・
:
こ
そ
間
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)

二
五
り
・
:
れ
(
群
・
三
・
伊
乙
)
、
る
(
彰
乙
)

り
て
愚
意
お
よ
ひ
か
た
し

二
六
の
:
・
ナ
シ
(
桑
・
伊
甲
)
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ffl" 

番
左
勝

一
に
・
:
を
(
京
・
永
甲
)

前
座
主

日
あ
き
は
ま
た
花
に
も
み
ち
を
そ
め
か
へ
て

あ
ら
し
に
こ
ゆ
る
し
か
の
山
人

ニ
山
人
・
:
山
越
(
群
)

三
な
に
・
:
川
(
群
)

右

内
大
臣

四
を
:
・
ナ
シ
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

侃
心
か
ら
な
に
と
紅
葉
を
ち
ら
し
は
て
、

五
な
と
・
:
ナ
シ
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)

中右左す
五八喜子花ゑ
字一六にさ
事篇紅ひ
た丸と七葉 し
らるを四き
すへな五峯
侍5 きとの
り所よあ
可なろら
為きしし
左うくそ
勝へ侍
にり

六
一
篇
:
・
編
(
伊
乙
)

七
と
る
:
・
見
る
(
群
)

八
五
字
・
:
五
文
字
(
京
・
永
甲
・
群
・
一
二
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・

彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)

叶
四
番
』

九
た
ら
:
・
た
え
(
慶
)

左
持

一
O
侍
り
:
・
ナ
シ
(
京
・
永
甲
)

権
大
納
言

mw
た
っ
た
山
こ
す
ゑ
の
あ
ら
し
秋
く
れ
て

か
は
ら
ぬ
松
に
声
し
く
る
な
り

寂
蓮

侃
あ
ら
し
を
や
峯
の
木
葉
は
さ
そ
ふ
ら
ん

右

一
一
木
葉
:
・
木
草
(
京
・
永
甲
)

ち
れ
は
ま
く
ら
に
音
き
こ
ゆ
也

一
二
ら
ん
:
・
ら
し
(
群
)



い
つ
れ
も
あ
し
か
ら
す
持
な
と
に
や

一
三
ま
く
ら
:
・
副
(
慶
)

舟
五
番
左
勝

家
隆
朝
臣

ωふ
き
し
ほ
る
峯
の
あ
ら
し
の
い
か
な
ら
ん
」

そ
て
た
に
た
へ
ぬ
あ
き
の
あ
ら
し
に

一
四
あ
ら
し
:
・
草
木
(
彰
甲
を
除
く
諸
本
)

一
五
た
へ
ぬ
:
・
た
同
ぬ
(
三
・
内
)
、
た
ら
ぬ
(
伊
乙
)

一
六
り
は
・
:
り
も
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・

右

隆
信
朝
臣

慶
)

向
山
か
け
や
を
と
し
っ
か
な
る
あ
ら
し
こ
そ

は
け
し
き
よ
り
は
身
に
は
し
み
け
れ

*一八

あ
ら
し
を
し
っ
か
な
り
と
よ
め
る
証

一古

車
問
や
侍
ら
ん
春
風
な
と
や
と
お
ほ
え
侍
る
と
よ

一
七
け
れ
・
:
け
り
(
慶
)

*
「
り
」
は
「
る
」
見
消

一
八
り
:
・
る
(
桑
・
伊
申
・
京
・
永
甲
・
群
・
彰
乙
)

一
九
春
風
・
:
春
の
風
(
桑
・
伊
甲
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・

彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)

品
川
六
番

暁
雪

二
O
侍
る
と
よ
・
:
侍
る
と
〔
歎
〕
(
京
)
、
侍
る
歎
(
永
甲
・
島
・
祐
・
彰
乙
・

左
勝

権
大
納
言

伊
丙
)
、
侍
り
と
よ
(
刈
・
河
)

礼
ひ
ま
し
ら
む
窓
の
あ
け
か
た
な
か
む
れ
は

二
一
む
・
:
ん
(
島
・
祐
)

よ
こ
く
も
さ
ゆ
る
峯
の
は
つ
雪
」

二
二
窓
・
:
宿
(
伊
甲
)

内
大
臣

η
朝
戸
あ
け
て
と
を
ち
の
さ
と
を
な
か
む
れ
は

雪
の
し
た
に
そ
烏
も
な
く
な
る

一
一
一
一
一
こ
:
・
み
(
刈
)

右

二
四
な
く
な
る
:
・
鳴
け
る
(
京
・
永
甲
)
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鳥ニ跳左
も望は
なむ優
くねに
なと侍
る三しり
こて右
そ間寄
上え遠
下侍ち
殊ほの
にとさ
fこにと
かな
ひと

一
眺
望
:
・
眺
よ
り
(
内
て
な
か
む
よ
り
(
伊
乙
)
、
肥
学
(
朱
で
見
消
)
(
河
)

二
烏
も
:
・
ナ
シ
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

て
問
、
ぇ
侍
れ

三
る
:
・
り
(
京
・
永
甲
)

品
川
七
番
左
勝

家
隆
朝
臣

ね
か
ね
の
を
と
に
い
ま
や
あ
け
ぬ
と
な
か
む
れ
は
」

な
を
雲
ふ
か
し
峯
の
白
雪

右

左
大
臣

九
よ
も
す
か
ら
か
さ
な
る
雲
の
た
え
ま
よ
り

月
を
む
か
ふ
る
峯
の
し
ら
雪

な
を
雲
ふ
か
し
な
と
い
へ
る
殊
に

四

ふに

刈

よ
ろ
し
く
こ
そ
み
え
侍
れ

叶
/¥、

番
左
勝

定
家
朝
臣

お
あ
け
ぬ
る
か
こ
す
ゑ
お
れ
ふ
す
松
か
ね
の

も
と
よ
り
し
ろ
き
雪
の
山
の
は
」
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右

女
房

祁
な
か
む
れ
は
く
も
り
も
や
ら
す
風
さ
え
て

雪
よ
の
そ
ら
の
有
明
の
月

五
さ
え
て
:
・
寒
て
(
永
甲
)
、
き
冶
て
(
内
)

六
よ
の
:
・
よ
り
(
群
・
伊
乙
)
、
よ
叫
(
三
・
内
)

左
松
か
ね
の
も
と
よ
り
な
と
お
も
し
ろ
き

さ
ま
に
開
ゆ
右
は
難
も
な
く
侍
れ
と

猶
左
め
つ
ら
し
く
や

七
は
:
・
ナ
シ
(
桑
・
伊
甲
)

左
欺

八
猶
左
め
:
・
猶
め
(
三
・
内
)
、
左
な
を
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

品
川
九
番

左

雅
経
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η
月
は
い
ま
く
も
り
は
て
ぬ
と
な
か
む
れ
は

雪
の
ひ
か
り
も
有
明
の
そ
ら
」

右
勝

前
座
主

花
あ
き
よ
り
も
冬
は
名
残
そ
ま
さ
り
け
る

九
そ
:
・
を
(
桑
・
伊
甲
)

月
入
ぬ
れ
は
雪
の
あ
り
あ
け

く
も
り
は
て
ぬ
る
や
あ
ま
り
に
侍
ら
ん

月
入
ぬ
れ
は
雪
の
あ
り
あ
け
め

一O
る
:
・
と
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

二
月
:
・
ナ
シ
(
群
・
三
・
内
)

つ
ら
し
き
さ
ま
な
り

四
十
番



左
持

(
叔
蓮

乃
ふ
る
雪
に
柴
の
い
ほ
り
も
う
つ
も
れ
て

一
に
:
・
と
(
桑
・
伊
甲
)

あ
け
ゆ
く
か
ね
の
こ
ゑ
の
む
ら
き
え
」

右

隆
信
朝
臣

初
ま
ち
/
¥
て
く
も
る
う
れ
し
き
は
つ
雪
に

一
一
く
も
る
・
:
く
も
り
(
京
)
、
曇
(
永
甲
)

Jレ
雪を
にわ
鐘く
のる
こ互有
ゑ明
のの
む月
ら
き
え

む

三
こ
ゑ
の
:
・
声
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

四
心
と
・
:
心
を
(
彰
甲
・
桑
・
伊
甲
を
除
く
諸
本
)

事
お
ほ
つ
か
な
く
侍
れ
と
め
つ
ら
し
き

さ
ま
也
心
と
わ
く
る
な
と
つ
ね
の
事
に

五
な
と
:
・
な
と
は
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙

慶
)

侍
れ
と
と
か
な
け
れ
は
持
な
と
に
や

六
れ
は
・
:
れ
(
慶
)

四
十
一
番

水
鳥

七
持
な
と
:
・
持
と
(
伊
甲
)

女
房

副
月
さ
ゆ
る
ゑ
し
ま
か
磯
に
な
み
か
け
て
」

子
を
お
も
ふ
に
ほ
の
有
明
の
こ
ゑ

一八

O ゑ
有:
明闘車

有t内
明2)
鰍

桑 九

伊:
甲も

群

左

一
一
の
こ
ゑ
・
:
〔

〕
〔
ア
キ
を
示
す
)
(
群
)

右
勝

一
二
右
・
:
左
(
河
)

82 
おい
もて
ひ、

かく
ねる
た衣
る手
をさ家
しむ隆
のき三朝
こ西河臣
ゑ風
かに
な

一
三
き
:
・
し
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

一
四
こ
ゑ
か
な
:
・
こ
ゑ
/
¥
(
群
)
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右
の
五
文
字
そ
な
に
と
な
き
ゃ
う
に

一
五
右
の
:
・
右
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

お
ほ
え
侍
れ
と
い
も
か
り
ゆ
け
は

一
六
五
文
字
:
・
文
字
(
刈
・
河
)

な
と
お
も
ひ
い
て
ら
れ
て
よ
ろ
し
く

聞
ゆ
勝
侍
ら
ん

四
十
二
番

左
持

前
座
主
」

お
鴨
の
ゐ
る
ゑ
し
ま
か
磯
の
お
き
の
石
は

一
七
の
石
は
:
・
石
は
(
伊
甲
)

-
の
石
(
京
・
永
甲
)

浪
よ
り
ほ
か
の
す
み
か
也
け
り

本

ノ

本

ノ

マ

、

一
八
な
み
の
よ
る
:
・
な
み
の
(
三
・
内
)
、
な
み
の
(
伊
乙
)
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右

加
な
み
の
よ
る
に
ほ
の
う
き
す
は
風
さ
え
て

権
大
納
言

む
す
ふ
こ
ほ
り
や
と
ま
り
な
る
ら
ん

左
右
同
科
に
や

四
十
三
番

左

左
大
臣

お
さ
ゆ
る
よ
に
む
れ
ゐ
る
鳥
の
音
な
れ
や

こ
ほ
り
の
う
へ
に
浪
を
き
く
哉

右
勝

定
家
朝
臣



86 
つっ
ちす
い氷
つゐ
るる
浪を
のし
花か
そも
うの
つ色

t ¥ 

一
か
も
:
・
烏
(
群
)

一
一
う
ち
:
・
い
ち
(
伊
甲
)

右
め
つ
ら
し
き
さ
ま
に
侍
り

四
十
四
番

左
勝

寂
蓮

U
浪
ま
く
ら
こ
ほ
り
も
さ
わ
く
を
し
烏
や

一
一
一
も
・
:
に
(
彰
甲
・
桑
・
伊
甲
を
除
く
諸
本
)

お
も
ひ
さ
た
め
ぬ
う
き
ね
な
る
ら
ん

内
大
臣

∞
∞
羽
う
ち
す
る
あ
た
り
に
た
つ
る
さ
、
浪
を
」

右

四
あ
た
り
・
:
あ
さ
り
(
伊
乙
)

五
た
・
:
う
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

や
か
で
し
た
け
に
う
っ
す
を
し
鳥

は
う
ち
す
る
な
と
い
へ
る
し
た
け
と

侍
る
も
み
な
間
よ
か
ら
す
左
初

五
七
句
の
つ
〉
き
そ
い
か
に
そ
お
ほ
え

六
を
:
・
や
(
群
)

七
な
と
:
・
と
(
群
)

八
へ
る
・
:
へ
る
も
(
京
・
永
甲
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
慶
)

九
み
な
・
:
ナ
シ
(
京
・
永
甲
)

十

立

命

す

J
t

一
O
五
七
匂
の
:
・
七
句
(
群
)
、
七
字
(
一
ニ
)
、
七
句
(
内
・
伊
乙
)
、
五
七
の
(
慶
)

侍
れ
と
い
か
て
か
右
に
は
ま
さ
ら
て
侍
ら
ん

*
「
そ
」
は
「
に
」
見
消

四
十
五
番

一
一
に
そ
:
・
に
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)

左
持

雅
経

一
二
て
か
・
:
か
(
彰
乙
)

的
あ
し
か
も
の
う
き
ね
よ
い
か
に
浪
ま
く
ら
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た
の
む
入
江
の
ま三

隆高の
信冶
朝う
臣ら
」風

一
三
ま
の
:
:
ま
冶
の
(
京
・
永
甲
)

右

一
四
隆
信
朝
臣
:
・
ナ
シ
(
刈
・
河
)

ωさ
ゆ
る
夜
は
あ
し
の
葉
か
く
れ
う
き
ね
し
て

朝
日
に
い
つ
る
あ
ち
の
む
ら
烏

い
つ
れ
も
あ
し
か
ら
す
侍
り

四
十
六
番

庭
松

左
持

内
大
臣

引
ふ
た
は
よ
り
は
こ
や
の
山
の
み
き
り
な
る

玉
松
か
え
は
ひ
か
り
さ
し
そ
ふ

右

雅
経

似
た
れ
ゆ
へ
に
な
か
め
わ
ひ
ぬ
る
ゆ
ふ
へ
と
て

一
五
心
姿
・
:
す
か
た
(
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

を
る玉に芙右の
へ松*て心玉れ
しかい姿や
是えひあと
も万きし冶
よ葉りかふ
ろ集毛たら軒
しをるすの
くおx や侍ま
侍五もうりつ
りへに左風
る侍結』
なれ句
と

一
六
に
て
:
・
そ
(
桑
・
伊
甲
・
京
・
永
甲
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
彰
乙
・

伊
丙
・
慶
)
、
に
(
群
・
島
・
祐
)

*
「
松
」
右
傍
よ
り
補
入

一
七
集
・
:
ナ
シ
(
三
)

一
八
お
も
へ
る
・
:
思
ひ
い
つ
る
(
京
・
永
甲
)

四
十
七
番

一
九
侍
り
:
・
侍
へ
り
(
島
・
祐
)
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左
持

左
大
臣

一
持
:
・
ナ
シ
(
島
・
祐
)

mm
庭
の
い
し
も
岩
と
な
る
へ
き
君
か
代
に

岩

光ま

桑

お
ひ
そ
ふ
松
の
た
ね
そ
こ
も
れ
る

隆
信
朝
臣

川
内
こ
ゑ
た
つ
る
山
へ
は
と
を
き
庭
ま
て
も
」

よ
ろ
っ
代
し
る
き
松
か
せ
そ
ふ
く

山
辺
は
と
を
き
と
い
へ
る
よ
ろ
し
く

も
問
え
す
庭
の
石
物
に
か
っ

四三
をは

を長を

刈京

万く
甲

右

五
し
る
き
:
・
か
け
て
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
)

辺
鰍

六
辺
:
・
鳥
(
刈
・
河
)

七
は
・
:
を
(
京
・
永
甲
)
、
も
(
三
・
内
・
伊
乙
)

へ
き
さ
ま
も
せ
ぬ
な
る
へ
し

九
へ
る
:
・
へ
り
(
伊
丙
)

一わ歎

一
O
庭
の
石
・
:
庭
石
(
コ
一
・
内
・
慶
)
、
庭
右
(
刈
・
河
)

右
歎

一
一
物
に
・
:
物
に
(
伊
乙
)

八
と
ほ
き
:
・
遠
(
桑
・
伊
甲
)

四
十
八
番

左
持

寂
蓮

%
あ
し
た
つ
の
年
ふ
る
庭
を
な
か
む
れ
は

軒
を
こ
め
た
る
ま
っ
か
せ
そ
ふ
く

一
二
も
・
:
に
(
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)

右

定
家
朝
臣

一
三
左
は
:
・
左
(
京
・
永
甲
)

mm
枚
か
は
す
玉
の
み
き
り
の
松
の
か
せ
」

い
く
ち
ょ
君
も
契
り
そ
ふ
ら
ん

左
は
や
う
あ
り
け
に
侍
れ
と
又

一
四
ゃ
う
:
・
様
(
桑
・
伊
甲
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)
、

さ
ま
(
京
・
永
甲
)
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さ
せ
る
事
な
く
や
右
な
に
冶
枝
を
か
は
せ

る
に
か
い
つ
れ
ま
さ
る
と
難
申

一
五
や
:
・
な
り
(
祐
)

一
六
右
・
:
右
は
(
桑
・
伊
甲
)

一
七
な
に
に
:
・
な
に
し
(
彰
乙
)
、
な
に
(
伊
丙
)

一
八
せ
る
:
・
す
(
群

四
十
九
番

島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)
、
す
る
(
一
二
・
内
)

一
九
か
:
・
や
(
京
・
永
甲
)

左

家
隆
朝
臣

一
二
ま
さ
る
・
:
ナ
シ
(
京
・
永
甲
)

二
O
れ
:
・
れ
を
(
三
)

町
よ
ろ
つ
代
と
玉
し
く
庭
の
松
か
え
を

春
の
ひ
か
り
も
の
と
か
に
そ
さ
す

二
一
一
も
:
・
と
(
刈
・
河
)

二
三
勝
・
:
ナ
シ
(
伊
乙
)

右
勝

前
座
主

銘
千
世
ふ
へ
き
光
そ
ひ
ゆ
く
し
る
し
と
て
」

二
四
き
て
・
:
き
(
刈
・
河
)

玉
し
く
庭
に
松
の
む
ら
た
ち

二
五
お
ほ
え
侍
ら
す
・
:
覚
え
す
(
桑
・
伊
甲
・
群
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・

よて左
ろも万
しお量代
かほと
らえ玉
す侍し
右毛らく
之すと
喜子又い
無結実へ
難句る
侍夫もつ

き晶

島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
・
慶
)
、
お
ほ
す
(
京
・
永
甲
)

二
六
結
句
も
・
:
結
び
句
(
群
)
、
結
句
(
三
・
内
・
伊
乙
)

二
七
右
之
寄
・
:
右
寄
(
京
・
永
甲
・
島
・
祐
・
彰
乙
・
伊
丙
)
、
右
寄
は
(
群
・

五
十
番

三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
慶
)

女
房

ωこ
れ
も
さ
そ
ひ
さ
し
き
ゃ
と
の
し
る
し
と
て

左

二
八
侍
・
:
侍
め
り
(
京
・
永
甲
・
三
・
内
・
伊
乙
・
刈
・
河
・
島
・
祐
・
彰
乙
・

伊
丙
)
、
侍
な
り
(
慶
)

軒
は

す
く
る
松

権きの
大し
納た
言風

二
九
そ
:
・
す
(
群
)

右
勝

三
O
権
大
納
言
:
・
ナ
シ
(
刈
・
河
)
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間
河
竹
の
な
か
れ
久
し
き
雲
井
ま
て
』

ち
よ
ふ
き
か
は
せ
や
と
の
ま
つ
か
せ

千
代
ふ
き
か
は
せ
よ
ろ
し
く
侍
り

(
伊
乙
)

〈
こ
の
位
置
に
あ
り
〉

女
房

勝

左
大
臣
良
経
公

内
大
臣

前
座
主
慈
円

勝
五

権
大
納
言
忠
良
卿

勝
六

{
疋
{
永

勝
五

雅
経

勝
四

家
隆

勝
六

寂
蓮

勝

R久
性主

勝
四

負
五

負
五

負
人

負負負負
四

負負

(
慶
)

〈
仮
に
此
処
に
挙
げ
る
〉

持

叫
ね
司
附

持
五

後
京
極
良
経

左
大
臣

持

久
我
通
親

内
大
臣

持
四

忠
良権
大
納
言

持
四

隆
信
朝
臣

持

定
家
朝
臣

持

家
隆
朝
臣

雅
経

持
六

慈
門前
座
主

持
四

寂
蓮

勝勝勝勝
六

勝
四

勝
五

勝
ム
ハ

勝
四

勝
五

勝

持

負
五

持
五

負
五
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持

負
八

持
四

負

持

負

持

負

持

負
四

持

負

持
四

負

持
六

負


